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名

豪

な

役

#
を
果
た
す
I

と
な
っ
.た
。.：か
4

國
民
經
濟
を
基
底
と
す
參
働
力
の
配
置
、と
し
て
、
勞
働
振
興
策
は
現
存
財
政
1 

び
に
財
貨
循
環
の
擴
大
を
.意
味
し
、；
新
た
な
る
連
續
的
生
產
の
作
出
を
目
的
と
す
る
も
の
で
ぁ
る(

註

0'
。

,

.
ヰ
上
、
.私
は
財
政
學
の
.理
論
的
賣
を
財
政
社
會
學
£

.
い
て
見
出
し
、
し
か
も
財

政

，

と
社
會
關
係
と
の
究
明
ょ
り
進
ん
で
、
更

に
 

p

國
民
經
f

 Q
內
的
關
聯
ょ
り
I

す
べ
：l

.

f說
い
.
.た
。
そ.Q

露

I

鍵

靈

5

っ
て
霧
的

S

H
謹

し

た

.る 

も
■の
.
.の
如
く
で
ぁ
る
。
'即
ち
財
f

配
置
と
す
べ
き
极
輝
は
旣
.に
明
管
な
っ
た
。
更
に
か
4

財
政
本
質
鐘
時
財
政
を
通
じ
て
最 

も
明
白
s

f

れ
.

1
至
っ
た
。
‘か
く
て
財
政
の
‘
I

的
謹
を
果
た
す
た
め
に
は
、
っ
及
て
戰
時
財
政
に
論
及
し
な
け
没
な 

.

ら
す

' 

‘
'

: 

' 

(

未
完)

@
1
.
)
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 Future of Monetary Policy, 
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經
濟
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政
治
化
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經
濟
學
■
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.
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三
'
個
人
主
_
と
佘
體
生
_
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戰
立
.：
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-
>
0全
體

主

義

パ

.
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1
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.
五
.
公
益
と
私
益

,

■
.

六

.經
濟
の
倫
.理
化
'

■

’

七
統
一
的
統
制
經
濟」

 

:
 

.
,

八
；
經
濟
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國
防
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性
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經

濟

の

指

導
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‘
ノ
 

‘ 

. 

.
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1

序
說
：
理
論
と
政
策
.

■

:

へ
：'.

■

•:
.
■
.
,

.

:

社
會
科
學
.，と
し
て
の
理
論
經
濟
學
が「

存
在」

を
新
究
す
る
齋
間
.で
^
つ
^
、「

當
爲」

を
說
-<
:

孓
.の
.，で
；
な

い

こ

‘と

は

近

世

經

濟

學

の
發

經

濟

の

敗

治

化.
 

- 

I
s
.
.
.
' 

S
1
1
S
1
)



經
濟
の
政
治
化 

二

六

C
M
I

因
因)

達
と
弗
に
徐
々
に
明
か
に
せ
ら
れ
て
来
た
。
芷
に
經
濟
理
論
は
一
般
的
な
經
濟
現
象
を
捉
へ
來
た
つ
て
之
を
分
析
し
、
其
本
質
を
捉
へ 

て
、
典
因
梁
的
關
係
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
以
て
it
ハ
本
務
と
爲
す
务
の
で
あ
つ
て
、
人
は
如
何
に
爲
す
べ
き
か
と
い
ふ
領
域
に
ま
で
入 

り
込
む
と
と
は
、
明
に
論
理
的
な
誤
り
で
あ
る
の
で
あ
る
。
甲
の
原
因
か
ら
こ
の
結
果
が
生
ず
る
と
.言
ふ
.て
、
直
ち
に
故
に
甲
の
原 

，
因
が
正
當
か
不
1£
當
ヤ
あ
る
か
"を
論
ず
る
の
は
決
し
て
正
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
今
假
に
、
自
由
貿
易
の
制
度
を
と
れ
ば
、 

國
際
分
業
が
結
果
と
し
て
生
じ
、
泚
界
各
國
の
經
濟
的
生
產
力
が
然
ら
ざ
る
場
合
よ
り
も一

層
增
大
す
る
と
い
ふ
命
，題
が
成
立
す
る
と 

し
て
も
、
其
事
か
ら
故
に
自
由
貿
易
は
正
當
な
る
手
段
で
あ
る
と
い
ふ
推
論
を
直
ち
に
得
る
と
と
は
で
き
な
い
o
:自
由
質
易
を
以
て
正 

當
と
見
る
こ
と
は
、
其
結
果
と
し
セ
坐
ず
ゲ
所
の
各
國
の
.經
濟
的
生
產
カ
の
增
太
を
以
て
正
し
い
目
的
と
爲
す
時
に
初
め
て
是
認
さ
れ 

る
の
，で
あ
る
。
換
言
：す
れ
ば
、
或
る
目
的
を
樹
て
之
を
達
成
し
よ
ぅ
と
す
る
努
力
が
認
め
ら
れ
る
時
に
、
我
行
爲
が
、一

つ
の
手 

.

段
と
し
て
正
當
視
さ
れ
る
こ
と
に
爲
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
經
濟
的
生
產
力
の
增
大
を
以
て
望
ま
し
き
目
的
と
爲
す
か
ど
ぅ
'か
は
、

ゝ
單
な
る
因
果
的
な
理
論
的
觀
察
か
ら
は
生
れ
て
來
な
い
。
そ
れ
は
理
論
的
研
究
の
範
圍
に
屬
す
.る
も
の
で
な
く
、
目
的
論
の
世
界
に
屬 

す
る
こ
と
で
あ
る
。 

.

經
濟
學
の
唯
，

一

の
任
務
が
、
經
驗
的
現
象
0
觀
察
：：
抽
象
、
銃
一
.、
法
則
化
に
在
つ
て
、
其
是
非
判
斷
に
在
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ 

に
は
、
併
し
決
し
て
經
濟
學
が
後
者
の
價
値
剕
斷
に
貢
献
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
.で
は
な
い
o 

.
理
論
的
研
究
の
結
果
は
-寧
ろ
正
反
對
に
、
 

'價
値
刺
斷
の
，基
準
を
指
示
す
る
も
6
と
し
て
*
大
い
に
利
用
：せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一

つ
の
政
策
を
實
行
す
る
に
當
つ
て
は
、
正
確
な 

事
實
の
認
識
、
因
果
關
係
の
理
解
が
な
く
し
て
所
期
の
.效
果
を
望
む
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
或
政
策
を
實
行
す
る
に
は
、

_豫
め
或
行
爲
が
如
何
な
る
結
巣
を
生
む
べ
き
や
を
理
論
的
法
制
に
從
：つ
て
推
測
す
る
，こ
と
.を
要
し
、：
又
或
る
望
.ま
し
き
狀
態
が
果
し
て 

可
能
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
を
檢
討
す
る
に
經
驗
的
判
斷
を
必
：要
と
す
る
：。
'
.
.
.
.
ノ 

、

.'

.

■近
世
の
經
濟
學
は
、
.フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ァ
ト
の
人
：々

と
ア
グ
に
依
つ
て
其
理
論
的
基
礎
を
確
か
に
し
た
と
言
は
れ

.る
が
、
彼 

等
に
在
つ
で
は
あ
る
.nk

然
的i

序r
.

に
對
す
る
信
仰
が
支
配
的
.で
あ
つ
て
、
.そ
れ
は
、
現
實
の
狀
態
を
理
想
化
せ
る
も
の
で
.あ
る
と 

同
時
に
常
然
實
現
.せ
ら
る
べ
き
所
の
正
し
き
狀
態
な
の
で
あ
つ
た
從
つ
；て
現
實
に
作
用
し
つ
、「

自
然
的
秩
序」

を
生
み
出
す
力
は
、 

同
時
に
望
ま
し
き
事
態
を
■實
現
す
る
所
の
正
し
き
毛
段
で
あ
つ
た
。
餅
樣
な
所
論
に
於
て
は
S

在」

の
^
究
と
S

為」

の
旃
究
と
.は
全 

く
混
同
せ
ら
れ
て
.し
ま
ひ
、：事
實
の
.分
析
は
と
‘り
も
な
ほ
.さ
ず
、
.規
範
的
な
原
則
を
樹
立
.ず
る
こ
と
.に
爲
つ
た
の
"で
.あ
る
。
彼
等
が
自 

功
競
爭
.を
說
明
す
る
時
、
其
說
明
は
同
時
に
自
由
競
爭
を
推
稱
す
る
#

を̂
.持
つ
て
居
つ
た
の
で
が
る
。

•
•
•
'
.
+ 

• 

• 

-I

然
る
に
ス
ミ
ス
以
後
、
現
代
に
至
る
金
で
の
發
員
は
、
理
論
と
政
策
、
存
在
と
規
範
と
の
區
.別
を
方
法
論
上
明
確
に
區
別
す
る
に
至

. 

•1
 

.

つ
.次
藤
路
を
明
か
‘に
し
て
居
る
。
次
.に1.

一一一一.
.の
著
名
な
古
典
派
經
濟
學
者
の
言
說
を
ば
例
示
.しy

.

み
ょ
ぅ
？ 

.

•
:例
へ
ば 
J

*

s

•ミ
ル
は
.
日
く
. 

'

■
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ぐ
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'

:
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:
.

_ 

.

「

科
學
は
幾
多
の
眞
理
の
集
合
で
.

あ
多
、
技
術
は
行
货
の
規
則
又
.
は

指

令

の

集

圑

で

：：

あ

る

。
科

學
.
の
言
葉
は
、T

斯
《

で
.あ
る
又 

は
な
い」

，
と
か「

之
は
生
ず
る
又
は
生
じ
な
い」

と
い
.

ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
技
術
の
言
葉
は「

之
を
爲
せ
、
之
を
避
け
ょ」

と
い
ふ
こ
と
で 

あ
る
。
科
學
は一 .,

現
象
を
認
め
て
^

法
則
を
發
見
す
を
こ
と
：に
，努
め
る
9

.

技
.
術
は
:̂
®

ft

一
：
つ
，の

目

的

に

向

ひ

、
：
當

該

目

的

.
を
成
就
す
. 

:

る
手
段
を
探
求
す
る」

と
s

)

o 

. 

ノ 

：
■

;.

:

經
濟
ゆ
政
治
化
り
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の
政
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‘ 

ニ
八
ぃ
•
へ
二
. ニ
四
六)

■

(
訪」

assays on S
O
.
B
e

-gsettled quessions of-political economy 1877. 

I 
ニ
^
頁

.

ミ
ル
に
次
い
で
■■
&

典
派
經
濟
學
者
.

の
.
最
後
の
：.1
'
;人
；と
#

は
れ
：名
.

ケ
ア
\

ズ

は

同

樣

の

と

と

は

一

：
層

平

易

に

.
次
の
如
く
述
ベ
■

て
吾
る
。 

B I

ち 
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.

ゾ

經
濟
學
の
任
務
は「
何
賃
體
的
な
結
果
を
獲
る
こ
と
f

友

く

、
，
一

 

定
の
.

主
張
I

明
す
I

專

.

1

く
、.
叉
何
か
I

實
際
.

 

的
計
畫
を
辯
.護

す

，る
.

こ

と

：で
I

い
、
否
な
、.
そ
れ
は
、
’

說
明
を
與
へ
、
自
然
の
法
則
を
明
か
に
し
、
如
何
な
る
現
象
が
其
に
在
る 

か
、
ど
ん
な
原
因
か
ら
ど
ん
な
結
果
が
生
ず
る
で
.

あ
ら
ぅ
.

か
を
.吾
人
に
.

請
る
と
>

に
過
ぎ
な
いJ

と
u
 
-fiv

(

!6)

'
'
o
a
i
m
e
s
'
: 

T
h
e

 

c
h
a
r
a
c
t
e
r

 

a
n
d

 
logical 

m
e
&
o
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o
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.political e
c
o
n
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三
四
頁
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- 

- 
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• 

.

古
典
派
經
濟
學
中
興
の
.

祖

マ
.1.

シ
ャ
ル
.

は
.

日
く
*

ン
.

 

.

.

.

.
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■

•

 

.

•I.

經
濟
學
は
其
故
；に
其
自
的
と
し
て
先
づ
第
一
に
知
識
を
ば
"
.
そ
れ
自

體
の
爲
に
獲
得
せ
ね
.ば
な
ら
ぬ
*

而
し
て
其
次
に
實

際

上

の

：

.問
題
を
說
明
す
名
匕
と
；を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
:
:
經
濟
の
硏
究
の
實
際
上
<D
;
.用
.途
は
經
濟
學
者
の
'決
し
て
忽
せ
に
す
べ
き
も
の.

^
に
文
は
他
と
結
合
し
て
作
用 

す
る
其
結
果
は
ど
ぅ
で
あ
る
か
を
'明
に
.す
る
..こ
と
で
あ
る」

.と

.0
®)

.

.

'

.

(

註)

.Ma

 

名
 a«:principles of 

ec80g.cs,:1.9

货 

.■. 

人

'-...:.

'如
上
の
_
t
.は
.唯
に
英
國
の
古
典
學
派
及
新
古
典
學
派
の
中
に
.見
.ち
れ
る
.普
り
で
友
く

、

獨

逸

の

學

者

の

說

の

中

に

も

之

を

讀

む

こ 

と
.■が
.で
き
る
®
.ド
イ
ッ
感
史
學
派
の
.人
.々
.枝
、

，其
硏
究
に
於
て
事
實
に
.思
實
な
あ
ん
.，と

す

冬

餘

り

：
M

®

+の
.研
究

に.際
し

て

倫

理

的

ぃ

.
•^
冬
觀
察
を
も
併
せ
行
o
た
の
で
•あ
る
が
、
之
に
對
す
'る
批
判
と
し
、て「

價
値
判
斷」

の
.問
題
が
喧
し
く
論
ぜ
ら
れ
た
。
筆
者
は
旣
に
、這

. 

. 

■ 

■ 

-

,般
.
.の
事
情
を
他
の
機
會
に
述
ぶ
.る
所
が
あ
つ
た
が
®

)

、-

嘗
て
、
、ゾ
ム
バ
ル
卜
や
マ
ッ
ク
ス
，
ゥ
ェ
ー
、、ハ
ー
は「

科
學
的
問
題
の
中
へ
存 

;在
當
爲
を
混
入
す
る
こ
.>
は
狂
氣
の
沙
汰
で
お
る」

,と
ま
.で
極
言
し
て
居
る
。
ゥH,

丨X

丨
が

.一:九
〇
.四
年
に
著
し
た「

社
會
科
學
的 

認
識
の
客
觀
性」

.と
い
.ふ
論
文
の
中
で
、
.價
値
判
斷
を
科
學
的
認
識
の
中
か
ら
取
除
く
'こ
と
を
主
張
し
た
‘の
は
、
今
日
に
至
る
ま
で一 

舷
的
な
定
說
と
し
て
：認
め
ら
れ
て
居
る
.の
.で
あ
る
。

.(

註)
1

一
！
，田
學
會
雜
誌
第

M

十
九
卷
十
一1

號
、
氣
質.

■經
濟
政
策
の
目
的
論
的
觀
察
參
畠
。

.

.斯
く
の
如
く
方
法
論
的
に
は
、
理
論
と
政
策
と
の
區
、別
が
明
瞭
に
說
か
れ
、
理
論
經
濟
學
は
嚴
密
に
經
驗
的
な
對
象
を
觀
察
し
整
頓 

す
る
こ
と
に
專
念
す
る
こ
と
に
爲
つ
た
の
で
；あ
る
が
、
此
事
..は，上
.に
も
述
べ
た
如
く
、「

在
る
が
ま
、」

の
研
究
が
、「

斯
く
在
る
べ
き」 

の
研
究
と
絕
緣
す
る
と
と
を
意
味
せ
る
も
'の
.
.で.は
勿
論
な
い
0
理
論
'的
研
究
の
.本
来
の
任
務
は
、
其
研
究
結
果
を
ば
政
策
の
爲
に
利
用 

せ
し
む
る
と
と
に
在
る
の
で
あ
る
か
ら
、
方
法
論
上
の
厳
重
な
區
別
，に
も
拘
ら
ず
、
實
際
に
於
て
は
理
論
と
政
策
と
は
不
即
不
離
の
關 

係
に
在
り
、
結
局
に
於
，て
、
.實
質
的
に
見
る
時
は
論
理
的
な
說
明
其
自
體
が
> 
科
學
的
刺
斷
の
衣
を
被
つ
た
價
値
判
斷
で
あ
り
規
範
的
'
 

要
求
で
あ
る
の
感
.が
あ
る
.め
で
あ
る
。
瑞
砠
ハ
、の
學
者
グS

ナ
ー
•
ミ
ル
ダ
ー
ル
の
如
き
は
、
近
世
の
經
濟
學
に
於
て
理
論
と
政
策
の
區
別 

が
方
法
論
上
き
び
し
く
說
か
取
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
單
な
る
表
面
上
の
言
譯
に
す
ぎ
な
い
と
判
斷
し
、
現
代
で
は
ビ
グ
ー
と
ク
ラ 

1
ク
の
：.ニ
.敎
授
の
名
を
擧
げ
て
之
.を
指

摘

び

て

'居

る
:°
.即
ち
日
く
；

.

：

：

：

，

'

「

ビ
グ
！
.は
、
.國
民
經
濟
的
且
つ
功
利
的
に
屑
.

V

で
.き
得
.る
，限
.：̂
最
良
で
あ
る
所
の
行
爲
.は
如
何
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を

. 

• ; 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

...
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合
理
的
に
訐
算
し
極
は
め
る
こ
と
に
、
其
硏
究
家
と
し
て
の
生
涯
の
勞
作
を
主
と
し
て
捧
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
然
か
も
斯
く
の 

•如
き
學
者
：に
在
つ
て
す
ら
、
國
民
經
濟
學
は
何
で
.あ
る
か
を
硏
究
す
る
一
箇
の
實
證
的
科
學
で
あ
つ
て
、
何
で
あ
る
べ
き
か
を
硏
究 

す
る
規
範
的
科
學
で
は
な
い
と
，い
ふ
命
題
を
說
く
を
見
る
の
で
あ
る」

と
。

ミ

ル

グ

ー

ル

は

又
1 1

に

續

け

て'日
-く
 

ン

' 

.

.
パ

■
.
■
..
..
..

 

:

.
 

.

.

.

.

.

.
-

「

更
に
も
うI.

つ
の
例
を
示
さ
う
。
J
*
B
*
ク
ラ
ー
ク
の
.理
論
的
勞
作
は
總
て
皆
、
自
由
顧
爭
下
に
於
け
る
價
格
形
成
が
最
高
の
正 

.

.

.
義
.を
實
瑰
す
る
と
い
ふ
命
題
を
證
明
す
.る
試
.み
と
し
て
.之
を
觀
る
.
&と
が
で
き
る
。
蓋
し
自
由
競
^
下y

在
つ
て
は
、
各
人
は
そ
れ
.
 

ぐ
そ
の
生
產
的
給
付
に
相
應
才
る
丈
け
の
も
の
を
.丁
度
獲
得
す
る
か
ら
で
あ
る
.'
0
被
は
然
か
も
猶
隊
、經
濟
學
が
經
濟
學
と
し
て
、 

現
存
諸
制
度
、
法
則
又
.は
習
憤
の
當
不
當
の
程
度
を
論
ず
る
問
題
と
全
然
關
係
が
.な
い
と
い
ふ
こ
上
を
は
つ
き
り
强
調
し
よ
う
と
自

ら
思
づ
た
程
で
あ
る
。
之
と
同
樣
の
こ
と
が
、
新
古
典
派
の
大
多
數
'
.の
理
論
家
に
も
當
嵌
る」

と
。
へ
註〕

. 

•.+•:-

 

. 

'

へ

&
 

M
y
r

隹

：Das p
o
s
s
c
h
e

 Element in der National
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'g*nomisuhen-Dokt

a.nbildung 1932. S
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正
に
ミ
ル)

ク
ー
ル
‘の
.此
解
釋
は
被
等
の
學
說
の
裏
の
衷
ま
で
.表
ぐ
り
出
し
た
如
き
感
を
與
へ
る
。
ミ
ル
ダ
ー
ル
は
新
古
典
學
派
や
或 

.は
填
太
利
學
派
.の
人
々
：.の
內
心
を
見
透
し
て
、
彼
等
がr

斯く
-
—

で
あ
る」

と
說
い
て
居
る
の
は
實
はr

斯
く
あ
る
べ
しJ.

と
内
心
思
つ
.
 

て
届
る
か
ら
で
あ
ら
う
と
推
測
す
る
の
.で
あ
る
。
實
傺
に
‘於
て
マ
ー

ャ
ル
に
し

.て
も
•ヒ
グ
ー
に
し
て
も
、
或
は
又
奥
太
利
學
派
の
人

々
に
し
て
も
■、
.自
由
競
爭
制
度
の
前
提
の
下
に
價
格
の
形
成
過
程
を
說
明
す
^
の
で
.あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
彼
等
は
原
則
と
し
て
自

• 

■ 

 ̂

.

. 

.. 

. 

*

由
主

義

者

であ
り
、
.社

會

主

義

に反
對
し
、
獨

占

價
格
：の
形
成
を
不
當
と
見
、
自
由
競
爭
を
阻
害
す
る
事
情
を
彌
籤
せ
ん
こ
と
に
努
め

て
居
る
の
で
あ
K
t
.
從
つ
て
、、/
ル
.ダ
ー：

ル
の
.解
釋
は
根
據
が
な
い
、と
は
決
し
て
い
へ
ぬ
け
れ
ど
も
、
か
.
.，る
解
釋
に
依
っ
て
>
此
等
の

人
々
が
自
|

識
し
て
說
い
た
所Q

「

存
在」

と「

舊

」

、「

理
論」

と「

政
策」

.の

.區
別
嘉
際
に
は
混
同
し
5
 

ば
、
そ
れ
は
し
か
し
正
當
，か
る
評
價
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
散
い
で
あ
ら
う
。

筆
背
の
.見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
現
代
の
自
由
主
義
者
達
が
ミ
ル
ダ
ー
ル
の
斯
樣
な
荒
酷
な
批
評
を
浴
び
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
根
本 

.の
原
因
は
、
，彼
等
の
說
く
經
濟
擧
の
出
發
點
に
於
て
選
ん
だ
所
の
現
實
の
.姿
と
し
て
の
論
理
上
の
，理
想
型
が
、
，同
時
に
人
々
の
希
望
す

! 

f
 
.
 

r

る
所
の
自
的
と
し
て
の
理
想
型
と
根
本
：に
於
て
ー
致
す
る
こ
4
に
在
っ
た
>
息
は
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
理
論
と
政
策
の
一
致
は
彼
等
の 

經
濟
學
の
本
賢
上
當
然
の
現
象
で
あ
っ
て
.»
.決
し
て
其
誤
_
の
結
果
で
は
な
い
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。

故
に
若
し
論
理
上
の
理
想
型
と
、
：政
策
目
的
と
し
て
_の
.理
想
型
と
が
同
ー
の
狀
態
を
示
す
も
の
'で
な
く
、
兩
者
の
間
に
原
則
的
な
相 

違
が
現
れ
る
な
ら
ば
、
理
論
と
政
策
と
の
間
に
は
大
き
な
喰
ひ
ち
が
.ひ
.が
出\1 來

る
に
相
違
な
い
。：
然
る
時
は
、.一

方
に
於
て
理
論
の

. 

- 

に'
.
. 

. 

• 

■

基
礎
に
新
し
き
政
策
目
的
に
八C

致
せ
る
.經
濟
機
耩
を
嵌
め
こ
ま
う
.と
す
る
努
ヵ
が
生
.じ
て
.
所
謂
る
經
濟
學
の
政
治
化
な
る
現
象
が
生 

,ず
る
で
あ
ら
う
。
他
方
に
.於
て
新
し
き
原
則
の〔

上
に
立
，っ
政
策
目
的
は
、
.從
來
の
論
理
的
理
想
型
に
對
し
て
著
し
く
批
判
的
と
な
り
、

人
を
し
て
理
論
と
實
踐
.の
遊
離
と
い
ふ
こ
と
を
感
ぜ
し
む
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
併
し
罾
し
い
政
策
目
的
が
今
假
に
.一
般
的
に
.是
認
さ

,

• 

. 

: 

. 

,■'
 

■ 

. 

• 

. .
.

.

.

-

.

れ
、
：採
用
さ
れV
、

實
際
の
經
濟
を
支
配
す
る
原
則
と
&
る
時
、
而
し
て
經
濟
現
象
俗
總
て
此
原
則
に
從
っ
..て
生
起
す
る
も
の
に
な
る

• 

••

時
，
經
濟
學
は
初
め
.て
古
き
地
盤
を
去
.っV

、
.新
し
き
甚
礎
の
上
に
立
て
ら
れ
る
.こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
，そ
う
な
る
時
期
ま
で
は
即 

ち
過
渡
的
形
態
土
し
て
經
濟
學
の
政
治
化
が
行
は
れ
ん
可
能
性
が
あ
、る
譯
で
あ
る
。
.が
併
し
新
し
い
地
盤
.の
上
に
殳
っ
經
濟
摩
が
成
立 

:

■
:

.

•經
濟
め
，政
治
化
：' 

V

.
 .

.

■

.

.

H
一 

a
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®
丸)

.



',
.經
濟
の
政
治
化 

， 

11

三

'(

ニ一.1

so)

パ
 

す
る
時
、
最
早
：や「

政
治
化」

は
必
要
で
.な
い
。
蓋
し
、
再
び
嘗
て
.の
.自
由
主
義
待
代
に
於
け
.る
輸
に
理
論
上
の
理
想
型
と
政
策
上
の
：理 

，想

型

と.は
.

I
:

致
.す
る
に
至
■る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
.あ
る
。而
し
て
理
論
と
、實
踐
の
遊
離
も

亦
同
時
に
感
ぜ
ら
れ
な
く
な
る
で

あ

ら

う

.。 

蓋
し
新
し
き
^
則
に
則
っ
ヤ
行
は
れ
た
人
々
の
行
爲
は
そ
の
儘
理
論
的
に
把
握
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。(

骷) 

.

(

®

最
近
、
r
ィ
ッ
の
經
濟
學
界
に
於
て
活
撥
な
る
方
法
論
爭
が
あ
る
。
そ
れ
は
我
國
に
於
て
は
い
ち
早
く
、
西
川
淸
治
氏
h
經
濟
學
.の
政
治 

的
性
格
に
關
す
ス
論—
最
近
の
獨
翘
の
經
濟
學
に
於
け
るI

動
向」

.

(

大
阪
商
大『

經
濟
學
雜
S
第
三
卷
第
三
號)

の
論
文
に
依
っ
て
_

介 

，.さ
れ
、
更
に
堀
經
夫
氏
著
r
l

期
の
經
濟
思
想I

中
に
轉
載
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
諭
茚
た
る
や
、
吾
人
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
，.

.

.
上
述
の
二
っ
の
脑
疇
を
異
に
す
る
理
想
型
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
た
結
狼
で
あ
っ
て
、
規
代
ド
ィ
ッ
經
濟
學
思
の
過
渡
期
的
現
象
を
如
實
に
示
す 

も
の
で
あ
る
。
西
川
氏
は
此
方
法
論
爭
を
ば
、
嘗
て
滕
史
學
派
と
メ
ン
ガ
I
、ゾ
ム
バ
ル
ト
、ゥH

丨
パ
ー
等
の
間
に
行
は
れ
た
る
價
値
判
斷
論 

爭
に
比
較
し
て「

新
し
い
偵
俯
判
斷
論
爭J

と
呼
ん
で
尻
る
が
、
同
時
に
1し
か
し
そ
こ
で
は「

偎
俯
判
斷
が
果
し
て
可
能
な
り
や
否
や」

が
极
本 

的
に
問
は
れ
て
居
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ「

そ
れ
が
如
何
な
る
饊
圃
に
於
て
可
能
で
あ
る
か
.

1

或
は
飞
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か」

が
翦
ら
間 

.
題
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
ぬ」

と
說
阴
を
如
へ
て
居
る
？

.

.今
玆
に
.論
银
の
經
緯
を
紹
介
し
よ
う
と
は
し
な
い
•か
、
唯
此
諭
哦
の
中
心
を
爲
す
問
題
に
就
て
、
ブ
リ
-,
's.
ク
ー
ン
の
所
說
を
引
用
し
よ
う
。

問
題
の
核
心
は
簡
坩
に
い
へ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。一

方
は
政
治
的
社
會
诹
的
啊
景
を
蓥
礎
に
し
た
阈
民
經
濟
學
の
樹
立
が
急
務
で
あ
り
丨 

之
に
よ
つ
て
の
み
理
論
と
實
踐
の
統
一
を
計
る
こ
と
が
出
來
る
と
い
ふ
.の
に
對
し
、
他
方
は
、
價
値
體
系
に
對
し
て
無
色
な
る
沒
價
値
的
、
無 

1l
t
思
觀
的
®
識
に
銮
づ
く
純
游
經
濟
理
論
が
可
能
で
あ
り
且
っ
政
治
的
實
踐
的
な
る
國
民
經
濟
學
の
前
提
條
件
或
は
補
助
手
段
と
し
て
必
要
で 

あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

,

ブ
リ
ン
ク
マ
に
よ
れ
ば
斯
く
の
如
き
論
爭
が
、
初
め
財
政
諭
に
於
て
a
れ
今
や
經
濟
學一
般
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
に
至
つ
た

の
は
決
し
て
偶
然
な
出
來
琪
で
な
く
、
轉
換
期
の
純
濟S

の
方
法
論
爭
と
し
て
當
然
の
ニ
と
で
あ
る
。「

今
や
經
济
舉
は

國
家
の
經
済
に
對
す
る 

傲
位
或
は
支
配
を
邵
：論
的
に
恶
礎
づ
け
、
ま
た
實
際
こ
れ
に
贺
敝
し
得
る
ご
と
き
も
の
に
改
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故 

に
晋
々
の
論
^
は
か
っ
て
の
方
法
論
氓
の
如
く「

理
論
的
經
濟
學
か
歷
史
的
經
濟
缇
か
と
い
ふ
單
な
る
説
明
方
法
の
問
題
で
は
な
く
て
*
國
民 

經
濟
を
如
何
に
擗
成
す
べ
き
か
^
い
ふ
货
踐
的
な
る「

政
治
的
に
.構
成
す
る
經
濟
學」

に
關
す
る
も
の
と
.̂
っ
て
居
る
。
し
か
し
こ
、
に
言
ふ
所 

の
國
家
に
ょ
る
經
濟
の
構
成
は
か
の
咎
て
の
マ
ー
ヵ
ソ

チ

リ

ズ

ム

或
は
力

.メ

ラ
リ
ス
ム
ス
の
時
代
の
國
家
的
干
歩
と
は
^

っ

て

、

其
_ ^
礎

こ

文
 

常
に
民
族
金
體
の
意
思
が
存
在
す
る
。
そ
れ
故
に
經
濟
學
は
、
歷
史
的
*政
治
的
理
論
と
し
て
の
、民
族
の
經
濟
の
政
治
的
構
成
に
關
す
る
學
で 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
C
と
。(

堀
輕
夫
轉
換
期
の
經
濟
思
想
、一.

三
ニ
頁)

.

..

5

は
以
下
に
於
て
、
從
來
の
古
典
I

經
濟
爾
於

X
、
讓
と
政
策
が
如
何U

I

致
し
て
居
っ
た
か
、
言
そ
れ
が
如
何
§

ひ
ち
が 

-

ふ
か
か
明
か
に
し
、
同
時
に
新
し
き
經
濟
學
の
政
治
化
に
っ
い
て
、
興
內
容
を
檢
討
し
て
み
ょ
ぅ
と
思
ふC 

•

U
.

經
濟
の：

政
治
化
と
經
濟
學 

.

、'

所
謂
る
自
由
主
義
經
濟
學
は
*
先
ず
第
一
に
個
々
の
經
濟
行
爲
者
が
、
.理
性
に
從
っ
て
自
己
の
欲
讓
足
の
爲
に
外
的
手
段
を
求
め 

る
と
い
i
想
定
か
ら
出
發
し
、
其
際
各
*<
は
最
少
手
段
の
原
則
に
從
っ
て
其
犠
牲
の
可
及
的
少
か
ら
ん
こ
と
に
努
め
、
，最
大
效
用
の
原 

切
に
從
っV

其

蹵

Q

最
大
な
ら
んw

と
に
努
め
る
。
.
而
しV

人
タ
は
其
經
濟
目
的
の
爲
に
完
.含
自
由
の
秩
序q

備
？

居
る
所
謂 

芯
0
由
競
爭
制
度
の
交
換
經
濟
組
織
の
将
內
で
活
動
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
.と
れ
は
經
濟
學
の
.理
論
时
前
提
で
あ
る
0§
.

之
に
對
し

自

皇

義

濟

時

代U

於
けK

M

圏

®

濟Q

目
的
は
、
賢

此

課

I

的
蓮
に
照
應
す

f 
?

如
く
、
各

人

の

霊

蹵

手

段

を
可
及
的
i

に
爲
し
以
て
；其
經
濟
的
福
祉
のj

般
的
向
上
を
計
る
こ
と
に
.

在
..

つ
た
.の
で
.あ
るo

'
.

§
タ
現
代
の
偉
大
な
る
S
盡
義
經
濟
.學
者
グ
ス
タ
プ•

力
..ッ
セ
ル
は
自
由
競
帶
制
度
の
社
會
.と
い
.ふ
理
論
的
前
提
を
排
斥
し
て
交
換
饔
社 

龆
濟
の
政
治
化
. 

.

.
三
，三

.

.
(
I
M
S

 i
r

 

、



'
經
濟
の
政
治
化
. 

_
 

(

u

-

i)
愈
の
现
象
を
説
明
せ
ん
と
試
み
た
。
が
併
し
他
方
に
於
て
、彼
は
賢
經
濟
S

對
目
的
と
V.
て
，費
用
の
原
則」

.の
實
現
を
期
す
る
と
說
い
た
。
 

.蓋
し
i

則
は
•，現
存
の
醫
と
一
致
せ
る
生
產
と
消
費
の
最
も
經
濟
的
な
指
導
を
保
.證
.す
る
.も
の
，
あ
る
丄
か
ら
で
あ
る
。
之
が
爲
め
•
彼
の
、

'

.

經
濟
學
の
敍
述
は
目
I

的
、
規
臌
的
表
f

終
始
し
て
居
る
。
.此
費
經
濟
的
目
的
を
實
現
す
る
爲
に
は
如
何
な
る
經
濟
紐
織
が
必
要
で
あ 

，る
か
を
彼
は
積
極
的
に
論
匕
な
い
が
、
彼
が
其
前
提
と
す
る
事
を
嫌
っ
た
畠
競
爭
制
度
こ
そ
當
の
必
要
手
段
で
あ
る
こ
と
は
、
嘗
て
響
の 

護

■し
た
所
で
あ
る
。(
三
田
學
會
馨
第
二
千
五
卷
麗
讓
參
照)

,

.

:

:
货
っ
て
今
若
し
完
全
な
る
自
由
競
爭
を
前
提
と
す
る
理
論
的
理
想
型
の
社
會
に
於
て
、他
の
如
何
な
る
假
設
の
下
に
於
け
る
.ょ
り
も 

.1

層
多
-̂Q
_

置

S

S

得
が
續
け
ら
れ
、
各
A
Q

經

篇

麗

§

進
に
資
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
明
に
せ
ら
れ
る
な
ら
は 

ぉ
、肩
り
に
於
て
.

r

斯
く
あ
る」

と
い
ふ
說
明
を
ば
、
直
ち
に「

斯
く
あ
る
ベ
'し」

と
い
ふ
要
求
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
で
あ
る
。
即 

ち
S

合
に
於
て
は
、「

存
在」

の
說
明
は
同
時
に「
當
爲」

の
要
求
と
：一
致
す
る
の
で
あ
る
か
ら
*
響
の
說
明
は
必
然
的
に
公
々
然 

と
後
者
の
假
面
を
被
つ
て
居
る
こ
と
に
爲
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
之
を
以
て
方
法
論
的
誤
謬
と
は
勿
論
言
ひ
得
な
い
し
更
に
又
方
法 

論
上
の
偽
職
で
あ
る
と
も
斷
定
し
難
い
で
あ
ら
ラ
O
'M
に
他
の
例
を
あ
ぐ
れ
ば
、今
假
に
一
方
に
於
て
、或
前
提
の
下
に
自
由
貿
易
政
策. 

菌
富
の
增
進
に
役
立
っ
と
い4

理
論
的
說
明
が
正
し
い
と
し
、
他
方
に
於
て
國
富
の
、

進
は
最
も
望
ま
し
き
經
管
的
で
あ
る
と
い 

ふ「

蓴爲
！.

の
要
求
？i

—*
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
上
の
理
論
的
霸
は
、.
縦
令
其
論
理
的
過
程
の
中
に
も
猫
論
の
上
に
も 

「

當
爲j

の
.命
題
を
生
み
出
さ
な
く
て
，も
•
之
も
生
み
出
し
た
と
同
じ
結
論
に
.爲
る
で
あ
ら
ぅ
。 

'
 

,

併
し
、
結
局「

同
じ
結
論
に
爲
るJ

と
し
て
も
、
理
論
的
說
明
は
飽
く
ま
で
理
論
的
說
明
で
あ
っ
て
、
何
等
其
間
に
惡
意
叉
は
善
意
の 

方
法
論
的
過
：誤
.が
あ
る
_
で
は
な
い
.

•

而
し
て「

存
在」

と「

當
答
の

^ '
樣
な
一
'致
が
あ
る
^
き
に
も
、
南
者
を
ば
別
々
の
論
理
的
世
界

•■
•
に
f

し
て
取
扱
ふ
M

l

f

で
s

f
 
S

く
、
大
I

要
で
奪
の

.で
あ
る
。
.何
故
か
と
い
へ
ば
.、「
存
在」

の
法
則
は
、
.梵 

前
提
と
し
I

f

れ
た
條
件
が
S

ら

れ

る

限

り

孝

蓄

畜

所

の

必

然

的

S

性
を
備
.へ
た
法
則
で
あ
る
に
對
し
、「

當
爲」

の 

法
印
は
其
前
提

.と
し
て
定
め
.管

的

」

が
認
め
ら
れ
る
限
り
に
於
て
.餐

I

規
範
的
法
則
で
あ

る
。

而
し
て
f

の

篇

は
、

0 

其
要
請
力
前
者
の
法
則
に
於
て
演
繹
さ
れ
た
結
論
と
.一

致
す
る
腺
り
に
.於
て
、
實
際
に
通
用
す
梟
當
性
を
備
へ
る
と
と
に
.爲
る
の 

で

あ

る

A
る
に
社
會
私
學
ク
ぎ
域
に
於
て
.
.二
つ
の
，法
則
'の
間
に
於
け
る
、
斯
く
の
如
き
.}致
が
常
に
在
る
と
は
言
へ
な
い
の
で 

1
る
。
..上
つ
の
社
會
に
於
て
策
則
と
し
て
實
現
せ
ら
る
、
.一
定
の
法
則
が
、
そ
の
f

、
i

s

む
所
の
法
則
と
な
る
こ
.と
は

.、
目 

的
論
的
|

て
最
も
望
ま
し
S

と
に
相
違
な
い
。「

亦

斷

か

蟊

f

下
に
於
て

f

然
し
現
實
は
.
$
し
I

う
で
な
いC

第

一.

に
.理
論

的

蓋

.は
、
'
 
其
社
會
的
組
織
の
變
化
に
從
つ
て
之
を
變
へ
.な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
o
'袭 

し
そ
う
，

J

な
け
れ
は
.
變
化
し
た
社
會
に
於
け
る

諸

S

現
象
e
•說

朋
ず
f

と
が
.困
難
に
な

る

.
で

あI

O

從
つ

て
.理
論
的
前
提
を 

ち
力
ぇ
る
と
す
れ
は
蒙1

理
が
結
論
名

亦

翁

相

j違
し
て
く
る

で
あ

-ら

う
o
之
に
對
し
て
、
今
古
き
理
論
的
必
然
法
則
の
衣
.を
被
つ 

灰
規
範
：

&X

法
則
が
、
I

然
的
養
胜
を
新
し
き
社
會
に
對
し
.て
要
求
す
f

す
れ
ば
■、
轰

は

明

か

織

り

でt

?
時

代

錯

誤
^
 

な
る
で
あ
I

之

を

例

す

I

ら

ば

I

あ

る

。
今
、
_

 

各
人
の
任
意 

な
.營
和
行
震
ガ

.^
大
の
.經
濟
福
祉
め

P
得
を
可
能
な
ら
し
.め
る
と

い
ふ
法
則
が
明
か
.に
せ
ら
れ
た
と
す
れ
.ば
、
各
人
の

經
濟
的

福

融
 

め
I

を
目
指
す
用
の
經
濟
政
策
は
，'各
人
の
任
意
の
營
利
行
爲
を
推
稱
す
る
で
.
1
う
し
、
露

る
で
あ
ら
う
力
然
し
.
今
完
全
身
自
由
競
爭
と
_い
ふ
爾
提
.が
全
く
通
用
し
^
く
..な
つ
た
社
會
に
於
て
、
任
意
の
.營
利
的
行
勁
の
無 

.

艇
辨
ブ
政
サ
吼
：. '

'

:

へ
.
.
.,.
'

.

:

.

へ

;

w
l
f 

a
l
i
i
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經
濟 
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治
化 

'
 

v

'

v

.

へ

•

S

ハ

..va
 

ニ 
i

) 

條
件
的
液
認
を
要
求
す
る
所
の
經
濟
政
策
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
然
か
i
猶
ほ'V..

絕
對
的
妥
當
性
の
理
由
を
以
て
他
の
經
濟
政
策
の
採
用
.
 

を
排
斥
す
+る
と
す
れ
ば
ゝ
之
ほ
ど
間
違
つ
た
夕
之
ほ
ど
時
代
錯
誤
の
說
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

更
に
又
第1

1

に
、「
經
濟
目
的
1_
_な
る
も
の
.は
..
社
會
組
織
の
變
化
と
共
に
變
っ
.て
來
る
の
で
、あ
っ
て
、
其
木
質
に
於
て
主
觀
的
な
も 

.
の
で
あ
る
。

一

定
の
時
代
、一
定
の
環
境
、
.一
定
の
文
化
程
度
の
下
に
於
.て
"'.
'
ー
 

般
的
に
普
く
妥
當
性
を
承
認
さ
れ
：る
所
の
經
濟
目
的 

.は
必
.ず
し
も
無
い
わ
け
，で
は
な
い
が
、
併
し
そ
れ
は
縱
令
ひ
如
何
に
實
證
的
に
選
擇
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
主
観
的
性
質
を
免
か
れ 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
へ
ば
、
各
人
の
經
濟
的
福
祉
の
增
進
と
い
ふ
こ
と
で
も
從
來
肌
く一

般
に
當
然
の
事
の
橼
に
承
認
さ
れ
て
居
.
i 

っ
た
經
濟
上
の
目
的
で
あ
ら
ぅ
が
、

V —

—
尙
此
黯
に
就
て
.は
後
に
詳
論
す
る_

_

現

-f
t
に
於
て
思
想
界
の「

般

o
風
潮
は
之
を
以
て 

普
遍
性
の
あ
る
究
極
の
目
的
と
は
認
め
な
い
'.ょ
ぅ
で
.あ
る
0
斯
樣
な
主
觀
的
尨
法
则
を
ば
、

一
定
前
提
の
下
に
普
遍
的
妥
當
性
を
有
す 

.
る
論
驵
法
則
と
同1

視
す
る
.と
と
は
之
亦
大
い
な
る
實
際
上
の
'危
險
を
含
む
も
の
で
あ
る
0
故
に
か
、
る
目
的
論
的
法
則
と
普
遍
的
理 

論
法
則
と
を
常
に
»
密

に
^:
別

す

るこ
と
.
.は
、
縱
令
ひ
實
質
上
に
其
區
別
が
無
意
昧
な
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
頗
る
緊
要
の
こ
と
で 

.
あ
る
。

J

一
 
社
會
に
於
て
指
墙
的
な
る
經
濟
目
的
は
、
若
し
そ
れ
が
S

さ
れ
る
：と
す
れ
ば
、：

多
く
其
极
底
に
橫
た
は
る
社
會
機
構
に
も
_
 

變
更
の
I

時
に
そ
れe

影
f

受
け
て
變
f

れ
？

と
が
多
い
.の
で
I

。
例
へ
ば
、
自
由
競
#
制
度
Q
f

完
含
行
は
れ
た 

時
代
に
は
、
此
制
度
に
赞
成
す
る
が
如
き
規
範
的
原
則
が
其
社
會
の
指
導
考
に
ょ
っ
て
採
用
さ
れ
>
 

又
當
該
制
度
が
不
完
全
に
な
っ
て 

顶
論
の
ft
會
的
前
提
が
異
つ
て
く
る
と
、
之
に
應
じ
て
經
濟
上
<7
目
的
に
も
變
牝
が
生
じ
て
來
る
傾
^
ぁ
る
の
で
ぁ
る
。
然
り
と
す
れ

.ぱ
そ
の
新
に
變
M
し
た
社
#
に
於
て
は
、
新
し
い「

理
論」

と
.

「

政
策」

と
，が
實
質
的
に
一
致
す
る
が
如
き
«
を
呈
し
て
來
る
の
で
あ
る
。.

併
し
そ
ぅ
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
理
論
的
.法
則
と
規
範
的
法
則
と
の
混
同
を
承
認
し
て
は
杈
ら
な
い
。
蓋
し
.理
論
的
法 

則
に
在
っ
て
は
單
に
變
化
す
る
所
の
社
#
的
前
提
を
條
件
と
す
る
許
り
で
な
く
、
不
變
の
自
然
法
則
的
な
前
提
も
亦
前
者
の
前
提
と
懸

合
し
り
、
、
當
該
社
會
の
理
想
型
の
條
件
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
事
は
.即
ち
規
範
的
法
則
が
-
如
何
に
®
論
的
法

:

-

則
の
假
面
を
身
に
玀
っ
て
も
、
M
底
ま
で
之
と
合
一
し
得
な
い
限
度
が
あ
る
と
い
.ふ
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。.

'
而
し
て
現
代
は
實
に
、
社
會
的
前
提
も
將
た
又
經
濟
上
の
目
的
も
變
り
.っ
\
あ
る
所
の
過
渡
期
'に
在
る
の
で
あ
る
。
從
來
の
自
由
競 

爭
制
度
と
い
ふ
も
の
が
全
く
不
具
に
な
ク
て
.
計
畫
的
統
制
的
な
組
織
へ
と
變
り
っ
ゝ
あ
る
時
期
で
あ
る
。
同
時
に
又
、
各
人
の
福
祉 

增
進
と
い
ふ
こ
七
も
必
し
も
支
配
的
な
經
濟
目
的
で
は
な
く
な
っH

來
て
居
.る
の
で
あ
る
。
我
國
に
於
て
、「

經
濟
の
政
治
化j

と

，

い
ひ 

「

新
體
制
の
經
濟
し
と
い
ふ
種
類
の
言
葉
が
頻
り
に
使
用
さ
れ
る
の
も
貪
に
此
過
渡
期
の
現
象
に
外
な
ら
な
い
。
此
現
象
は
獨
り
我
國
の 

み
で
は
な
，

S
、

ド
ィ
ッ
や
ィ
タ
リ
ー
を
初
め
と
し
て
英
米
の
諸
國
に
も
見
ら
る
i
所
の
も
め
で
あ
る
。
尤
も
獨•

伊
の
•樣
に
前
年
の
大 

職
に
依
っ
て
經
濟
的H

失
を
蒙
る
こ
と
多
く
’
其
打
擊Q

•激
し
か
.っ
義
ゃ
又
現
在Q

日
本Q

檨
に
支
那
事

霍

ら

多
大
S

濟
的
打，

鼙
を
受
け
た
國
に
於
.て
，は
、
1
の
變
化
が
特
に
明
瞭
に
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
®
斯
か
る
轉
換
期
に
於
て
は
、「

存
在」

と「

當
爲」

と

■ 

-
 
-
 

-
 

:
 

.
 

/ 

■

の
間
に
ト
：述
せ
る
如
き
合
致
し
た
關
係
が
な
く
.
兩
荠
の
間
に
喰
ひ
違
ひ
が
あ
る
0
爲
に
經
濟
學
は
、
新
な
る
支
配
的
！

S

的
に
合
致
す
I
 

る
樣
耍
求
さ
れ
る
傾
向
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
入

^
の
新
し
い
希
望
ば
、
現
に
在
る
機
構
を
說
明
す
べ
き
經
濟
學
を
し 

て
、
年
；ず
べ
き
新
し
い
機
構
の
說
明
の
爲
に
資
せ
し
め
ん
と
す
る
危
險
な
傾
向
を
產
む
の
.で
.あ
る
0
經
濟
學
の
政
治
化
と
は
11
£
に
、比
間 

ン
鸫
濟
の
政
治
化 

三

七

' 

a
l
l
s

五
V
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の
事
情
を
指
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。 

.

-

.

ィ
ー
ス
タ
ン
プ
ー
ル
の
大
學
敎
授
ノ
ィ
マ
ル
ク
は「

經
濟
政
策
の
新
し
き
觀
念
塑
慮」

と
題
す
る
箸
#
の
中
で
、
現
代
の
新
し
き
經
濟 

政
策
上
の
努
力
が
、一
■.方
に
於
て
社
會
的
倫
理
的
•
他
方
に
於
て
國
民
的
政
治
的
な
方
向
を
目
指
し
て
居
る
こ
と
を
指
摘
し
て
日
ぐ
、

.r

猶
ほ
又
、
經
濟
政
策
の
新
方
針
に
.基
い
て
實
際
の
み
な
ら
ず
理
論
も
亦
明
か
に
之
が
影
響
を
受
け
て
居
る
。
社
會
生
活
のr

純
經 

濟
的」

領
域
の
み
を
認
識
し
•ょ
ぅ
と
す
る
こ
と
が
反
抗
に
遭
ふ
と
丁
度
同
じ
様
に
、
今
日
で
は
所
謂
る「

純
粹
經
濟
學」

が
益
々
强
く 
• 

:'
拒
絕
さ
れ
.て
.居
る
。
然
か
も
其
拒
絕
た
る
や
、
倫
理
的
な
經
濟
學
の
爲
か
、
或
は「

國
民
的」

經
濟
學
の
，爲
か
、
或
は
又
兩
觀
察
法
を 

結
合
せ
るr

具
象
的」

な
經
濟
學
の
爲
な
の
.で
あ
る
。

'

,
斯
く
し
て
實
際
の
.經
濟
政
策
上
の
出
來
事
に
合
致
し
て
、
菩
が
經
濟
學
.の
發
展
は.

1

種

の「

_
_

學
以
上
の
經
濟
學」

9

^

?

:

C:
k
p
n
0
8
i
k

)

tc
向
ふ
所
の
螫
を
開
い
て
居
る
の
で
あ
る
,0
斯
く
の
如
き「

經
濟
學
以
上
の
經
濟
學」

が
一
體
全
.體
可
能
で
あ
る
か
’又
可
.
 

能
と
す
れ
ば
そ
れ
は
如
何
に
し
て
^
あ
る
か
を
硏
究
す
る
こ
と
は
、
別
®-
の
論
究
に
之
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ」

(

註)

と
。

(

©
 N

e
i
a
r
k
,
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理
論
經
濟
擧
が
斯
様
に
政
治
化
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
併
し
方
法
論
的
に
見
て
大
な
誤
り
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ノ
ィ
マ
ル 

ク
は
後
の
論
究
に
.待
'つ
と
い
つ
.て
、
此
.問
題
を
同
書
中
に
取
上
げ
て
居
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
正
し
.く
經

濟

學

の

危

機

と

も
：：S

ふ
べ
き
も
の 

.で
あ
る
？
彼
は
、
其
序
文
の
中
で
其
危
險
を
ば
暗
示
的
に
次
の
様
.に
言
つ
て
居
る
。

.
「

經
濟
以
上
の
經
濟」

(Meta-

o:k
o
g
m
i
k
)

叉
は
：'經
濟
學
以
上
の
經
濟
學
t (Meta-
c:kcnonik

〕

に
问
つ
て
新
し
く
進
む
こ
と
は

結
局
に
於
て
、
屢
々
主
張
さ
れ
た
る
，r
M濟
の
支
配j

と
い
ふ
.こ
と
'の
代
り
に
、
倫
理
上
及
び
政
治
上
の
理
想
の
下
に
之
を
敷
く
こ
と

•.
 

:, 

-
 

-
 
-
 
-
 

•

:を
意
味
し
、
同
時
に
經
濟
理
論
に
取
っ
て
は
其
科
學
的
自
主
權
の
放
棄
を
意
味
す
る
で
I

ぅ
。
斯
く
の
如
き
^

'
的」

，議
論
で
'以
て
批
判
す
る
こ
と
は
‘ 

■
經
濟
學
者
の
任
務
'で
は
な
い
。
が
併
し
そ
れ
ょ
り
如
何
な
る
結
果
が
生
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
か
、

ハ
.
- 

-
■

.
又
經
濟
め
過
激
な「

道
德
化
.

1

と「

政
治
化」

と
の
經
濟
的
限
界
は
何
處
に
在
.る
か
を
確
め
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ら
ぅ
。
蓋

し「
行
過 

ぎ」

0
危
險
は
旣
に
今
日
存
在
.し
て
居
り
*
猶
ほ
日
々
に
增
大
し
づ
V
あ
る
.檬
に
見
受
け
ら
れ
：る
か
ら
で
あ
る」

S
,

〕

0.
と
.

.

ノ

■(

驻〕
.Neumark

•
前
揭
書
第
四
頁
.

' 

• 

t

 

.正
に
過
渡
期
の
現
象
と
し
て
、
經
濟
の
政
治
化
は
，
同
時
：に
經
濟
學
の
政
治
化
を
惹
趄
じ
つ
V
あ
る
0;'前
に
觸
れ
た
現
代
獨
逸
經
濟 

學
界
の
方
法
論
々
爭
も
亦
之
に
端
を
發
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
^
は
丁
度
*
て

重

商

主

義

か

，ら

自

由

主

義

へ

の

轉

換

期

に

於

で

.'國

家 

干
渉
の
原
則
か
ら
國
家
不
千
涉
へ
の
原
則
の
確
立
期
に
當
づ
て

フ

ィ

ジ

.オ

ク

I

ア

ト

，
や
ス
ミ
ス
の
經
濟
學
嘭
著

し

く

政
洽
的
色
彩
を
帶 

び
て
居
つ
た
の
と
同
樣
.で
あ
る
。
併
し
や
が
て
古
き
經
濟
の
型
が
新
1>
.い
原
則
に
鑄
換
べ
ら
れ
.て
、
'實
質
的
な
構
造
變
化
を
完
成
せ
る

時
に
は
、
旣
に
表
面
的
に
は
經
濟
學
の
政
治
化
は
影
を
沒
し
た
許
t
で
ば
な
い
、
政
治
化
そ
れ
自
體
が
旣
に
方
法
論
上
の
誤
謬
.と
し
て

.
 

.

指
摘
せ
ら
れ
る
I

っ
た
の
I

る
。
f

す
れ
ば
'
經
濟
の
政
治
I

R
了
す
る
時
、經
濟
I

政
治
化
は
不
要
に
I

の
で
I

。 

而
し
て
此
事
は
今
日
の
場
合
に
も
當
て
嵌
る
：で
あ
ら
5'

，
經
濟
構
造
0
1變
化
が
現
實
に
內
坐
的
.に
起
り
つ
、
、
そ
れ
に
應
じ
て
新
し
き 

指
導
原
則
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
次
第
に
其
形
式
を
具
體
化
し
つ
V
あ
る
最
中
に
は
、
.經
濟
の
政
治
化
と
從
つ
て
又
經
濟
學
の
政
治
化
が
.

觀
取
さ
れ
る
の
セ
あ
る
が
•
や
が
て
他
日
現
代
の
未
整
•頓
の
統
制
經
濟的

！！

造
が
全
體
的
に
、
.
.銃一

的
に
整
備
し
、
新
し
い
指
導
源
則

.

.

- 

.

'

.

.

.

、
_
. 

.

. 

■ 

* 

.

:
:經
濟
の-

政

治

化

.■ 

;

笠

九

.

o
n

m
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.

の
確
立
す
る
時
，
經
濟
.の
政
治
化
は
完
了
し
、
輕
濟
學
の
.政
治
化
は
不
必
要
.と
な
ら
ぅ
«
.唯
‘々
此
場
合
注
意
す
べ
き
は
、
今
日
の
場
合 

は
前
の
場
合
の
章
に
、
.i

家
作
爲
の
原
Mi
l
か
ら
.不
作
爲
の
：原
則
に
移
つ
た
の
.と
は
正
反
對
に
、
禅
び
不
作
爲
の
.原
則
か
ら
作
爲
の
原
則
、
 

へ
'戾

ら

ぅ

と

し

て

居

る

の

.だ
と
い
ふ
こ
と
•で
あ
る
。
從
っ
て
新
し
き
經
濟
學
は
、
之
±-
で
の
如
.く
に
國
家
を
ー
っ
の
甚
礎
條
件
と
し
て 

柚
象
し
て
し
ま
ふ
，も
の
で
な
く
、
,生
け
る
經
濟
を
動
か
す
，一

っ
の
指
導
的
力
と
し
て
國
家
の
.働
き
を
眼
目
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
而
し
て

此
事
は
認
識
の
對
象
钇
し
て
、
目
•的
論
的
世
界
に
在
る
.と
：い
ふ
事
實
を
通
匕
て
同
時
に
方
法
論
的
に
が
目
的
論
を
採
用
せ
し
め
ん
と
す

.. 

-
k

る
誤
解
を
生
ま
せ
る
危
險
を
含
む
の
で
あ
る
。
が
併
し
之
は
充
分
注
意
し
て
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
認
識
對
象
■と
し
て
の
目
的
論
的
存
在 

.

と
、
認
識
方
法
と
し
て
の
目
的
論
的
觀
察
と
は
嚴
重
に
區
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

■ 

k

ン
個
人
主
義
と
全
體
主
義
..:,

,

,

さ
て
そ
れ
で
は
現
代
に
於
て
如
何
に
經
濟
學
の
出
發
點
が
變
化
し
、
政
治
の
優
越
が
ど
ん
な
具
體
的
な
形
を
と
っ
て
現
れ
て
來
て
居 

る
か
•
而
し
て
、
ノ
ィ
：マ
ル
ク
の
い
は
ゆ
る「

行
過
ぎ」

の
危
險
は
ど
と
に
あ
る
の
で
あ
ら
ぅ
か
。

現
今
に
至
る
ま
で
、
經
濟
學
の
說
明
が
同
時
に
經
濟
政
策
の
根
本
去
.針
を
是
認
す
る
を
得
た
る
根
本
的
な
理
由
は
、
吾
人
の
見
る
所 

に
據
れ
ば
現
今
の
經
濟
的
社
會
の
組
織
の
原
則
と
經
濟
政
策
の
拫
本
原
則
と
が
共
通
で
あ
っ
た
こ

と

に
在
る
。
そ
れ
は
何
で
あ
る
か
。 

そ
れ
は
即
ち
闸
人
主
義
の
原
則
に
外
な
ら
な
い
。
個
人
主
義
と
は
全
體
主
_
に
對
立
す
る
原
則
で
あ
っ
て
、個
人
を
最
高
の
目
的
と
見
、
 

ニ
资
の
社
會
的
機
樺
は
之
を
此
目
的
に
從
鳳
す
る
$

と
見
る
主
義
.で
あ
る
。
之
に
對
し
全
體
主
義
の
原
則
は
，
或
社
會
的
な
る
全
體 

を
ば
最
高
の
目
的
と
な
し
、
.側
人
は
之
を
此
目
的
に
從
屬
す
る
存
在
と
看
る
主
義
で
あ
る
.

'

.

.

.

嘗
て
デ
ィ
！
ソ
文
ル
は
.
.廉
會
科
學
の
領
域
に
.於
て
ニ
っ
の
永
遠
に
柑
反
し
*..相
爭
ふ
所
の
當
爲
の
規
範
的
原
則
が
對
立
し
て
居
る 

と
說
い
た
。
個
人
的
原
則
及
び
社
會
的
原
則
之
で
.あ
る(

課)

。
. '

「

個
人
的
原
則
は
個
人
を
以
て
自
己
目
的
と
謠
す
も
の
で
^—

家
跑
*
 

紐
合
.
國
家
、
國
家
園
體
等
1

の
社
會
的
.全
.體
は
、
個
人
の
意
思
に
依
り
、
個
人
の
爲
に
の
み
生
じ
、
存
續
し
且
っ
變
更
せ
ら
れ
る 

所
の
も
の
で
あ
る
..
0
社
會
的
原
則
は
論
理
.上
個
人
的
原
則
の
正
反
對
.た
る
倫
理
的
根
本
規
範
で
あ
っ
て
、
個
人
は
、
其
自
己
目
的
た
る 

べ
き
社
會
的
全
體
の
.手
段
又
は
機
關
と
せ
•ら
れ
る
“
之
は
吾
人
が
上
に
述
べ
た
個
人
主
義
と
全
體
主
義
の
區
別
に
相
應
す
る
も
の
に
外 

な
ら
ぬ
o 

■
:

.

 

‘

.

-

■

■

■
 

.
 

,
 

.

.

.

.
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'七
頁
、
及
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H
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d
w
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第
三
•四
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の

slndMdualismus

デ
.の
孭
參
照
。
猶
ほ
、
君
人
が
こ
こ
に
言
ふ
金
體
.生
儀
と
は
必
ず
し
も
今
日
流
行
せ
る
獨
逸
や
伊
太
利
の
政
治
思
想
の
み

を
い
ふ
の
で
な
く
、
廣
く
普
遍
主
又
は
時
に
ー
部
の
社
會
主
義
或
ば
_
家
主
義
の
思
想
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

•

——

：

，.
：

 

■ 

.

.

.

.

.

.

■全
.體
主
義
と
個
人
主
義
と
の
此
ニ
っ
の
原
則
は
.

>
1
K

は
タ
公
理
又
は
根
本
的
世
界
觀
と
も
い
ふ
べ
く
、

一
切
の
理

論

的

批
刺
の
^

力 

に
.あ
る
も
.の
で
あ
つ
：て
、
人
.が
侗
人
的
原
則
に
よ
る
べ
き
か
將
た
或
は
社
會
的
原
册
に
據
る
べ
き
.か
は
、
之
を
合
理
的
に
f
定
す
る
こ 

と
：が
で
き
な
い
。
即
ち「

吾
人
が
或
‘は
個
人
主
義
者(

個
人
，
的

原

則

に

據

る

者

一
-

筆
者
註)

と
な
り
或
は
反
個
人
主
義
者(

.社
會
的
原
則 

に
據
る
者——

筆
者
註)

.と
な
る
の
は
、
：
丁
鹿
吾
々
.が
有
神
論
郛
又
は
無
神
論
諸
と
な
る
の
が
神
の
存
在
を
或
は
證
明
じ
或
は
,
明
す 

る
こ
.と
が
.で
き
..な.い
か
ら
.で
杈

く

て

、
.
吾̂が
或
は
神
を
信
じ
、
'或
は
之
を
信
じ
よ
ぅ
と
：し
な
い
か
ら
.で
あ
る
め
.と
同
樣
で
あ
る
.
.即- 

ち
菩
タ
の「

實
踐
理
性
が
何
れ
か
，1
方
に
決
定
す
る
の
で
あ
る」

(

託
>と
い
ふ
デ
ィ
1
ッ

JC
.
ル
の
譬
喻
は
巧
み
で
あ
る
。

■

.

.

.
■ 

 ̂

 ̂
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'

此
ニ
つ
.の
棵
本
的
世
界
觀
は
、
現
代
に
於
て
相
對
立
しV

届
る
許
り
で
な
く
、
歷
史
的
に
も
常
に
相
爭
つ
て
來
て
居
る
。
而
し
て
此 

對
立
は
麗
々
個
人
對
國
家
の
#'
ひQ.

形
を
以
て
現
れ
る
。
併
し
.國
家
と
い
ふ
の
は
必
し
も
芷
確
で
は
な
い
。
對
立
は
、
生
活
す
る
短
い 

間
の
個
人
と
* 

.
常
に
交
替
す
る
多
數
の
個
人
よ
り
成
る
所
.の
永
續
的
生
命
を
持
つ
社
會
的
全
體
と
の
間
、
具
體
的
な
る
人
間
と
、
永
い 

生
命
の
中
に
最
高
の
自
己
完
成
を
見
る
所
の
、
•種
と
し
て
の
抽
象
的
■友
人
間
の
理
念
と
の
間
に
在
る
の
で
あ
る
。
個
人
を
ば
國
家
に
從 

.屬
し
.、
或
國
家
目
的
に
献
身
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
國
家
主
義
は
、
如
上
.の
意
味
に
解
し
た
全
體
主
義
.の
一
つ
の
.型
と
見
る
べ
き
で
あ 

るo.

.
 

'具
體
的
.に
各
®
人
が
自
ら
を
最
高
目
的
と
考
へ
る
個
人
主
義
の
偷
理
觀
は
、
現
代
の
個
人
主
義
的
世
界
に
生
活
す
る
人
々
に
は
、一 

見
合
理
的
に
理
解
し
易
い
。
'各
人
.が
そ
れ
ぐ
自
己
の
爲
に
^
1|
1.し
、

自
己
の
爲
に
坐
活
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
自
明
の
事
柄
の
様
で
あ

る
d
.が
.昨
し
一
度
び
眼
を
移
し
て
、】

國
家
を
形
成
す
る
一
員
と
し
て
の
自
分
を
反
镇
す
る
時
、

一
民
族
.の
一
人
と
し
.て
の
自
分
を
顧

\ 

.

.

.

.
*
-

る
時
、
■或
は
又
全
人
類
の
形
成
す
る
大
き
な
社
會
の
枠
内
に
唭
一
.：細
胞
の
如
く
生
活
す
る
自
己
を
發
見
す
る
時
、
.果
し
て
自
己
が
最
高 

目
的
で
國
家
t

.

民
族
p
tf
c
會
は
：そ
れ
に
利
用
す
べ
き
手
段
で
あ
ら
ぅ
か
、
そ
れ
と
も
其
反
對
に
、
各
人
は
國
家
の’r

員
と
し
て
、
民
族
の 

1

人
と
し
て
、
'社
會
：の
二
細
胞
と
：し
て
、
之
の
發
展
に
盡
す
べ
き
で
あ
ら
.ぅ
か
。
個
人
主
義
の
原
則
は
"
正
に
デ
ィ
ー
ッ

*
ル
の
い
ふ

通
り
、
.

.

「

陣
康
な
る
人
.間

£0
'
悟
性」

に
.取
つ
て
は
、
そ
の
.ま
、
明
铒
に
理
解
せ
ら
.れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
全
體
主
義
と
同
樣
'に
一
つ

の

• 

- 

: 

•

公
理
的
規
範
た
る
こ
と
に
變
り
ば
な
い
の
で
あ
る
。
.

.

难
後
者
は
>

 

個
人
.々
々
の
上
に
、
或
る
先
驗
的
な
人
類
の
理
念
、
.或
る
杣
象
的
な

社
會
的
全
.體
と
し
て
の
債
値
を
人K

の
實
現
す
ベ
き
目
的
と
し
て
前
提
と
す
る
の
セ
あ
る
が
‘、
後
#.
に
は
.斯
く
の
如
き
前
提
が
な
ハ
の 

で
あ
る
o
併
し
な
が
ら
、
斯
か
る
超
個
人
的
目
的
が
無
い
.と
い
ふ
、こ
と
は
、
.そ
れ
が
在
る
と
い
ふ
こ
と
、
.同
樣
に
|̂
理
的
推
究
の
輅
圍
‘
 

外
に
在
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
客
觀
的
證
明
は
+
可
能
と
い
ふ
ょ
り
外
は
な
い
。.

B.

ベ
ル
ト
•
リ
ー
フ
マ
ン
は
經
濟
を
徹
底
的
に
個
人
主
義
的
に
理
解
し
た
點
で
特
徵
を
持
っ
て
居
る
が
、
其
論
匕
日
は
次
の
甭
り
で
あ 

る

。 

;
•
 

•
 

.

「

經
濟Q

本
質
藍
に
個
人
的
目
的
奢

_

蹵

.の
追
求
に
在
る
。
而
し
て
s
i
Q

職
<
s

、
楚
百
華
來
常
に
表
示
さ 

れ
て
f

如
く 
•
皇

一

身
の
欲
望
滿
足
に
役
立
っ
個
人
的
行
爲
か
ら
交
换
經
濟
的
現
象
を
說
明
す
，る
こ
と
に
在
る」

「

人
は
亦
此
場 

.合C

交
換
經
濟
現
象
の
說
明一

一

筆
#〕

に
於
て
も
あ
ら
.ゆ
る
科
學
に
於
け
る
と
同
樣
に
因
艰
關
係
を
探
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て

從
來
の
理
論
が
謂
は
晶
意
識
に
自
己
の
住
務
と
考
へ
.て
居
っ
'た
如
く
*
交
換
現
象
を
ば
各
個
人
の
經
濟
的
行
爲
と
考
量
と
に
溯
っ

- 

• 

. 

- 

-

て
之
を
討
究
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
.あ
ら
ゆ
る
現
象
に
動
力
を
與
ペ
る
所
の
此
等
の
行
爲
や
考
量
を
顧
慮
せ
ず
し
て
は
、
交
易 

の
機
構
は
何
と
し
て
も
說
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
社
會
：

§

要
素
に
基
づ
く
所
の
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
價
格
の 

形
成
は
個
人
主
義
.的
に
說
明
す
べ
き
で
.あ
$
、
欲
望
に
.還
元
す
べ
き
で
あ
る」

、「

あ
ら
ゆ
る
方
法
論
か
ら
離
れ
て
見
て
も
、
金
世
界
が 

經
濟
現
象
と
し
.て
，
將
た
又
經
濟
問
題
と
し
て
認
め
.る
所
び
も
の
は
、
'個
人
的
經
濟
單
位
と
其
行
爲
並
び
に
考
量
の
認
識
を
義
と 

し
'て
の
み
ょ
く
說
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
次
第
は
、
.單
純
な
人
間
の
理
性
か
ら
見
：て
も
明
々
自
々
な
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
 

交
換
•の
あ
ら
.ゆ
る
現
象
は
縱
令
ひ
值
格
形
成
の
如
く
最
も
複
雜
な
る
も
の
.で
も
-
將
•た
或
は
經
濟
的
職
分
を
果
す
所
の
貨
幣
の
如
き 

經
濟
の
谀
铪
处 

四
三
.
.

(1111
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.
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と
は
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自
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の
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あ
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あ
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九
頁

リ
ー
フ
マ
ン
の
經
濟
學
は
*
新
杏
典
學
派
や
填
太
利
學
派
と
方
法
論
的
性
質
を
同
じV

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
經
濟
理
論
の
個
人
主

■
 

,
 

-
•
. 

.

.

. 

.

.

.

g

的
甚
礎
は
、
上
述
の
引
用
文
の
中
か
ら
ょ
く
觀
取
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
經
濟
問
題
は
總
て
個
人
々
々
の
經
濟
行
爲 

か
ら
れ
み
解
釋
し
ぅ
る
こ
と
を
ば
"「
單
純
な
人
間
の
理
性
か
ら
觀
て
も
明
々
白
々
な
こ
と」

、
考
へ
て
居
る
の
.で
あ
る
。
斯
樣
な
態
度 

は
'蓋
し
.、r

從
來
の
理
論
が
云
_は
ビ
無
意
識
£

想
定
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
古
典
學
派
の
流
れ
も
、
填
太
利
學
派
の
.流
れ
に
屬 

.す
る
人
に
も
皆
共
通
す
る
も
.の
で
あ
_る
。

他
方
リ
ー
フ
マ
ン
は
全
體
主
義
K;
M
し
て
全
然
反
對
し
之
を
否
定
す
る
態
度
£

て
居
る
°
即
ち
白
*<

「

今
日
の
經
濟
秩
序
の
.觀
察
は
如
何
に
し
て
も
個
人
的
經
濟
單
位
か
ら
抽
象
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
自
明
の
理 

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
.今
日
の
此
經
濟
秩
序
は
社
會
的
觀
察
法
を
取
れ
る
人
々
の
勝
手
に
.想
像
せ
る
如
く
、
上
位
に
位
す
る
或
意 

思
に
侬
っ
て
動
か
さ
れ
る
と
か
*
又
は
當
該
經
濟
秩
序
自
體
の
意
思
を
追
求
す
る
と
い
.ふ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る」

「

經
濟
理
論 

に
取
っ
.て
はr

總
臌
的
經
濟』

と
か
、
個
人
が
單
な
る
奉
仕
的
.

1

員
に
過
ぎ
ぬ
所
の『

大
な
る
社
#
的
全
體』

と
い
ふ
も
の
は
な
い
。
:

‘
.唯
、
個
人
的
經
，濟
單
位
と
其
間
の
關
係
と
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
此
個
人
的
經
濟
單
位
が
貨
幣
交
換
の
某
礎
の
上
に
立
っ
て
如

■
 

\̂ 

'

何
に
行
動
す
る
か
を
、
吾
人
は
先
づ
第I

に
認
識
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
が
併
し
之
に
依
つ
、

v

同
時
に『

社
會
的
な
る
經
濟
過
程』

の
基
礎
.

■.が
認
識
せ
ら
れ
る
の
•で
あ
る
。
'交
易
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
個
人
的
經
濟
單
位
が
如
何
に
行
動
す
る
か
、
こ
れ
ご
そ
即
ち
所
謂
る『

社
，

會
的』

經
濟
過
程
に
外
な
ら
ぬ
。JC

註)

.

.
 

:
 

.

.

. 

•

註
V
三
田
學
會
雜
誌
第
二
十
六
卷
十
鰓
拙
稿
參
照
。

リ
ー
フ
マ
ン
の
芷
反
對
に
、
金
體
主
義
の
代
表
的
な
.學
者
と
し
て
吾
入
は
ォ
ト
マ
丨
*
シ
ュ
。ハ
.ン
を
擧
げ
る
に
躊
躇
し
な
い
。
彼
は

徹
底
的
に
個
人
主
義
を
排
斥
し
、
獨
自
の
锊
學
の
上
に
全
體
主
義
的
經
濟
觀
を
築
い
た
"
彼
は
自
己
の
見
解
V」

、ば
、
個
人
主
義
と
對
照

し
て
次
の
樣
に
述
べ
で
居
る
'

 ̂

.

:
,

-
'
'
'

.
 

-
 

•

「

ホ
モ
i

コ
ノ
ミ
ヵ
ス
9

0-
B
0 

o
e
k
o
n
l
i
c
u
s
〕

な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
各
經
濟
單
位
は
.諸
種
目
的
の
總
體

• 

' 

- 

. 

' 

•
'
.

即
ち
甘
：

(

時
代
の
文
化
體
系
の
總
體
に
依
存
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
;0 

.
「

經
濟
の
'全
體
に
冼
立
つ
.て
個
々
人
の
行
爲
な
る
も
ゅ
は
存
在
し
な
い
。
_ 

.

.r

從
つ
て
.又
經
濟
的
原
子
の
如
き
も
の
も
な
く
、
原
子
の
結
合
叉
は
相
瓦
，作
用
が
集
合
的
經
濟
を
生
む
も
の
で
も
な
い
。
、

'「

更
に
又『

目
働
的』

法
則
、
因
果
的
機
械
的
法
則
も
存
在
し
な
い
。
經
濟
の
自
然
法
則
は
存
在
し
な
v>
.
。

」

:.
•
 

之
に
反
し
、「

總
て
經
濟
は
、

一
其
精
神
的
前
提
に
依
り
、
目
的
か
ら
し
て
精
神
的
に
決
宠
さ
れ
、
一
一

手
段
の
構
成
體
と
し
て
、其 

自
體
に
於
て
も
•亦
有
意
義
的
L
鞲
成
的
で
あ
るj

と
な
し
' 
經
濟
が「

社
會
全
體」

に
對
す
る
.部
分
的
垒
體
を
爲
す
も
の
で
あ
る
と
說
く
、 

全
骽
.の
權
成
要
素
た
る
經
濟
單
徵
は
そ
れ
自
體
獮
立
の
.存
在
と
し
て
意
義
を
有
す
る
.の
で
な
•く
、
其
馬
す
る
全
體
の
目
的
に
泰
仕
す
る 

其
合E

的
性
に
意
義
を
持
つ
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
個
人
主
義
は
機
械
的
、
因
果
的
で
あ
る
に
對
し
、
普
遍
主
義
け精

神
的

：：：：

的
論
的
'

經
濟
め
政
治
化
.

： 
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• 

•

.
所
で
、
'今
日Q
經
：濟
組
谶
は
、
個
人
主
義
的
な
機
構
の
上
に
立
っ
て
届
る
こ
と
は
:'
明
か
で
：あ
ら
ぅ
。
然
か
も
そ
れ
は
爱
非
の
論
理 

;

f

f
越
し
て
f

な
っ
て
居
る
の
I

る
。
個
人
義
は
根
本
的

I

と
し
て
採
用
f

れ
、
.全

體
囊
落
則
的
に
否
定 

.せ

.ら
れ
.
.
.
居
る
の
で
あ
.る
:0
而
し
ズ
リ
1
フ
マ
.ン
に
依
っ
て
方
法
論
的
に
特
に
强
く
主
張
せ
ら
れ
た
此
侗
人
主
_
の
解
釋
は
、
從
來
の 

支
配
的
な
理
論
が
、

r

無
意
識
的
に」
又
はr

意
識
的」

に
採
っ
て
^
た
立
場
で
あ
る
。
ょ
く
い
は
れ
る
通
り
'
&
#
的
に
は
十
八
世
紀
以
来 

の
靡
業
革
命
に
始
り
、
思
想
的
に
は
矢
張
り
同
世
紀
末
以
來
の
佛
國
啓
蒙
思
想
に
端
を
發
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
發
展
し
て
來
た
も 

の
は
、
社
會
的g

造
.と
し

て
個
人
ま
_
の
經
濟
組
織
で
あ
り
、
社
會
田
心
潮
と
し

て
個
人
主
義
の
經
濟
思
潮
で
あ
る
の
で
あ
る
。
.そ
れ
故 

に
經
濟
學
の
領
域
に
於
.て
は
、
理
論
ば
個
人
主
義
的
社
會
の
解
剖
に
在
り
、
政
策
は
個
人
主
義
的
目
的
の
育
成
發
展
に
在
っ
た
の
で
あ 

る
。
故
に
政
策
は
癦
に
％
述
べ
た
通
り
、
現
存
經
濟
秩
序
を
維
持
し
、
且
っ
其
批
判
に
對
し
て
之
を
辯
護
す
る
こ
と
に
在
っ
た
の
で
あ 

.

.

る
。經

濟
學
の
歷
史
を
顧
る
な
ら
ば
、
上
述
の
次
第
は
容
.易
に
之
を
觀
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

'

例
へ
ば
、
今
日
.に
至
る
.ま
，で
屢
々
方
法
論
上
の
間
題
と
せ
ら
れ
.た「

經
濟
人」
9

1
0
orn

k
o
m
i
c
u
s
)

の
假
定
の
如
き
は
、
從
來
の
經 

濟
學
が
、
個
人
主
義
的
出
發
點
を
採
用
し
て
居
っ
た
匕
と
を
明
か
に
示
す
好
い
例
で
あ
ら
ぅ
。「

經
濟
人」

と
は
、
嘗
て
核「

利
己
主
義」 

の
人
の
如
く
解
せ
ら
れ
、
後
に
J
-
S 

•
ミ
ル
や
デ
ィ
！
ソH

ル
等
の
方
法
論
的
洗
練
を
經
て
マ
ー
シ
ャ
ル
に
於
て
は
f
i
o
f
e
f 

I

あ
る
人」

.

(

B

と
變
っ
た
けi

ど
も
、
其
本
質
に
於
て
個
人
主
義
的
社
會
を
構
成
す
る
單
位
と
し
てQ

意
味
に
は
何
の
變
更
も
な
い
* 

(

註〕

古
^
學
派
の
人
々
は
初
め
柚
象
的
方
法
に
從
っ
て
'
各
人
が
¥
ら
利
己
的
励
機
の
み
に
依
,-
0
て
行
動
す
る
こ
と
を
前
提
し
た
の
で
あ
る
0
 

.
然
る
に
此
前
提
は
後
に
歷
史
學
派
の
人
々
の
銳
く
攻
擊
す
る
所
と
な
り
、
同
學
派
は
、
人
は
利
己
的
動
機
の
み
に
依
っ
て
行
動
す
る
も
の
で
な 

く
、
他
の
種
々
の
動
機
に
も
睞
っ
P
Pく
も
の
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
古
典
學
派
の
袖
馨
ば
現
嘴
ょ
り
遊
離
せ
る
も
の
と
非
難
し
ぬ
の
で 

あ
る
。
此
處
に
於
て
*利
已
主
義
の
欠
點
を
も
た
ぬ
言
葉
と
し
て
經
濟
人(economic m

a
n

な
る
言
葉
が
ぞ
？

ミ
ル
に
依
っ
て
用
乙
ら
*

た
、
即
ち
ミ
-ル
の
日
く
、 

.. 

. 

.

.

「

經
濟
學
は
、
人
間
を
ば
、
唯
々
專
ら
富
を
得
ん
.こ
と
を
望
み
、
1
っ
菅
的
の
爲
に
謹
の
手
段
の
效
能
を
比
較
制
定
し
借
る
人
と
I
て
取 

扱
ふ
し
と
。
又
デ
ィ
ー
ツ
ェ
ル
は
日
く
、
 

‘

「

經
濟
理
論
の
現
象
は
S

T
經
濟
人』

の
^ ,
定
を
利
用
す
る
。
即
ち
A
な
る
現
象
の
春
る
其
繁
は
、
A
に
依
っ
て
影
響
を
蒙
っ
た
為
人 

が
唯
々
.經
濟
的
動
機
に
依
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
前
提
の
下
に
硏
究
せ
ら
れ
る
。
，而
し
て
此
心
理
的
な
力
は
孤
立
し
て
作
用
す
る
も
の 

.
と

想
定
す
る
。
.而
し
て：「

經
濟
的
動
機
に
は
ニ
っ
の
根
元
が
あ
る
、其一

っ
は
自
然
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
物
理
的
存
在
と
儿
て
物
質
に 

依
存
す
る
と
い
ふ
事
質
で
あ
る
。
他
の
一
っ
は
沭
會
的
な
も
の
で
、
人
が
社
會
の
內
に
暮
す
場
合
•
富
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
權
カ
を
利
用
し
て 

■自
己
の
目
的
，行
爲
に
他
人
を
强
制
し
ょ
ぅ
と
す
る
欲
望
が
旺

•盛
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
で
あ
る
。
：
•ご

「

所
で
此
經
濟
时
動
機
か
ら
發
坐
す
る
腿
疇
の
龀
會
現
象
を
硏
究
の
任
務
と
爲
す
科
學
が
即
ち
社
氟
經
濟
學
で
あ
る」

と
。9

i
e
t
z
e
l
:
T
h
?

/っ

oretlsche SOZIalowonoJnlc 1.895) 

■

'デ
ィ
ッ
'ェ
ル
は
ミ
ル
に
倣
っ
て
、
賢
.明
に
も
誤
解
を
生
じ
安
い「

利
己
心」

と
い
ふ
言
葉
を
避
け
、
經
濟
衍
動
の
背
景
に
横
は
る
人
の
心
理
的 

內
容
に
立
入
る
こ
と
：を
無
用
と
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
t

ル
* メ
ン
ガ
ー
は
.古
き
*-
-
典
學
派
の
立
場
か
ら「

自
利
心j

の
似
說
.の
爲
に
大
に
辯 

鹱
し
て
居
る
0
即
.̂
利
匕
心
を
以
て
、「

人
間
娃
質
中
最
も
.极
本
的
具
っ
最
も
ー
殺
的
な
力
で
あ
り
衝
動
で
あ
るJ

と
爲
し
、精
確
な
る
理
論
經
濟 

;.
:

經
濟
の
政
治
化

' 

四
.七

■ 

0.1

ニ
六
.
£



貍
濟
の
政
洽
化
' 

:

四

八

(

ニ
ニ
六
六〕

' 

... 

.
 

-.

.

學
.は
、此
動
機
の
假
矩
の
上
に
.立
つ
こ
と
を
當
然
と
認
め
ら
る
べ
く
、而
し
て
又
耽
動
機
の
上
に
立
.つ
.て
こ
そ
可
能
で
.あ
る
と
説
ぐ
。
即
ち
日
く

.

.

. 

■ 
■
 

•
 

.
 

• 

# 

• 

.

1人
間
の
諸
々
の
努
カ
中
、
其
时
貨
需
要
の
用
心
深
き
宠
足
に
尙
け
ら
れ
る
努
カ(

即
ち
經
濟
努
カ)

は
、
ナ
度
人
間
の
諸
欲
留
中
、
各
人
を
し 

て
福
社
を
锻
得
せ
し
め
ん
と
す
る
欲
菌
と
同
^
に
、.■最
も
.一
般
的
で
あ
り
、
最
も
爾
要
な
：る
も
の
で
あ
る
。
:
:
而
し
て
、
財
貨
需
要
充
足
を 

.
目
指
す
經
濟
行
爲
者
の
努
力
の
'中
に
表
は
る
\
人
の
利
己
心
の
結
果
か
精
確
に
追
求
し
且
つ
理
解
す
る
こ
と
を
啓
人
に
敎
へ
る
理
論
が
即
ち 

「

理
論
經
濟
學
で
あ
る
.0
:

:」

と
。.(Meager: Untersuchimgen iiber dieMetwode 

^
 socialwissenschaften 1883)

.
メ
ジ
*力
T
の
所
說
は
、
澳
太
利
學
蔽
.の
代
表
密
のJ

人
と
し
て
、
.個
人
主
義
思
想
に
ょ
く
徹
し
て
居
る
こ
と
を
人
に
充
分
理
解
せ
し
む
る
で 

ち
ら
う
。
■ 

-• 

/ 

•.

,
 

,
 

• 

V

マー

グ

ャ
ル
は
、
g
rs
^
擧
原
理
に
於
て
凡
そ「

入
を
あ
る
が
ま

V

に
取
扱
ひ
、
柚
貌
的
な
人
，と
か『

經
濟
人』

と
.か
で
^
く
、
血
も
肉
も
あ 

る
人
を
取
扱
ふ」

と
い
ふ
て
居
る
が
同
時
に
又
次
の
樣
に
も
述
べ
て
居
る
。
即
ち『

其
取
扱
ふ
所
の
人
間
は
:-
,
其
經
濟
生
活
に
於
て
主
と
し
て

利
己
的
動
機
に
依
つ
て
影
響
さ
れ
る
し

Marshall: Principles 

o
f 

economics 1
9
2
0

ニ
七
頁)

,

 

■

 

/ 

、
 

'.

此r

經
濟
人」

は
原
則
と
し
て
く
リ
ー
フ
マ
ン
の
說
く
通
り
、
其
上
に
位
す
る「

大
な
る
社
會
的
全
體」

に
依
つ
て
制
时
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
經
濟
的
意
思
を
自
曲
に
振
舞
ふ
も
の
’と
し
.て
> 
あ
ら
ゆ
る
經
濟
理
論
を
組
.立
.て
、
居
つ
た
の
で
あ
る
。
.こ
の
こ
と
は
、
現
實 

*
 

.
 

-
 

^

に
於
て
自
己
の
欲
望
滿
足
の
爲
に
す
る
個
人
の
經
濟
的
行
動
の
自
由
が
許
.さ
れ
て
居
つ
た
こ
と
.を
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
個

人
の
行
動
を
支
配
す
る
カ
の
あ
る
所
の
國
家
の
干
涉
は
、
自
由
放
任
主
義
の
初
期
の
時
代
か
ら
、
所
謂
る
高
度
資
本
主
義
の
今
日
に
至

.

.

.

> ■
 

.■■

.■
 

-
 

... 

-

る
ま
で
、
，.概
し
て
消
極
的
で
き
た
。
：即
ち
或
は
個
人
の
活
動
i

ょ
り
補
助
し
た
り
、
或
は
行
動
の
不
自
由
I

除
く
撈
に
努
め
た 

.り
、
或
は
他
人
の
行
動
の
自
凼
を
制
限
す
る
こ
と
を
防
い
だ
り
、
，凡
て
の
個
人
を
し
て
自
利
を
得
せ
し
む
る
秩
序
を
保
つ
方
向
.に
在
つ
.

た

。

馨

す

れ

ば

、
震

は

、
個
人
に
仕
へ
I

關
で
あ
っ
て
、
個
人
を
し
昼
仕
へ
し
め
ん
と
す
る
が
如
き
目
的
其
自
體
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
國
家
は
上
に
位
す
る「

大
な
る
社
會
的
全
體」

で
は
な
く
し
て
、
個
人
のE

的
追
求
を
助
け
る
手
段
で
あ
っ
た
。

.

個
人Q

目
的
と
は
、
經
濟
的
に
觀
察
す
る
限
り
、
.各
人
の
經
濟
的
福
祉
*
厚
生
、
.富
の
增
進
に
外
.な
ら
ぬ
。
而
し
て
如
何
に
し
て
之 

を
增
進
す
I
か
が
實
に
從
來
の
經
濟
政
策
の
眼
目
で
あ
.っ
た
。
各
人
の
自
由
な
る
私
益
の
追
求
が
、
，見
ぇ
.ざ
る
手
に
導
か
れ
て
社
#
全 

體
の
調
和
を
醸
し
出
す
と
馨
ら
れ
、
又
は
義
せ
ら
れ
て
居
っ
た
初
期
の
資
本
義
の
時
代
に
は
、
故
に
國
家
は
個
人
の
經
濟
生.

沽 

か
ら
干
涉
墓
控
へ
.逢
と
が
正
し
い
と
さ
れ
た
？

蒙

が

、
私
益
.の
追
求
が
必
し
も
社
會
的
調
和
f

た
f

ぬ
許
り
で
な
く
、
 

私
益
と
私
益Q

衝
突
を
_

す
|

及
ん
で
、
國
.家Q

手
は
次
第
に
干
渉
の
醫
美
げ
ら
れ
て
行
っ
，
が̂
、
し
か
も
な
ほ
個
人
のp

 

祉
の
增
進
、
其
自
由
の
.尊
重
と
い
.ふ
根
本
方
針
に
.は
變
り
%
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
國
家
の
干
渉
は
-
各
人
の
.經
濟
的
福
祉
を
會
進
す 

る
爲
に
、
唯
自
由
に
放
任
す
る
こ
と
，が
害
の
あ
る
場
合
に
の
み
歡
迎
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
；0
故
.に
最
近
‘に
至
る
ま
で
、
經
濟
的
自
由
主 

.義
は
後
退
し
た
と
い
ふ
も
の
^
!、
個
人
主
董
想
は
少
し
も
後
退
し
て
居
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
.否
な
後
退
し
な
か
っ
た
許
り
で
は
な 

い
。
极
底
に
個
人
主
義
的
社
會
觀
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
經
濟
的
自
出
義
の
破
貌
を
繃
縫
す
る
手
段
と
し
て
の
®

^
の
活
_

が

肌

待

せ

ら 

れ

た

の

で

あ

，る
。

經
濟
界
に
於
け
る
國
家
の
活
躍
は
前
年
の
歐
洲
大
戰
を
機
會
と
し
.て
次

第

に% :
加

し

來

たり
、
近

年

に

至

る

に

.つ

れ

て

も

增

加

こ
そ
.
 

す
れ
、
減
少
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
I

。
殊
に
去
を一

九
ニ
九
年
の
大
恐
慌
以
來
國
家
の
.ヵ
に
訴
へ
て
之
を
處
理
し
ょ
ぅ
と 

す
る
傾
庐
は
益
々
强
N<
、
加
ふ
る
に
各
國
.の
軍
備
.擴
張

經

濟

も

亦

國

家

の

活

動

を

.必

要

と

す
る
.に
至

つ

た

o

此

傾

向

は、
.國
内
の
經

濟 

餸
濟
；の
政
治
化
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,
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i.

,機
構
(O
'
組
織
化
的
傾
向
と
相
俟
っ
て
、
：'國
家
の
經
濟
沿
動
を
.ば
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
*
つ

て

強

化

す

る

：形

と
.な
り
、
今
日
世
に
所
謂
る
統

. 

■

; 
■

 

^

 

.

 

?

制
經
濟
の
峙
代
が
出
現
ず
I

.と

.

V

Iた
の
で
t

。
.
，

，.」

ノ 

(

/ 

- 

. 

••

斯
く
の
如
く
*
統
制
經
濟
は
、
.自
曲
經
濟
の
破
綻
を
救
ふ
べ
く
之
を
辖
つ
.て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
其
初
期
に
於
て
は
、
自

' 

*
 

:

出
生
_
を
否
‘定
す
る
と
い
ふ
ょ
り
も
寧
ろ
、
部
分
的
に
之
に
代
っ
て
助
け
て
や
る
と
い
ふ
精
神
の
も
の
で
あ
っ
た
。
自
凼
主
義
の
柊
焉 

と
い
.ふ
こ
と
.が
叫
ば
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
由
主
義
が
反
對
の
主
義
の
爲
に
葬
り
去
ら
れ
る
こ
.と
を
い
ふ
の
で
な
く
、
正
當
の
後 

繼
客
に
依
っ
て
後
を
襲
は
れ
る
じ
と
に
.外
な
ら
な
か
っ
た
。
社
會
を
權
成
す
る
极
本
原
則
と
し
て
個
人
主
義
が
維
持
さ
れ
る
以
上
、
之 

は
然
も
正
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
"
人
々
は
唯
之
.ま
.で
.各
個
人
の
手
に
委
し
て
置
い
て
國
家
.に
は
單
‘に
之
を
監
視
せ
し
め
.る
に
止
め
て
以 

て
達
成
し
た
目
的
を
ば
、
そ
れ
で
は
達
成
せ
ら
れ
な
く
な
づ
た
の
で
、
精
極
的
に
國
家
の
手
を
働
か
す
ょ
ぅ
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で 

あ

る

.0
然
も1

部
の
自
屮
主
義
客
は
、
華
か
な
り
し
過
去
の
自S

主
義
全
盛
時
代
の
夢
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
代
の
經
濟
的
禍 

、根
を
ば
總
て
、
妨
害
せ
ら
.れ
た
る
自
由
に
在
り
と
考
ベ
、(

飩)
此
妨
害
物
を
取
除
い
そ
元
の
.自
山
主
_

へ
戾
る
こ
と
を
說
く
も
の
が
あ 

っ
た
。

•

.

：

-

(

.註)

例
へ
ば
、力

ッ
セ
ル
•
ミ
丨
ゼ
；<及
び
ロ
ビ
ン
ス
の
如
き
は
之
に
屬
す
る
。
ロ
ビ
ン
ス
の
說
に
付
て
は
甞
て
本
誌
第
彐
十
1
卷
十1 .

號
に
紹 

'

介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

.

.

.

統
制
經
濟
の
進
展
は
し
か
る
に
も
拘
ら
ず
、
益
々
深
化
し
た
。
經
濟
機
權
は
自
か
ら
組
織
化
せ
る
の
み
な
ら
ず
國
家
の
手
に
依
っ
.て 

も
亦
組
織
化
せ
ら
れ
る
：に
至
.つ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
其
機
構
は
嘗
て
の
無
統
制
時
代
に
在
つ
た
樣
に
、
變
動
.に
鄴
し
セ
己
を
處
す
る
仲

縮
自
在
性
を
失
ひ
、.
所
謂
る
經
濟
の
自
律
性
は
益
々
■薄
弱
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
づ
た
0
一
方
に
於
.て
は
高
度
の
資
本
主
義
國
家
の
生. 

存
'競
举
は
'、
今
や
激
f
な
る
植
民
地
資
源
獲
得
の
.

&

ひ
と
化
し
.て
來
て
*
戰

举

に

對

す

る^-
濟

的

準

備

は

國

家

最

緊

喫

の
事
柄
と
爲
る 

に
至
つ
た
タ
领
民
主
義
.の
勢
.は
頗
る
强
く
な
つ
た
。
資
源
を
持
つ
國
は
之
を
守
る
爲
め
、
資
源
を
持
た
ぬ
國
は
之
を
其
支
配
下
に
置
く 

爲
め
、
戰
爭
の
危
險
は
年
々
增
大
し
て
房
っ
.た
の
で
；あ
っ
た
が
、
遂
に
阼
三
十
’九
年
七
月
途
に
歐
洲
に
於
て
は
其
火
藎
が
き
ら
れ
た
。
.

.

斯
く
の
如
き
經
濟
情
勢
の
變
化
は
、
.人
々
の
社
會
觀
に
根
本
的
な
..る
轉
換
を
.も

生
む
に
至
っ
た
。
個
人
主
義
の
退
却
と
、
之
に
代
る 

全
體
主
義
の
登
場
即
ち
之
で
あ
る
。 

. 

■

, 

.

四
全
.
體
主

.義

.

'

.

.全
體
主
義
は
爨
に
述
べ
た
通
り
"
個
人
主
義
と
正
.反
對
の
.倫
理
的
根
本
規
範
で
あ
.っ
て
.、
論
理
的
刺
斷
を
超
越
せ
る
世
界
觀
で
あ
る
。 

故
に
吾
人
は
今
玆
に
其
是
非
善
惡
に
就
て
論
ず
る
こ
と
を
止
め
よ
う
.？
兎
に
角
、
そ
れ
は
個
人
主
義
に
代
っ
て
今
後
支
配
的
に
な
れ
る 

-^
界
觀
で
あ
り
且
っ
又
#
.理
的
根
.本
原
則
で
あ
る
.こ
と
■■を
承
認
し
.よ
う
.。
併
し
唯
一
っ
、
次
の
事
丈
け
を
注
意
..し
た
い
。
即
ち
如
何
に 

形
式
上
全
體
に
對
す
る
個
人
の
絕
對
的
服
從
が
要
請
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
事
實
と
し
て
個
人
と
全
體
と
は
相
關
的
關
係
に
在
る
と
い 

ふ
こ
と
.で
あ
る
。
之
は
個
人
主
義
の
場
合
に
も
同
樣
に
言
へ
る
と
と
で
あ
つ
.て
、
如
何
に
個
人
の
自
己
目
的
論
.が
絕
對
的
な
形
式
で
唱 

へ
ら
1れ
て
.も
、
全
體
へ
の
'依
存
な
く
し
て
個
人
の
發
達
や
自
己
目
的
の
達
：成
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
.る
。
全
體
主
義
に
於
て
全
^
が 

最
高
視
せ
ら
れ
る
場
合
に
も
、全
體
は
、個
人
の
存
在
を
强
め
且
つ
發
達
_さ
.せ
る
こ
と
に
意
^
用
ひ
る
こ
と
な
く
し
て
全
體
と
し
て
の
目
.
 

的
の
達
成
を
計
i

と
は
、
'不
可
能
と
.い
つ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
.個
人
主
義
は「

最
大
多
數
の
最
大
幸
福
.

」

に

靈

的

S

S
則

直

出

- 

.，
鸫

濟

め

政

治

化
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し
た
が
、.
之
は
反
面
少
數
者
が「

最
大
多
數」

の
爲
に
犠
牲
と
な
る
こ
.と
を
必
要
と
し
、
或
は
時
に
强
制
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に 

外
な
ら
な
い
。「
個J

と「

全
體J

と
の
相
關
々
係
は
、
縱
令
ひ
.

「

個」

を
以
て
最
高
と
.な
す
原
則
の
欧
會
に
於
て
も
、f

個」

の「

手
段」

化
を 

要
求
す
る
場
合
を
見
る
の
せ
あ
る
。
同
じ
理
协
で
、
全
體
を
以
て
最
高
と
爲
す
原
則
の
社
#
に
於
て
も
"
時
に
全
體
が
各
個
の
發
展
の 

爲
て
盡
す
と
い
ふ
手
段
的
地
位
に
立
つ
こ

と

，も
決
し
て
矛
盾
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
全
體
主
義
が
各
個
人
の
..自
的
を
犧 

牲
に
す
る
と
と
が
C
§
B
當
視
せ
ら
れ
る
と
考
ベ
て
，は
な
ら
ぬ
。
斯
く
の
如
ぎ
は
事
實
の
認
識
を
大
に
誤
る
，も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。.
可
久
的
に
各
個
人
を
し
て
そ
れ
<

^
の
目
的
達
成
に
努
カ
せ
じ
め
.っ
.

\同
時
に「

全
體」

の
發
展
に
寄
與
せ
し
め
る
狀
態
を
以 

て
常
態
と
な
.す
の
が
其
理
想
で
な
け
れ
ば
救
ら
ぬ
。
そ
れ
は
嘗
て
、
個
人
の
自
利
追
求
が
、
結
局
に
於
て
、
圓
滿
な
る
全
體
と
し
て
の 

調
和
を
生
み
だ
す
と
個
人
主g

者
達
が
信
じ
且
っ
理
想
と
し
て
懷
い
て
居
っ
た
の
と
同
樣
.で
.あ
る
。
.個
人
主
義
が
決
し
て
全
體
と
の
調 

和
を
無
視
し
な
か
っ
た
と
®

に
、
全
體
主
義
者
も
亦
各「
個」

と
の
調
和
を
念
頭
ょ
り
失
し
て
は
な
ら
ぬ
。

、

'
 

現
代
は
全
體
主
義
の
門
出
の
時
に
あ
る
が
爲
に
、
世
界
の」
.部
の
國
々
に
於
て
實
現
さ
れ
っ
、
あ
る
事
態
を
見
て
も
、
そ
れ
は
未
だ 

決
し
て
形
の
盤
っ
た
も
の
と
は
い
ベ
な
い
。

一

ロ
.に
全
體
主
義
と
赁
.っ
て
も
、
内
容
に
は
樣
々
の
種
類
が
あ

る

。

各
人
は
自
ら
を
手
段 

と
見
て
其
奉
仕
す
ベ
含「

大
な
る
社
會
的
全
體」

を
最
高
の
目
的
と
な
す
と
い
.ふ
形
式
的
な
全
：體
主
義
の
定
義
が
當
嵌
る
場
合
は
幾
っ
か 

考
へ
ら
れ
る
A
あ
ら
ぅ
。
旣
に
何
年
か
全
體
主
_
の
國
家
を
組
立
て
.て
來
た
'
Fイ
ッ
や
イ
タ
リ
ー
が
全
然
同
一
の
內
容
を
持
っ
て
居
る 

_
.で
は
な
い
-°
叉
近
隊
吾
國
に
於
.て
形
成
の
過
程
に
在
る
'所
の「

新
體
制」

に
し
て
も
-
先
輩
格
た
る
ド
イ
ッ
、
イ
タ
リ
ー
の
範
に
做
ふ 

所
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
^.
と
同
一
の
內
容
を
，組
織
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
ぃ
。
'#
國

に

は

そ

れ

^

^

の

歷

史

が

あ
り
、
地
理
が

あ
り
、
民
族
性
が
あ
り
.•
.其
採
る
所
.の
形
は
そ
れ
^
^
-異
る
の
で
.あ
る
o.

例
'へ
ぱ
ム
'ッ
ソ
リ
i

の
考
へ
方
に
ょ
れ
ば
、
國
家
至
上
主
義
が
全
體
主
義
の
內
容
を
爲
す
の
で
あ
つ
て
、
す
べ
て
は
讓
の
爲- 

•

何
も
の
も
®

^
に
對
立
せ
ず
國
家
以
外
に
何
も
の
も
な
い
の
で
あ
る
。
國
家
は
其
自
體~

の
意
思
を
持
つ
も
の
と
考
ヽ
ら
れ
、
個
、
約
主

命Q

限
界
を
超
へV

麗

隱

.

S
識

を

證

す

もQ

と

豐

れ

て

5

。
そ
れ
は
個
人
唐
時
代
に
於
け
龜H

、

歷

％

賣

备
 

、
自
の
厚
生
Q

i
、.增
進

臭

すA
J
I

具

と

す

f
 5

4

所
謂
る
夜
S

國

家

觀

と

は

相

距

る

矣

S

S
も
Q

f
る
。

フ 

.ァ
ッ
シ*

の
勞
働
憲
章
の
第一

條
は
次
の
如
く
で
あ
る
0,

,

「

•
：
伊
太
利
國
民
は
フ
ァ
シ
ス
ト
國
家
に
於
て
結
局
決
定
的
に
一
個
の
精
神
的
經
濟
的
並
び
に
政
治
的
統一

體
と
し
て
實
現
せ
ら 

れ
るJ

と
。(

0

r

L

.
ヵ
田
齊
ニ
敎
授
胡
..代の
金
瞭
、3-
義
國
家
^」

三
田
聲
.#
雜
誌
第
ニ
十
九
.卷
九
號
兹
照
0
\

ヒ
ト
ラ
ー
の
場
合
は
之
と
餘
程
異
な
る
。
ド
イ
ツ
の
全
體
主
義
の
內
容
を
爲
す
も
の
は
、「

ド
イ
ツ
國
民」

で
あ
つ
て
、
國
家
で
は
な 

い
國
家
は
寧
ろ「

ド
イ
ツ
國
民」

に
奉
仕
ず
るj

つ
.の
手
段
で
あ
つ
て
、
其
吗
り
に
於
て
ナ
チ
ス
黨
、
國
防
軍
其
他
あ
ら
ゆ
る
公
的
施 

設
と
同
列
に
置
か
れ
る
。
此
故
に
ヒ
ト
T
 Q

全
體
主
義
は
民
族
主
義
的
世
界
觀
と
も
言
は
，れ
る
。
麗

は

各

處

家

Q

爲
に
奉
仕
す 

る
の
で
な
く
、
ド
イ
ツ
民
族
の
發
展
の
爲
に
奉
仕
す
る
。
個
人
の
上
に
立
つ「

社
會
的
I

全
體J

は
即

ち「

優
秀
な
る
ド
イ
ツ
民
族
の 

文
化
の
發
展」

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
個
人
は
決
し
て
自
己
目
的
で
あ
り
得
ず
、
蕭
す
る
民
族
の
爲
に
奉
仕
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
いO 

我
國
.に
於
い
て
は
、
金
體
主
義
の
内
容
が
近
衛
^
閣
の
成
立
^
來
徐
々
に
明
か
に
さ
れ
つ
'
あ
る
。
靈
內
閣
の
發
表
し
た

S

本 

經
濟
の
敗
治
化\

.
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ニ
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國
策
.要
綱」
に
.！！！く
、
國
内
體
制
の
刷
新
と
題
し
'て

.

「

内
政
の
急
務
は
國
體
の
本
義
に
栽
き
庶
政
を
一
新
し
國
防
國
家
體
制
の
蓝
礎
を
^
立
す
る
に
在
り
、
と
れ
が
爲
左
記
諸
件
の
實
現

を
期
す
。 

;

,

1

國
體
の
本
義
に
透
徹
す
る
敎
學
の
刷
新
と
相
俟
ち
自
我
功
利
の
思
想
を
排
し
國
家
奉
仕
を
第
一
_
と
す
る
國
埒
道
德
を
確
立
す

2 

• 

,
 
V
-

…

.

之
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
我
國
に
於
て
は
國
家
至
上
主
義
が
と
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
明
で
.あ
る
。

■

惟
ふ
に
我
國
は
肇
國
の
昔
ょ
り
國
體
の
本
義
に
變
る
所
は
，な
く
、
個
人
主
義
と
い
ふ
も
ノ
全
體
主
義
と
い
ふ
も
總
て
此
本
義
に
迤
く 

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
西
歐
資
本
主
義
諸
掘
に
見
ら
れ
た
様
な
個
人
至
上
の
個
人
主
義
は
、
故
に
我
國
に
嘗
て
あ
っ
た
こ
と
は
な 

い
と
考
へ
て
ょ
い
の
で
あ
る
。
我
國
に
.於
け
る
個
人
主
_
は
、
其
資
本
主
義
の
發
達
と
共
に
成
長
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
丁
度
自
由
主 

義
が
西
歐
諸
國
に
於
け
る
自
由
主
義
の
如
く
徹
底
せ
る
も
の
で
な
か
っ
た
の
と
！

i

樣
に
.
そ
れ
も
亦
決
し
て
徹
底
的
な
も
の
で
は
な
か 

っ
た
。
其
背
後
に
は
、
常
に
一
旦
非
常
の
事
あ
れ
ば
直
ち
に
義
勇
公
に
奉
ず
る
の
精
神
が
支
配
し
て
居
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

今
日
玆
に
新
體
制
が
叫
ば
れ
全
體
主
義
が
說
か
れ
る
に
當
っ
て
も
、
國
體
の
本
義
に
變
る
所
は
な
く
、
殊
：史
の
樣
に
國
家
奉
仕
の
精
神 

が
說
か
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
が
此
本
義
把
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
尨
い
。

.

斯
く
の
如
く
全
體
主
義
の
蕺
本
理
念
に
は
そ
れ
ぞ
れ
相
違
の
.あ
る
も
の
.で
，あ
る
が
、
其
定
義
せ
ら
れ
た
る
內
容
は
著
し
く
抽
象
的
な 

も
の
.で
あ
つ
て
、
之
に
依
つ
て
何
等
具
體
的
な
る
經
濟
政
策
の
方
針
を
導
き
出
す
を
得
な
い
。
之
は】

つ
は
-
全
體
.生
義
CO「

楚
朐
人

的
な
，る
目
的」

が
人
々
，に
具
體
的
に
緊
切
に
響
か
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
弱
點
か
ら
來
る
と
思
は
れ
る
。
或
は
.民
族
の
爲
め
、
或
は
國 

家
の
爲
め
と
い
つ
て
も
、
物
尺
で
物
の
長
さ
を
計
る
様
に
-
之
に
據
ク
て
個
々
の
行
爲
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い9
吾
々
は
指
導 

者
の
.倫
理
的
國
民
敎
育
と
管
の
證
と
に
依
つ
て
そ
れ
が
國
f

層
の
間
に
浸
潤
す
る
の
を
待
た
窆
な
I

い
。

，

全
體
、エ
_
の
具
體
的
指
釗
は
斯
く
の
如
く
歡
る
、漠
然
た
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
又
各
國
そ
れ
-

獨
特
の
指
導
精
神
を
得
/
て 

居
る
も
の
で
.あ
る
け
れ
.ど
も
、
吾
人
.は
全
體
主
義
が
主
義
と
し
て
共
通
の
方
針
の
あ
る
.こ
と
^.
觀
取
す
る
と
と
が
出
来
るo

そ
れ
は
た 

と
ひ
形
式
的
教
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
全
體
主
義
の
本
質
よ
り
派
生
せ
る
^

m
一，次
性
質
と
し
て
蕩
な
る
意
義
を
持
つ
。
罾
入
は 

次
に
節
を
新
に
し
て
、
經
濟
の
方
面
に
於
て
全
體
主
_
が
經
濟
上
何
を
主
張
す
る
か
に
就
て
說
明
し
た
い
。

.
五

公

盔

と

私
益 

,
第
一
に
指
摘
せ
ら
れ
る
こ
と
過
、
金
體
主
義
に
於
け
る
公
益
優
先
の
思
想
で
あ
る
。

- 

-

' 

I 

• 

. 

.

公
益
優
先
の
思
想
は
、
1兀
來

ナ

チ

ス

.の

綱

領
.0
0
一
 

つ
た
る「

公
益
は
私
益
に
優
先
す」

と
い
ふ
一
條
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
な 

が
ち
ナ
チ
ス
の
尊
賣
と
な
す
べ
き
も
の
で
な
く
-
全
體
主
義
か
ら
生
；れ
る
當
然
の
原
則
で
あ
る
？
全
體
主
義
は
元
來
趙
脯
人
的
な
'る
或 

目
標
を
上
.に
頂
く
も
.の
で

あ

る

が

故

に

、
’
此

目

標

の

爲

に

人
.々
が
奉
仕
す
る
の
は
理
の
當
然
で
あ
る
。
此
目
檩
の
達
成
の
爲
に
個
人
的 

目
標
の
達
成
行
爲
が
障
害
に
故
る
時
、
人
は
全
體
CO
利
益
の
爲
に
侗
人
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
併

し

な

が

..ら

此

點 

を

强

調

す

る

の

餘
り
、
個

人

の

生

活±'
の

利

益

の

全

部

を
あ
げ
て
、「

全
體」

の
爲
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
以
て
1£
し
い
と
な
す
の
は
灌
か 

に
行
過
.ぎ
で
あ
る
：
:'
,

:'.. 

•

.
:

-

.

經
濟
.の
，政

治

也

.

.

.

3£五
.

.

o

H

i
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.
鍵
に
も
述
べ
た
通
り
全
體
は
個
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
視
す
れ
ば
同
時
'に
全
體
も
破
壞
せ
ら
ル
る
で
あ
ら
ぅ
？
金
體
と

.

,

 

- 

<

.

, 

.

.

.

個
と
は
相
關
的
な
關
係
を
事
實
に
於
.て
持
っ
て
居
る
の
.で

あ

る
;0
個

々

の

人

民

の

生

活

を

無

視

し

た

る
國
家
と
か
ノ
國
家
を
無
視
し
た 

る
人
民
と
い
ふ
様
な
本
の
は
、
そ
れ
^

-
獨
立
で
存
在
し
得
友
v>
事
實
を
思
ふ
が
ょ
い
。
公
益
優
先
と
い
ふ
こ
と
も
此
事
實
に
照
し
合

,
 

セ

.

.
- 

■
 

-
 

-
 

•

.せ
て
解
釋
し
孜
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟
界
ぼ
於
け
る
利
潤
否
定
の
如
き
過
激
な
議
論
ば
、
«
に
こ
の
全
體
と
個
の
相
關
'的
關
係
を
認
識 

し
な
い
感
傷
論
で
あ
る
。
如
何
に「

全
_」

の
.重
要
性
が
說
加
れ
る
と
し
て
も
、
個
タ
の
利
益
名
亦
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。「

公 

益
は
私
溢
の
洗
に」

と
い
ふ
こ
と
は
、
公
益
と
競
^
す
る
場
合
に
は
斷
然
公
益
を
先
に
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
.つ
て
*
決 

し
て
私
益
の
追
求
そ
の
も
の
を
否
.定
す
る
も
.の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
3

體」

の
發
展
の
爲
に
も
阃
々
の
發
展
が
あ
る
こ
と
は
望 

ま
し
い
も
の
と
見
な
け
.れ
社
な
ら
ぬ
。
蓋
し
全
體
の
力
は
-
之
を
構
成
す
る
個
々
.の
力
の
强
北
に
ょ
つ
て
强
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

但
し
構
成
分
子
た
る
個
々
の
力
が
不
均
衡
に
發
展
す
る
こ
と
は
、
全
體
の
爲
に
必
ず
し
も
役
立
っ
と
は
い
へ
ぬ
。
個
々
の
間
に
は
、
全

. 

.

體
の
爲
に
す
る
或
種
の
釣
合
が
な
け
れ
ば
.な
ら

ぬ

。
ン'

. 

•

-• 

.

.個
人
主
義
の
時
代
に
は「

公
益
は
私
益
を
逋
じ
て」

と
い
ふ
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
此
時
代
に
於
て
も
公
益
は
矢
.張
り
相
當
の
考
慮
を

拂
は
れ
て
居
っ
た
の
‘で
あ
っ
て
、
過
！
行
く
時
代
の
人
々
が
公
益
を
全
然
無
視
し
た
の
で
枕
な
い
。
上
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
公
益
は

.
 

.
 

•
.

S

大
多
數
の
最
大
幸
福」

の
名
に
於
て
、
明
か
に
認
め
ら
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
名
稱
は
同
む
公
益
で
も
、
其
内
容
は
著
し
く

異
な
っ
た
。
端
的
に
い
べ
ば
、
公
益
は
同
時
に
私
益
に
な
る
が
故
に
公
益
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
た
。
例
へ
て
言
へ
ば
、
國
家
の
爲
に
.

•
 

- • 

. 

- 

•

.

盡
す
.の
は
.
そ
れ
が
個
々
の
利
益
の
增
進
に
役
立
つ
が
故
で
あ
つ
た
と
い
へ

よ

う

。

國
家
の
强
大
と
い
ふ
’こ
と
は
偏
へ
に
國
民
の
利
益

の
爲
.に
の
み
歡
迎
せ
ら
机
た
そ
こ
に
は
云
は

^
經
濟
計
^:
的

:^
取
弓
的
觀
念
が
介
在
し
て
居
つ
たo

併
し
今
や
事
態
は
全
く
變
つ
た
。 

新
し
い
主
義
の
下
に
公
，益
と
は
決
し
て
個
々
の
利
益
の
.，集
合

の

如

き

も

の

を

意

味

す

.名
の
で
は
な
い
0
侗
人
は
決
し
て
交
易
的
！
念
か 

ら
國
家
に
仕
へ
ょ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。「

全
體」

の
包
懷
す
名
最
高
の
目
標
の
爲
に
奉
仕
す
る
意
味
に
於
て
個
人
は
公
益
を
尊
び
、
 

甘
ん
じ
て
私
益
を
後
退
せ
し
め
る
の
で
あ
るO

*

 

.
•

而
し
て
公
益
が
優
先
し
且
つ
實
現
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
其

「

全
S

に
屬
す
る
凡
て
の
個
々
人
に
と
つ
て
も
利
益
で
あ
ら 

う
。
蓋
し
個
々
人
は
、
_

の一.

鞲
成
分
子
と
し
て
其
全
.體
の
利
益
に
均
霧
す
る
雲
か
ら
で
あ
る
。
養
現
の
爲
に
自
己
の
私
益
を 

斷
念
し
た
裳
す
ら
此
意
味
に
於
て
は
等
し
く
黌
に
浴
す
る
も
の
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
全
體
義
の
下
に
更
に
ぶ
；ま
じ

(

こ 

と
は
*
公
益
優
先
か
ら
更
に
一
步
進
ん
で
、
個
人
主
義
社
會
の
下
に
於
け
る
と
同
樣
に
、「

公
益
は
私
益
を
®
じ
て」

と
い
ふ
公
私
益
一 

致
の
原
則
が
通
用
す
る
社
會
機
構
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
之
を
經
濟
機
構
.に
就
て
い
へ
ば
、
私
利
を
追
求
す
る
經
濟
行
爲
が
公
益
.
 

に
も
板
立
つ
場
合
に
自
か
ら
榮
へ
、
之
に
反
す
る
場
合
に
自
ら
衰
へ
る
と
い
ふ
仕
組
の
生
れ
る
；

J

と
が
蕾
し
い
。
鬆

な

經

濟

議
 

の
下
に
於
2

そ

「

新
體
！

が
外
面
的
な
倫
理
的
說
敎
と
し
て
で
な
く
、
國
民
生
活Q

中
に
溶
けAJ

む
生
き
た
經
濟
原
則
と
化
し
う 

る
の
で
I

。
斯

く

觀

畜

I

ば
、
公
益
優
先Q

原
則
と
は
斯
る
經
濟
糧
へ
f

讓
期
於
け
る
原
則
と
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら 

う
全
體
主
義
國
の
爲
政
者
は
須
か
ら
く
：

g

目
的H

向
つV

經
濟
機
鞲
の
肇
に
邁
進
す
べ
^;

で
あ
る
。
.
S)

.

.

(

訪
、
襲

響

氏
は
其
薪「

新
經
濟
體
制
硏
究JC..

昭
和
十
五

年
：}

に
於
て
此
點
を
論
じ

「

公
音

的
4

善
に
一
致
す
る
手
段
方
法
の
場
合
に
於 

'
て
初
め
て
樊
の
私
的
利
潤
は
得
ら
れ
、
.
個
人
の
生
活
は
最
善
に
保
證
せられ
る
が
、
反
之
、
.公
益
に
反
す
る
手
段
方
法
の
場
合
に
於
て
は
、

.

5K
七

(
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利
潤
も
收
入
も
之
を
確
保
す
る
こ
上
は
到
底
出
來
な
い
と
い
ふ
經
濟
機
鸪
を
造
る
琪
が
、
即
ち
公
益
優
先
純
濟
の
雄
設
で
あ
るJ

a
i
g

一一一 
頁〕 

と
述
べ
、
.現
^

!濟
の
极
本
的
|

を
伴
ふ
こ
と
な
く
.し
て
，
期
か
る
公
益
優
先
經
濟
を
圓
南
に
構
築
す
ろ
具
體
策
と
し
て
次
の
如
き
點
を
列 

擧
す
る
。
君
人
の
好
き
參
考
ま
で
に
典
挺
點
を
略
記
す
る
。

'.
'

,

一
、
投
機
思
惑
に
ょ
る
商
榮
的
營
利
の
道
を
封
ず
る
こ
と
"： 

.

.

.
1
.

獨
占
に
出
る
利
潤
追
及
の
餘
地
を
原
則
と
し
.て
無
か
ら
し
办
.*
發
明
新
案
其
他
に
對
す
る
獎
勵
は
別
個
の
方
法
に
ょ
る
こ
と
、

三
、
國
策
的
企
業
發
達
が
利
潤
を
約
柬
せ
ら
る
V

餞
の
仕
組
を
作
る
こ
と
、
例
へ
ば
資
本
、
勞
カ
の
配
付
、
原
慣
計
箅
利
潤
統
制
其
他
の
方
法 

に
於
て
お
の
越
皆
に
合
致
せ
し
め
る
こ
と
、

.

四
、
同
種
辦
槳
汆
體
繁
染
を
計
る
こ
と
が
自
已
の
事
榮
の
繁
榮
と
な
る
樣
の
機
構
シ
構
築
す
る
こ
と
、
例
へ
ば
利
潤
ブ
ー
ル
制
を
#
用
し
、
劣 

弱
能
_
向
上
駱
理
の
實
伍
を
之
に
負
は
ず
、
虫
簏
滑
大
、
.海
外
販
資
の
開
拓
等
の
實
任
を
當
該
產
業
幽
髖
乃
至
策
集
團
に
負
は
す
、
.

五
-
公
益
に
反
す
る
赞
利
行
爲
を
嚴
娥
に
所
罰
し
、
そ
れ
が
結
局
最
も
不
利
な
る
こ
と
を
琪
實
を
以
て
明
示
す
る
こ
と
。(

同
#
三1

丨
它
五
頁) 

六

經

ま

の

#
.理

化

：

全
體
主
義
經
濟
の
第
二
の
.特
徵
は「

，經
濟
の
倫
理
化」

で
あ
る
。
經
濟
の
地
盤
が
未
だ
す
つ
か
り
個
人
主
義
か
ら
全
體
主
義
へ
移
り
き 

ら
ず
、
人
々
の
考
へ
方
も
亦
前
の
時
代
か
ら
拔
け
き
^ '
-

ぬ
時
に
は
，
■新
し
き
思
想
は
、
古
き
地
盤
に
對
し
て
倫
理
的
批
判
を
爲
し
、古
き 

人
々
に
對
•し
.て
倫
理
的
敎
訓
を
說
く
の
で
あ
る
。
.即
ち
全
體
主
義
の
頂
く
全
體
的
目
標
は
至
上
命
令
ど
し
て
、
新
た
に
人
々
の
行
爲
の 

準
則
た
る
べ
：き
こ
と
を
要
求
す
る
。
又
古
き
地
盤
の
上
に
生
起
す
る
經
濟
現
象
は
，屢

々
合
目
的
的
な
り
や
の
判
斷
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

公
益
優
先
.の
原
則
の
如
き
、
今
日
の
狀
態
で
は
、

一
個
の
新
し
き
倫
理
的
原
則
と
し
て
受
取
ら
れ
て
居
る
樣
で
あ
る
。
蓋
し
過
渡
期 

的
な
意
味
に
於
け
る
經
濟
の
.偷
理
化
の1

面
を
現
は
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

.

■ 

> 

S
の
倫
理
化
は
斯
く
の
如
く
、
世
界
觀
の
縛
換
期
に
於
て
特
に
表
面
.に
現
れ
て
4

の
で
あ
，

人
或
は
全
體
主
I

I

倫
理 

的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
、
個
人
主
蘼
は
そ
れ
の
簿
い
.も
の
で
あ
る
と
い
ふ
か
も
知
れ
'な
い
。
そ
れ
は
.正
に
其
通
り
で
あ
る
。
が
そ
れ
は 

、

倫
理
的
色
彩
の
濃
薄
に
關
す
る
程
度

.の
差
だ
け
で
あ
る
。
人
あ
っ
て
、
個
人
主
義
の
世
界
觀
に
は
倫
理
が
な
い
か
の
如
く
說
き
、
經
濟 

の
倫
理
化
は
全
體
主
義
を
俟
.っ
て
妳
め
で
可
能
で
あ
る
か
の
如
く
主
張
ず
る
な
ら
ば
> 
そ
れ
は
行
過
ぎ
で
.あ
る
。
個
人
主
義
に
は
個
人 

主
義
の
倫
理
菸
あ
り
個
人
主
義
の
經
濟
道
德
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唯
其
偷
理
は
今
や
棄
て
ら
れ
て
新
し
き
倫
理
と
入
れ 

代
る
と
と
に
爲
る
の
で
あ
る
。
又
人
若
し
今
日
の
經
濟
の
倫
理
化
を
見
て
、
：經
濟
學
も
亦
倫
越
化
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
說
く
な
ら
ば
、 

之
も
亦
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
經
濟
現
象
が
偷
理
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
，經
濟
學
が
倫
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
要
請
す 

る
も
の
で
.は
な
い
。
經
濟
學
は
學
と
し
て
鉋
く
吏
で
偷
理
的
，猶
斷
の
外
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
倫
'理
的
判
斷
は
、
必
ず
政
策
的
立 

.
場
の
上
.に
立
つ
こ
と
を
要
す
る
0 

.

.

.

.

.

ノ
 

.

.
、
經
濟
の
倫
理
化
を
如
實
に
示
す
現
叙
と
し
て
、
今
日
屢
々
論
ぜ
ら
れ
て
居
るr

正
價
論」

が
あ
る
。r

公
正
な
.る
價
格
と
は
何
か
，と
い 

.

ふ
.問
題
で
あ
る
、
近
世
の
'經
濟
學
を
.研
究
し
た
者
に
と
つ
.て
は
•
今
頃
正
價
論
を
な
す
と
は
、
ま
る
で
中
世
期
の
宗
敎
的
經
濟
論
の
復 

光
せ
る
如
き
感
を
與
へ
る
。
，併
し
今
日
の
班
價
論
は
決
し
て
宗
敎
的
な
正
'價
論
で
は
な
^

if
'
し
き
全
體
主
義
のe

標
か
ら
見
て
、
此

e

檩
に
役
立
っ
樣
に
形
成
せ
'̂
れ
る
價
格
が
正
當
な
る
價
辂
で
あ
り
，
然
ら
ざ
る
.も
.の
.が
不
正
當
の
債
格
と
看
做
さ
れ
る
。
新
し
い
全
.

■
 

...
 

•
 

-
 

.
 

.

體

目

，標

が.未
だ
.具
體
的
.に
明
瞭
で
な
い
今
日
、
正
不
IE
の
刺
斷
の
標
準
を
何
處
に
求
む
べ
き
か
、
'•之
を
如
何
に
し
.て
實
現
す
べ
き
か
、

* 

' 

•
. 

. 

.
 

.
 

.

叉
今
日
形
成
せ
ら
れ
づ
、
あ
る
價
袼
を
如
何
に
し
.て
公
疋
た
ら
し
む
べ
き
や
：等
は
總
て
正
價
論
の
取
扱
ふ
.問
題
で
あ
る
。

• 

. 

艽
.九 

' 一(iill

七
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.

.自
_
主
_
の
社
會
が
形
成
せ
ら
れ
つ〜

あ
つ
龙
近
：世
の
初
期
f

て
^
正
«
は
自
然
價
格
の
を
の
下
に
主
張
ぜ
ら
れ
た
0
即
ち
故
意 

.の
人

爲

的

干

涉

を

加

へ

：
る

こ
と
な
く
、
人
，々
め
競
部
の
間
に
自
然
に
形
成
せ
ち
る
、
傻
格
；の

中

-̂
が
公
正
な
る
值
格
で
あ
つ
た
。
自
_ 

主
義
の
支
配
が
確
定
的
と
な
る
に
及
ん
で
;.
正
不
正
の
間
題
は
姿
を
消
.レ
て
、「

自
然」

價
格
の
代
り
に「

正
常」

價
格
と
い
ふ
言
葉
が
使 

用
さ
れ
炎
。：

£

常
!—
と

い

ふ

言

葉

は

何

等

倫

理

的

色

彩

を

帶

，び

る

も

の

で

な

ぃ

’こ
と
が
學
者
に
依
つ
て
强
_
さ
れ
た
。
が
^
し
、
個
V 

主
義
.

S場
か
ら
倫
理
的
判
斷
を
下
す
.な
ら
ば
、
正
常
價
格
は
正
當
價
格
と
し
て
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
の
.で
あ
る
。
唯
義
に
も
述
べ 

,た
樣
に
存
在
と
.當
爲
の
原
則
奶
|
致
が
表
面
上
# 1
理
的
判
斷
を
不
必
要
に
し
た
の
で
あ
る
0
' 

'

‘
 

_

.
主
義
の
社
會
に
於
.て
も

同

じ

事

が

當

嵌

る

で

あ

ら

ぅ

。

全
體
主
義
の
‘
經

濟

機

權

が

今

猶

ほ

實

現

せ

ら

れ

ず
、
其
理
念
も
亦
社
會 

構
成
の
觀
念
的
原
則
と
し
て
通
用
I

璧
ら
ぬ
中
は
、
I

論
は
榮
、
へ
る
で
I

.ぅ
。
倫

理

的

經

濟

.論
S

り
に
行
な
は
れ
る
で
あ 

.

1
。
が
併
し
倫
理
的
議
|

續
く
¥

、
そ
れ
は
i

主
S

不
完
全
I

と
集
す
も
の
に
外

I

な
い
。
い
つ
の
時
期
か
、
經

濟
暴
に
於
て
も
、
.士
の
觀
念
の
中
に
も
全
體
主
義
が
浸
み
1̂
る

時
.
最
平
や
倫
理
的
說

敎

は

不
用
に
な
り
、
正
價
論
も
亦
衰
へ
る

に
相
違
な
い
。

： 

、

，

• 

• 

. 

-

,

'■
•七

' 
統
一
的
銃
制
經
濟

.

.

,

,

、

第
三
に
_

.王
義
經
濟Q

特
質
と
し
て
擧
ぐ
べ
き
も
の
は
*
統
制
經
濟
の
統
一
性
で
あ
る
。
之
に
就
て
語
る
に
は
、
我
々
は
先
づ
經 

濟
界
に
於
け
る
國
家
機
關Q

役
割
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
そ
れ
は
個
人
主
義
の
下
に
於
け
る
.の
と
著
し
い
差
異
を
示
す
か
ら
で 

あ
る 

'
.
國k

忙
對
す
る
考
へ
方
が
個
人
主
義
と
全
體
主
義
と
で
著
し
く
異
な
る
も
の
で
ぁ
る
と
と
は
旣
に
指
摘
し
た
通
か
で
ぁ
る
。
£
.
a

者
に
在
っ
て
.は
は

手

蠶

せ

ら

れ

た

の

で

あ

る

が

、
■後
者
に
在
っ
て
は
、
時
に
其
自
體
の
目
標
を
持
っ
も
の
と
解
せ
ら
^i

る
。 

ヒ

ト
ラ

ふ
主
張
す
る
檨
に
、
屋
が
全
體
と
し
て
民
族
的
目
標
に
.仕
へ
る
機
關
と
解
せ
ら
れ
る
場
合
に
も
、
そ

れ

は

瞥

讓

成
の 

使
命
を
帶
び
.る
最
高
機
關
と
し
て
、
其
重
要
性
は
著
し
く
增
加
す
る
の
で
あ
る
。
.ま
し
.て
況
や
、
國
家
至
上
主
義
が
說
か
I
る
な
ら
ば
、 

直
接
の
目
檩
檐
當
者
と
し
て
の
國
家
の
役
割
は
最
重
要
の
も
の
で
あ
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
0 

；

: 

個
人
主
義
社
會
に
於
て
國
家
觀
は
、
法
治
國
で
あ
っ
た
。
個
人
の
權
利
と
い
ふ
も
の
が
國
家
行
爲
の
出
發
點
で
あ
り
且
つ
文
規
準
で 

あ
つ
：た
。
が
國
家
は
勿
論
公
團
體
に
對
す
る
各
人
の
協
同
、
協
力
的
精
神
を
豫
定
し
て
居
つ
た
。

國
家
は
個
人
の
權
利

を

認

め

、
人

 ̂

と
財
產
の
保
護
を
其
任
務
と
な
し
た
が
、
そ
れ
ば
同
時
に
、
人
格
と
財
產
の
保
緣
の
名
の
下
に
.様
々
の
形
で
個
人
の
生
活
に
干
娶
を
し 

た
の
.で
あ
る
。
法
菌
の
特
徵
を
爲
せ
る
も
の
：は
，」

兀
來
個
人
の
自
由
.に
對
し
て
I

に
官
廳
が
干
渉
す
る

と
と
を

除

く

と
と
で
あ
っ 

た
。
官
廳
の
干
渉
は
唯
法
律
S

っ
.て
$

1
さ
れ
た
。
.個
人
は
原
則
4
し
V

.

1を
保
證
さ
れ
た
、
奢
應
じ
て
經
濟
の
方
面
に
於

て
、
國
家
は
單
に
現
存
秩
序
の
維
持
、
監
督
を
主
た
る
任
務
と
し
、
附
隨
的
な
意
味
に
於
て
'
經
濟
的
補
助
、
又
は
援
助
、
育
成
等
の 

仕
事
を
行
つ
た
の
で
あ
る
0 

C註〕 

；
ノ 

• 

, 

.

部X

 

Eulsburg, R: A
H
g
e
m
e
l

.p.e Wirtschaftspolitik:

1
9
3
8
,

第
五
章
以
下
參
^
3 

.

.
併
し
法
治
.國
の
思
想
は
：：
現
代
に
看
に
從
つ
て
次
第
に

修
飾
粟
て
行
っ
た
。

独Q

範
圍
は
次
第
に
醫
さ
れ
、
個
人
の
.權
利
は 

漸
次
狹
め
.ら
朴
て
行
.っ
た
。
經
濟
的
に
見
れ
ば
.、
國

家

の

事

業

は

數

多

の

，方

面

に

於

て

個

人

企

業

に

代
り
、
之

を

補

充

し

、
社
會
問
題 

を
-值
接
國
家
歌
に
依
づ
て
解
決
す
る
傾
向
を
..强
め
%
經
濟
的
.保
護
援
助
は
可
速
度
的
に
增
.大
し
た
o
法
治
國
は
進
ん
で
厚
坐
國
家
と 

■M
濟
の
'政

篇

.

.

.

•,■ 

: 

2
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ニ
ニ
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八
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::
い
ふ
觀
念
に
移
つ
て
行
つ
た
？
.

,:..

-/
■
. 

•
 

-
■
:.:

■ 

. 

: 

, •

,
.

.

.
斯
様
な
進
路
は
一
面
に
於
て
、
法
洽
國
时
概
念
の
®
際
的
行
き
詰
り
を
示
す
も
の
で
、.
現
代
.の
全
體
主
義
思
想
へ
の
轉
換
を
暗
示
す 

る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
此
主
義
の
下
に
於
て
.は
、
國
家
は
個
人
.の
絕
對
的
服
從
を
要
求
す
る
。
總
て
の
私
人
及
び
私
的
團
體
は
國
家 

目
的
の
達
成
を
可
能
な
ら
し
め
る
様
に
其
地
.位
を

.指

定

さ

れ

る
■ °,
,そ
れ
は
政
治
的
方
面
に
於
て
の
み
で
#

國
民
の
诈
活
の
あ
ら
ゆ 

る
方
面
に
匦
る
6
オ
ィ
.レ
ン
ブ
ル
ダ
が
正
當
に
指
摘
す
る
如
く
，「

全
體
主
！|

國
家
は
特
に
精
神
的
な
世
界
を
も
重
'視
し
、
總
て
の
團
體 

蓮
動
、
藝
術
、
科
學
、
宗
敎
及
び
家
族
に
其
理
念
を
浸
透
さ
せ
る
爲
に
、
.國
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
把
べ
ん
と
努
力
す
る
。
現
今 

著
し
く
重
要
視
さ
れ
て
居
る
所
の
社
會
的
國
體
と
經
濟
的
團
體
は
特
に
其
影
響
下
に
立
.っ
の
で
あ
る
。
此
等g

圑
體
は
統
一
化
さ
れ
、
 

國
家
の
指
導
の
下
に
置
か
れ
る
.°
規
定
'>
管
理
、
規
約
が
經
濟
の
全
領
域
に
擴
.が
る
。
斯
か
る
國
家
は
其
性
質
上
専
ら
中
央
集
權
的
な 

傾
向
を
内
に
蔵
し
*
經
濟
に
對
し
て
も
亦一,

曆
强
度
の
統
一
的
指
導
を
與
へ
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る」

。
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V
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.
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自
由
主
義
時
代
，に
採
用
さ
れ
た
國
家
の
統
制
的
經
濟
政
|
は
、
寧
ら
經
濟
組
織
.の
欠
陷
を
繕
ろ
ひ
、
其
不
備
を
矯
め
す
こ
と
に
往
っ 

た
。
元
來
經
濟
組
織
そ
の
も
の
.に
意
識
的
な
全
體
的
統
ナ
が
無
く
、
，個
.々
の
經
濟
單
位
相
瓦
間
’の
精
巧
な
自
然
發
坐
的
聯
絡
に
依
っ
て
.
 

秩
序
が
保
た
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
之
.に
照
應
し
て
國
家
の
統
制
も
損
は
れ
た
部
分
々K

の
必
®
に
應
じ
て
行
は
れ
、
全
體
.と
し

<て
の
計
畫
は
何
等
見
る
べ
き
冬
の
が
：な
か
っ
：た
。

'

-
.
. 

:

 

然
る
に
全
體
主
義
經
濟
に
於
て
はV

統
制
枕
國
家
目
的
.に
應
じ
て
全
體
と
し
て
.首
尾

，
一
：貫

し

て

居
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ゾ
十
、パ
ル
ト

\
 

- 

_
/
r 

J

眷

.其近著

「

ド
ィ
ッ
社
の

.中
で

、
計
奪•經
濟H

就
v

v1

一；一
つ
の
特
質
を
擧
げ
で
：

.ゐ
る
。.

S)

.包
括
性
*
統
ニ
性
及
び
多
檬
性
即 

ち
之
で
あ
る
。
包
括
性
と
.は
又
洤
體
性
と
も
い
ひ
#
ベ
ぐ
計
畫
が
經
濟
の
全
體
に
及
ぶ
/

J

と
を
い
ふ
o
,部
分
的
計
靈
と
い
ふ
も
の
.は
其 

自
體
矛
盾
を
含
む
も
の
.で
軌
々
.も
す
れ
ば
無
ft
*
畫
ょ
り
も
惡
い
で
あ
ら
ぅ
。
統
制
經
濟
が
秩
序
あ
る
全
體
と
し
て
の
.意
味
を
持
つ
爲
に
.

は
丨
經
濟
生
活
の
全
領
域
が
銃
制
の
下
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

'

.

,

• 

. 

•

(

註)
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'

第
一r

の
統
■一
 
性
と
は
，
計
畫
が
一
個
所
ょ
り
出
ず
べ
き
こ
と
を
い
ふ
。
計
畫
の
中
心
が
數
箇
所
に
あ
つ
て
そ
れ
ぐ
別
箇
の
計
®:
を 

樹
て
る
こ
，
と
は
蓋
し
計
畫
.の
.自
殺
杧
外
な

ら

ぬ

か
ら
、
'-
«
:銃
一
性
は
自
明
の
理
>
い
つ
て
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
0
+ゾ
ム
バ
ル
ト
は
猶
ほ
統
一
 

が
國
民
的
で
あ
つ
て
決
し
て
國
際
的
で
あ
つ
て

は
な
ら
ぬ

G
と
を
.述
べ
，'て
ゐ
る
が
、
之
ま
..た
敢
て
說
明
を
俟
つ
ま
で
も
な
い
、
當
然
の 

.こ

と
で
あ
ら
ぅ
。

. 

.

第
三
の
多
様
性
と
は
、
計
#:
.經
濟
が
決
し
て
畫
，

I

的
な
も
の
で
な
く
、
洛
國
'の
廣
狹
、
人
口
の
大
小
其
他
歷
史
的
、
.地
理
的
、
文
化 

的
條
件
I

つ
て
I

f

ベ
I

と
を
意
味
1

°-
計
畫
經
濟
自
情
に
依
つ
て
i

f

 

g
す
t

と
は
1

1

る
が
、
其
.
 

實
行
手
段
に
於
て
も
亦
多
様
性
の
あ

.る
こ
と
を

承
認
し
な
け
.れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
其
經
營
組
織
と
し
て
國
營
も
民
營
も
或
は
兩
者
の 

折
衷
的
經
營
も
必
要
に
應
じ
て
之
を
利
用
す
ベ
：き
で
あ
る
。
銃

制
經
濟
_

又

は

ゾ

ム

、パ

ル
ト
の
宏
ふ
計
«

ぼ
濟
_

_

が
私
經
濟
を
除 

去
す
る
も
の
で
為
い
と
と
は
云
ふ
ま
.で
も
な
.い
0
寧
ろ
逆
に
之
を
適
當
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
0

制̂
經
濟
の
目
指
す
所
の
も
の
は
、 

ゾ
A
バ
ル
ト
の
言
を
藉
り
て
い
ふ
な
ら
ば
、

「

國
民
の
經
濟
的
存
在
の
健
全
な
權
成
に
對
し
て
指
導
的
見
地
を
樹
立
す
る
と
と
で
あ 

/
• 

經

濟

め

政

治

化

/'
■.
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計
書一

經
濟
と
い
ふ
言
葉
は
主
と
て
し
社
會
、rl
£
義
的
な
意
味
を
持
ち
、
生
產
謹
を
國 

:
家
が
管
理
.す
る
意
味
に
解
さ
れ
、
統
制
經
證
.之
に
對
し
私
的
生
產
を
も
原
則
と
し
て
認
め
る
所
の
經
濟
組
織i

就
て
用
ひ
ら
れ
る
の
が
普
通 

で
あ
る
。
ゾ
气
ハ
ル
ト
が
此
處
で
い
ふ
計
蠻
經
濟
は
然
ん
、
全
體
と
し
て
秩
序
あ
る
經
濟
組
織
と
い
ふ
意
味
で
決
し
て
私
的
坐
產
經
營
を
排
斥 

す
る
も

，

の
で
な
い
か
ら
統
制
經
濟
と
解
し
て
ょ
い
で
あ
ら
う
。
但
し
今
日
の
社
會
主
義
者
は
、
併
し
#
く
、
私
的
生
產
を
も
其
經
濟
組
織
の
中 

にi

将
認
.す
る
所
の
識
論
を
吐
く
か
ら
し
て
、
此
兩
經
濟
の
區
別
は
實
際
問
題
と
し
て
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
で
あ
ら
う
。
我
國
の
恶
本
國
策
盟 

綱
に
は
次
の
如
き
一
句
が
あ
る
。
即
ち「
宮
民
協
力
に
依
る
計
喪
：經
濟
の
遂
行
、
特
に
主
要
物
資
の
坐
津
、
靡
給
、
消
費
を
貫
く
'ー
元
的
統
制 

-

機
構
の
i

」

の
實
現
^.
期
ず
と
。
此
の
場
合
計
親
經
濟
と
は
勿
論
統
制
經
濟
と
同
義
語
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

' 

.
 

■
 

''で

•
經
濟
が
全
體
主
義
の
下
に
於
て
上
述
の
如
く
統
一
化
さ
れ
る
爲
に
は
、
，生
產
ょ
り
流
通
.、
分
配
消
費
の
全
經
濟
領
域
に
互
っ
、
て
縱
に 

も
橫
に
も
密
接
な
意
識
的
聯
絡
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
.ば
統
制
經
濟
の
第
四
の
特
質
と
し
て
附
加
へ
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
o 
.

 

此
聯
絡
機
關
を
通
じ
て
.全
體
目
的
の
爲
に
す
る
統
制
が
可
能
と
な
り
容
易
と
な
り
、
又
末
梢
的
部
分
に
至
る
ま
で
行
き
亙
る
の
で
あ
る
。 

從
來
斯
く
の
如
き
聯
絡
の
機
關
は
な
く
、
聯
絡
は
自
然
發
生
的
に
無
意
識
に
行
は
れ
て
居
っ
た
。
今
之
を
意
識
的
に
改
革
し
舊
き
も 

の
.

>
.
1

部
を
去
り
、
新
た
な
る
も
.の
を
附
加
へ
つ
、
編
成
し
直
す
こ
と
が
必
要
で
.あ
る
'0
此
編
成
し
直
し
に
依
つ
て
聯
絡
機
關
は
從
前 

に
較
べ
て
動
々
も
す
れ
ば
著
し
く
高
い
費
用
を
要
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
が
そ
れ
は
止
む
を
得
ぬ
費
用
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

唯
々
人
蒞
し
、
自
曲
主
義
時
代
の
商
業
の
實
質
的
役
割
を
輕
視
し
、
投
機
思
惑
の
利
潤
を
追
求
し
た
り
、
小

規

模
先
糜
業
衆
を
搾
取
す

. 

, 

. 

. 

-

る
所
.の
.弊
害
の
み
を
念
頭
に
置
き
、
之
を
抑
壓
又
は
排
除
し
て
、
.以
て
よ
り
圓
滑
に
.よ
り
低
廉
に
且
つ
又
よ
り
遺
德
的
に
、
財
貨
流
通

o
途
が
開
か
れ
る
と
思
ふ
^
ら
ば
、
そ
れ
は
大
な
認
識
.不
足
と
い
，
は

ね

ば

な

ら

ぬ

？

從

來

特

定

.の
消
費
需
要
を
目
當
て
に
し
‘て
行
は
れ 

て
居
ら
：な
か
つ
た
生
產
物
を
ば
、
需
要
の
大
小
、
强
弱
に
應
じ
て
配
給
せ
る
商
業
の
統
制
、
所
謂
る
配
給
市
場
組
織
は
、
意
識
的
に
之 

を
銃
制
、
經
營
せ
ん
と
し
.て
も
、
そ
..ぅ
簡
單
に
ゅ
く
も
^
で
は
な
い
0
前
以
、て
財
貨
の
生
產
並
び
に
配
給
の
兩
部
門
に
於
セ
統
制
を 

容
易
な
ら
し
め
る
所
の
組
織
を
作
り
、
.：從
來
あ
っ
た
所
の
.貨
幣
的
聯
絡
の
み
で
’
‘な
く
、
精
神
的
意
思
疏
通
.の
途
を
講
じ
て
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。 

：
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'

し
か
も
坐
產
と
消
費
と
.の
隔
た
り
が
、
時
間
的
に
も
經
濟
的
に
も
益
々
大
ぎ
く
且
つ
複
雜
に
な
り
つ
X
あ

る

今

日

"
兩

衮

を

聯

絡

し 

て
、
.抨
生
產
を
可
能
.な
ら
し
む
る
所
.の
商
業
の
.役
割
は
愈
々
.'重
要
性
を
增
加
す
る
の
で
あ
つ
て
、
之
が
圓
滑
に
遂
行
せ
ら
れ
る
こ
と
な

ゾ

. 

-

く
し
て
は
、
生
產
.の
獷
張
は
勿
論
の
こ
と
其
繼
緣
す
ら
金
ぐ
困
難
と
.な
：る
で
あ
ら
ぅ
o:
今

日

に

至

る

ま

で

商

業

の

，撤

'務
..を

圓

滑

に

遂

行 

せ
し
め
得
た
其
根
元
は
營
利
の
自
由
を
商
業
者
に
許
し
た
こ
と
に
.あ
る
の
.で
.あ
る
か
ら
、
今
日
、
其
弊
害
のI

面
の
み
を
見
て
之
を
抜

殺
せ
ん
と
す
る
が
如
裏
角
為
：

9
$

裏

す

s

i

t 
?

外
|

ぬ
。

:

.
八
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經
濟
の
國
防
的
性
質，

■
,

. 

.

: 
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.

統
制
經
濟
の
統一

‘性Aj

關
聯
し
て
、
全
體
主
義
の
更
'
'r1/

つ
.の
.特
徵
は
.

(

第
四)

經
濟
の
國
防
的
性
質
で
.あ
る
。

. 

自
由
生
養
經
濟
の
行
諸
り
の
理
^
が
、
，
|.;
つ
に
：は
資
本
主
義
國
の
植
庹
地
.占
有
象
の
爭

.ひ
に
あ
る
.こ
と
は
旣
'に
前
に
觸
れ
た
？
全 

體
决
義
は
此
郇
ひ
を
解
決
す
べ
き
糜
贺
的
任
務
を
持
っ
て
：居
^
'

此
任
務
は
政
治
的
に
：も
.又
經
濟
的
に
も
頗
る
重
要
な
る
特
質
を
全
體 

座
_
に
與
人
る
も
.の
で

あ

今

^
裁
に
は
專
％
經
溝
に
の

.み
限
^
て
^
^
^
^
^
^
^
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,
.

•目
的

論

的

に

言

へ

.：

ば
、
經
濟
が
全
體
主
義
の
卞
に
統
制
せ
ら
る
1
目
的
.は
、.一
1
0.に
.之
.を
國
防
の
爲
：に
奉
仕
せ
し
む
る
.こ
と
に
在
る 

と
い
っ
て
ょ
い
。
從
來
.の
經
濟
と
轉
も
、
國
防
と
.い
ふ
こ
ど
：を
考
へ
ず
に
其
運
營
が
行
は
れ
た
譯
で
は
な
い
。
''
.が
併
じ
、
國
家
と
い
ふ 

も
の
に
對
す
る
考
へ
方
が
、
，全
體
主
義
と
ば
全
然
異
反
^
と
等
し
く
*
國
防
經
濟
が
、
國
民
經
濟
總
體
の
中
で
古
め
る
位
置
は
決
し
て 

重
要
.な
も
の
で
は
尨
か
っ
た
。
國
防
費
が
絕
對
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
自
由
主
義
的
經
濟
の
再
生 

產
過
程
に
於
て
占
む
る
位
置
は
從
屬
的
で
あ
り
、
再
坐
產
過
程
そ
れ
自
體
は
、
其
增
加
生
產
物
の
：

1

部
を
以
て
國
防
の
爲
に
充
て
.る
に 

過
ぎ
ず
、
之
.に
依
っ
'て
決
定
的
影
響
を
受
け
る
匕
と
も
無
け
れ
ば
、
再
生
產
の
規
模
獷
張
を
阻
害
せ
ら
れ
る
様
な
と
と
は
な
か
つ
た
。

:
:兀
來
、
國
防
の
'爲
に
費
さ
れ
る
價
値
*
又
は
其
慣
値
を
具
體
化
せ
る
坐
產
物
は
、
稃
生
產
過
.程
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
再
び
之
に
炅 

っ
て
き
て
そ
の
栽
礎
と
な
る
?:
と
の
な
い
點
に
於
て
"
純
然
'た
る
餘
剩
生
產
物
と
見
做
す
べ
く
、
其
性
質
上
不
坐
產
的
生
產
物
と
い
っ 

て
ょ
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
.一

國
の
國
防
が
其
國
を
安
全
.に
保
ち
、
對
外
的
地
位
を
鞏
固
に
し
、
人
々
を
し
て
安
ん
じ
て
經
濟
活
動
に 

從
事
せ
し
む
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
間
接
的
に
生
產
に
寄
與
す
る
所
大
啟
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
は
^
私
人 

の
經
濟
に
於
て
、
人
が
其
財
產
に
就
て
支
拂
ふ
保
險
料
と
等
し
く
•
.人
は
之
に
依
っ
て
日
常
の
不
安
を
和
げ
て
以
て
活
.動
を
思
ふ
儘
に 

な
す
を
得
る
點
に
於
て
保
險
は
生
產
的
，効
果
を
持
っ
も
の
で
あ
る
。
併
し
支
拂
は
れ
た
る
保
險
金
は
苒
び
自
己
の
手
許
で
利
用
す
各
機 

會
を
持
た
ぬ
點
に
於
て
は
明
.に
不
坐
豳
的
で
あ
る
。
從

^
てr

國
民
經
濟
の
年
々
の
生
產
物
の
增
加
が
多
い
場
合
に
の
み
，
國
民
の
經 

濟
坐
活
が
豐
か
に
な
り
、
不
坐
產
的
失
費
を
多
く
す
る
ヒ
と
が
で
き
.る
と
同
時
忆
、
.國
防
の
爲
.に
割
當
て
ら
：る
\
部
分
も
增
大
す
る
の 

で
あ
る
。
之
を
逆
に
見
れ
ば
、
年
々
( D
-

增
加
分
ホ

國
防
.に
費
や
さ
れ
る
割
合
が
少
け
れ
ば
少
ぃ
程
、
.反
面
國
民
の
消
費
生
活
に
割
當
で

ら
る
べ
き
部
分
が
多
く
な
り
、
反
對
に
國
防
費
が
過
大
と
.％
る
時
は
、
單
に
他
の
不
生
產
的
支
出
を
抑
壓
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
正
常 

‘の
消
費
生
活
其
も
の
ま
で
低
下
.せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

-

其
故
に
國
防
費
は
必
要
の
最
少
限
度
.に
止
め
、：

之
に
依
っ
て
經
濟
的
發
展
の
.煩
せ
ら
る
、
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
平
和
的
な 

る
個
人
主
義
時
代
に
於
け
る
經
濟
の
正
常
.な
る
姿
で
あ
り
"
同
時
に
經
濟
の
終
極
目
的
た
る
消
費
生
活
標
準
の
向
上
は
、
經
濟
の
王
常
.
 

な
る
姿
.の
下
に
於
て
年
々
の
生
產
物
の
增
加
率
の
增
加
に
よ
っ
て
確
保
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
？

然

必

に

今

，や

經

濟

は

、

.全
體
主
義
の
下
に
於
て
必
ず
.1
.も
人
々
の
.經
濟
的
厚
生
を
目
的
と
せ
ず
.、「

全
體
と
し
て
の
目
的」

達
成
を
其 

課
題
と
す
'る
に
至
っ
た
。
而
し
て
我
國
に
於
て
は
、
囊
に
發
表
せ
ら
れ
た
る
甚
本
國
策
要
綱(

昭
和
十
五
年
八
.月
一
日
、
近
衛
內
閣)

に 

於
て
明
示
せ
ら
れ
た
様
にr

皇
國
を
中
心
と
す
る
日
滿
支
三
國
經
濟
.の
.
_主
的
建
設
を
莶
調
と
し
、
國
防
經
濟
の
极
恙
を
確
立
す」

と
い 

ふ
こ
と
が
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
るo

之
が
爲
に
國
民
生
活
の
經
濟
的
向
上
と
い
ふ
こ
と
は
、
少
く
と
も
差
當
り
疎
か
に
せ 

ら
れ
ざ
る
を
得
な
.い
で
あ
ら
う
。
同
要
綱
は
此
點
に
付
き
次
の
如
く
述
べ
て
居

，る

o
.

「

國
策
、
の
遂
行
に
伴
ふ
國
民
犠
牲
の
不
均
衡
の
是 

正
を
斷
行
し
、
厚
坐
的
諸
施
策
.の
徹
底
を
期
す
る
.と
.共
に
、
國
民
坐
活
を
刷
新
し
、
眞
に
忍
苦
十
年
時
難
克
服
に
適
應
す
る
質
實
剛
健 

な
る
國
民
生
活
の
水
準
を
確
保
す」

.と
？

'
'

國
防
經
濟
の
樹
立
を
主
目
的
と
爲
す
時
は
、「

忍
苦
十
年
時
難
克
服
に
適
應
す
る
國
民
生
活
の
水
準
写
々
：一の
言
は
決
し
て
單
な
る
形 

.容
詞
的
意
味
を
持
っ
に
止
ま
ら
ず
、
實
際
に
於
て
我
々
の
國
民
生
活
を
泜
下
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
で
.あ
ら
う
。
國
民
の
各
自
の
經
濟 

的
福
祉
の
向
上
の
爲
に
す
.る
行
動
が
*
全

譬

的

の

爲

S

肘
を
受
け
づ
1
あ
る
今
日
、一

般
生
活
水
準
、の
向
上
は
到
底
れ
ぞ
ま
れ
る 

經
濟
の
政
治
.化
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こ
と
で
は
教
ぃ
,°
併
し
.な
が
ら
、(

今
若
し
各
人
の
經
濟
的
活
働
が
^
何
等
其
厚
生
の
墦
進
に
資
す
る
こ
と
が
な
い
狀
態
を
以
て
芷
常
で 

I

か
の
如
く
考
へ
る
も
の
1

.

1ば
：*

そ
れ
程
自
家
撞
着
の
こ
と
は
.無
い
。
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
、
I
か
も
大
砲
丈
け
が
增
加 

し
、
生
货
f

M
か
に
す
る
資
本
は
少
し
A

え
.ぬ
と
す
れ
ば
如
何
o
そ
れ
は
經
濟
の
自
殺
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
、
斯
様
な 

狀
態
が
永
く
續
け
ば
> 
暴

的

發

展Q

根

元

た

る

置

臭

本

は

篇

しV

補
充
を
欠
气
終
ひH

は

大

砲

す

ら

_

し

得

ざ

る

狀

態 

に
立
至
る
か
ら
で
.あ
る
，r

國
妨
經
濟
の
振
基
を
確
立
す」

^
は
斯
く
の
如
き
狀
態
を
意
味
し
て
は
な
ら
ぬ
。
經
濟
的
生
產
力
の
著
し
き 

部
分
を
國
防
の
爲
に
费
す
と
も
、
そ
れ
は
畢
竟
.一
時
的
で
、'
,現
-#
代
の
粉
骨
碎
身
が
ハ
鑛
：て
は
來
た
る
べ
き
世
代
の
覺
か
な
る
平
和
的 

東
逝
共
同
經
濟
.C
O
花
を
哚
如
す
憑
.に
、
.

「
忍
苦
十
年
時
難
の
克
服」

を
文
字
通
り
.に
實
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

'

汝
に
讓
と
し
て
岡
人
各
々
に
ょ
る
厚
生
增
進
へ
へ
の
途
を
掣
时
す
る
時
、
當
然
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.

こ
と
は
、
國
家
に
ょ
る
厚
生
施 

設
の
增
加
、
皆
遍
化
で
あ
名
。

ー
國
の
坐
產
カ
の
源
が
徤
全
な
る
人
.

ロ
'

の
增
加
に
あ
る
の
は
明
々
白
々
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
國
家
が 

如
可
に
忍
董
活
を
人
民
に
要
求
す
る
I

限
度
の
あ
る
も
の
5

つV
、

他

方

國

量

般
K

對
し

w

福
祉
增
進
の
社
會
的
施
設
を
爲 

す
の
は
.、
國

家

と

し

て

當

然

.

の
任
務
で
あ
る
。
人
民
に
犠
牲
を
强
ひ
る
の
み
で
は
、
國
策
の
遂
行
は
容
易
に
行
は
れ
難
く
'

其
生
活
に 

確
か
な
安
心
を
與
へ
る
爲
に
'「

厚
生
的
諸
施
策
の
徹
底
を
期
す
る
と
共
に
、

• 

質
實
剛
健
な
る
國
民
生
活
の
水
準
を
確
保
す
る」

と 

.

い
ふ
綱
領
は
文
字
通
o

政
府
が
實
任
を
以
て
之
を
實
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

•

今
飜
つ
て
國
防
と
經
濟
の
關
係
を
觀
察
せ
ん
に
、
.
一
國
民
經
濟
に
於
て
年
々
生
產
に
用
ひ
ら
る
k
財
貨
は
、
之
を
大
別
し
て
生
產
財 

(

即
ち
资
本
財
.と
消
費
財
と
。
爲
す
と
と
が
出
來
る
..0
消
費
財
は
虫
產
に
從
事
す
る
者
の
後
活
維
持
從
つ
て
又
其
勞
働
カ
に
充
て
、

ち
れ
る
も
の
.で
あ

る

。

而

し

，て

兩

者

の
■協
力
に
依
っ
て
生
ず
る
生
盧
物
を
亦
、
次
期
办
生
#
に
使
用
'せ
ら
れ
る
'生
產
財
と
消
費
脉
と
ょ 

り
成
る
。
唯
々
此
際
進
歩
的
な
る
國
民
經
濟
に
於
て
は
、
.何
れ
の
.部
門
の
.財
貨
の
量
も
價
値
も
前
期
に
比
し
て
增
加
す
る
の
が
常
で
あ 

る
9
此
增
加
分
は
、
生
產
財
に
.就
て
い
へ
ば
、
再
生
產
過
程
が
更
に
擴
張
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、.
消
費
財
に
就
て
い
へ
ば
、
國
民 

の
全
部
又
は一

.

部
の
消
費
.が1

層
'豐
か
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
猶
ほ
、
消
費
財
は
更
に
之
を
分
け
て
、
直
接
に
勞
動
カ
0
#
芍
の 

爲
の
，部
分
と
、
.其
間
凝
的
維
持
乃
至
非
經
濟
的
な
る
用
途
に
向
け
'̂
.れ
る
部
分
と
が
あ
る
。
：例
へ
ぼ
、
軍
備
の
爲
' 
敎
育
の
爲
-
lh
會 

の
秩
序
維
持
.の
爲
、
奢
侈
贅
澤
の
使
途
に
費
消
せ
ら
れ
る
財
貨
は
後
者
に
覉
す
る
，°.
•

■
今
此
過
程
を
貨
幣
の
側
か
ら
見
る
な
ら
ば
次
の
.通
り
で
あ
る
0
生
堑
經
營
の
衝
に
當
る
資
本
听
有
者
は
其
貨
幣
資
本
の
一
部
を
生
產

財
に
他
のI

部
分
を
勞
働
力
に
支
出
す
.る
0
而
し
て
之
ょ
り
生
產
せ
る
.生
產
物
を
賣
却
し
て
得
た
る
價
歡
は
、
其

生

產
に
投
じ

.̂

る
費

用
價
値
ょ
り
何
パ
.
1
セ
ン
ト
か
多
い
利
潤
を
含
む
の
を
常
と
す
る
。
此
利
潤
は
一
部
分
鑛
張
稃
生
產
の
.爲
に(

節
約〕

、
ニ
部
分
は
純

乎
た
る
消
費
に
割
當
て
ら
れ
る
o
.勞
働
力
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本
は
賃
銀
の
形
を
經
て
消
費
財
に
對
す
る
.需
要
を
示
す
も

の

，
で

あ

る

。

-
而
し
て
消
費
財
の
.坐
！一

と
生
鹿
財
..の
决
產
と
の
間
に
は
常
に一

定
の
割
合
が
あ
っ
て
、
.兩
蕃
が
均
衡
を
失
す
る
時
は
、
經
濟
0
發
噶

比
著
し
く
其
姿
基
め
ら
れ
る
の
で
あ
るo

例
.へ
ば
假
に
節
約
せ
ら
る
\
部
分
が
過
.度
に
多
く
、
爲
杧
消
費
財
の
生
産
が
現
存
消
^
欲

望
を
滿
た
す
に
足
ら
ぬ
時
は
.
.生
計
費
は
概
し
て
騰
貴
す
ベ
く
、.
需
要
は
充
分
に
滿
^i

さ
れ
ざ
る
ニ
方
、
坐
產
財
は
餘
分
に
增
加
し
、
.

之
を
輸
出
す
る
か
然
ら
ず
ん
ば
其
利
用
困
難
と
い
ふ
事
態
に
立
至
る
で
あ
I

O
.之
に
對
し
節
約
が
少
く
消
費
多
く
、
多
量
の
證
ォ

が
佻
.給
せ

ら

れ

、

生

產

財

の

供

：給

減

退

す

る

時

は

、

. 一.

般

物

價

は'下
落

し

、
：：企

業

の

收

益

困

難

と

‘爲
り
、
又
資
本
利
子
は
騰
貴
す
る
で 

'

奮

の

.政
治

化

.

..
:
: 

ニ
？

へ

‘
§

5

〕
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あ
ら
ぅ
。
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
：年
々
の
砠
«
物
の
時
間
的
分
配
が
^
つ
、て
居
る
の
で
あ
.つ
て
、
或
は
將
來
が
過
度
に
供
く
評
價
さ 

れ
、
或
拉
其
反
對
に
過
度
に
高
く
評
慣
さ
れ
た
の
_
.で
あ
る
。
~

.

:

'

:

•
 

. 

‘

.
以
上
の
原
則
は
、
.平
常
の
場
合
に
就
て
の
ベ
‘た
の
で
あ
る
が
、
戰

.

&

の
場
合
に
も
此
原
則
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
我
國
は
現 

在
支
那
事
變
を
經
驗
し
つ
k
、
髙
度
國
防
國
家
建
設
と
い
ふ
目
的
を
樹
て
'
經
濟
的
に
は
軍
備
の
大
擴
張
が
半
恒
久
的
な
性
質
を
持
つ 

も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
に
向
つ
て
所
謂
る
經
濟
の
再
編
成
が
行
は
れ
て
居
る
。
之
に
對
し
て
上
述
の
原
則
は
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
.か 

と
い
ふ
に
'
そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
？

. 

;

•
1

國
民
經
濟「

の
重
點
が
國
防
產
業
に
置
か
れ
る
と
い
ふ
こ
と
ば
、'奢
侈
財
の
生
產
が
增
加
す
る
と
い
ふ
に
似
て
、
消
費
財
生
®

が
增 

加
し
、
生
產
財
の
生
產
が
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
年
々
.の生

！
：

額
の
增
加
部
分
が
專
ら
消
耗
財
に
充
て
ら
れ
、
將
來
の
爲
に
備
へ
る 

生
峦
犲
の
補
充
、
擴
張
、
更
新
に
充
つ
べ
き
部
分
が
減
少
又
は
皆
無
と
な
り
、
甚
し
い
場
合
に
は
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
部
分
の
消
耗
を
さ 

へ
生
ず
る
こ
と
に
.な
る
'
然
か
も
消
費
財
の
增
加
と
い
つ
そ
も
、
其
內
で
國
民
勞
働
カ
涵
養
に
充
て
ら
れ
る
生
活
手
段
の
增
加
で
な
く
、
 

之
と
は
無
關
係
友
軍
需
品
の
增
加
で
あ
り
、
生
活
手
段
の
生
產
は
寧
ろ
之
が
爲
に
壓
迫
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
純

然

た

る

、消

耗

品

の

生 

席
增
加
は
、
直
接
に
は
經
濟
的
發
展
の
爲
に
は
少
し
も
役
に
立
た
ぬ
、
と
^
ふ
ょ
り
之
を
阻
害
す
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
、
第

一 

に
資
本
財
の
補
充
、
摘
張
を
妨
げ
て
將
來
の
消
費
財
增
加
の
途
を
塞
ぎ
、
第

二

に

多

數

の

勞

働

ヵ

•を

ば
、
資
本
財
又
は
生
存
手
段
用
消 

費
財
の
生
.產
の
部
門
ょ
り
奪
つ
て
、
不
生
產
的
な
る
消
耗
財
の
生
產
に
之
を
向
け
る
こ
と
に
爲
る
。

.

.

.へ
之
が
爲
に
、
從
來
の
資
本
財
再
生
產
は
、
二
重
の
障
害
を
受
け
る
、
即
ち
第一

に
之
ま
で
資
本
財
の
生
產
に
用
ひ
ら
れ
て
居
つ
た
所

の
.資
本
と
勞
プ
と
が
一
部
分
軍
管
00
の
生
產
の
方
に
割
か
れ
る
こ
と
に
依
り
、
第
二
に
は
、
そ
れ
が
爲
め
、
#
生
^
の
爲
に
す
る
素
付 

の
填
補
が
將
來
困
難
と
な
る
こ
と
に
侬
り
、
然
か
も
價
値
の
塡
補
は
、
信
用
に
依
づ
て
マ
時
間
に
合
は
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
將
來
に
於 

て
素
材
に
依
る
實
現
を
要
求
す
る
。
之
と
同
様
に
消
費
財
の
#
生
產
も
ニ
重
の
障
害
.を
蒙
る
で
.あ
ら
ぅ
。
即

ち

第

一

に

.
は

消

費

財

生

產 

に
充
て
ら
れ
て
届
つ
た
勞
カ
と
資
本
と
が
一
都
分
國
防
部
門
に
割
か
れ
る
こ
と
■に
ょ
り
、
又
第
二H

は
生-ii

財Q
S

少H

伴
ふ
て
勞
働 

力
維
持
の
根
源
た
る
消
費
財
の
將
來
に
於
け
る
供
給
が
必
然
的
に
減
退
す
る
こ
と
に
依
る
？

以
上
の
說
明
を
略
言
す
れ
ば
..戰
時
の
爲
に
の
み
經
濟
を
苒
編
成
す
る
こ
と
は
、
時
に
生
齑
力
の一

•般
的
減
退
を
伸
ふ
危
險
の
あ
る 

も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
戰
時
に
.於
て
.軍
需
糜
業
が
'殷
盛
を
極
め
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
國
民
經
濟
の
生
.產
カ 

の
部
分
的
變
1
を
意
味
す
る
。
然
か
も
其
變
位
た
る
や
多
大
の
摩
擦
の
犠
牲
を
以
て
强
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
が
爲
に
發 

行
せ
ら
れ
る
政
府
Q
--
fi
l

用
S

大q

額

黑

し

、
多
大
s
f 

s

來
に
か
け
.
5

し
、
麗

s
e

盤

を

_

た
ら
し
む
る
お
そ 

れ
な
し
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。

.
,

 
•

.

目

下.
Q

證

Q

經
濟
狀
態
が
斯
く
の
如
含
一
般
的
雙
の
生
產
證
、
1即
ち
謂
所
る「

縮
小
再
生
產」

Q

蔭

に

ズ

れ

る

も5

で
あ
る 

か
"

そ
れ
と
も
戰
爭
の
一
時
的
影
響
を
受
け
て
平
時
產
業
に
の
み
生
嵛
減
退
の
傾
向
が
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
か
ど
ぅ
か
は
大
い
に
議
論
の
存 

す
る
所
で
在
つ
て
、
此
處
に
簡
單
に
論
斷
す
る
を
得
な
い
が
、
爲
政
者
は
宜
敷
し
く
此
に
思
ひ
を
致
し
、
高
度
國
防
國
家
の
建
設
に
蠆 

進
す
る
の
秋
に
當
り
：
國
カ
發

展

の

根

元

た

，る

平

時

經

濟

力

の

培

養

に

.

充
分
心
掛
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
民
力
の
涵

養

こ
そ
は
國
力
の
塞
を 

爲
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
如
何
な
る
經
濟
に
於
て
も
最
も
重
要
な
る
原
則
で
あ
る
の

'

で
あ
るo

さ
れ
ば
尨
大
な
軍
需
品
や
國
防
上q

生 

.
潜

の

政

治化

'.•.
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,產
ヵ
獷
充
は
、

-—
».方
に
は
、
國
民
生
活
水
準
.を
考
.廒
し
て
差
し
當
り
必
要
な
ら
ざ
る
生
產
部
門
を
抑
壓
し
、
.他
方
で
は
國
防
に
必
耍
な 

る
生
產
部
門
を
增
强
し
つ
-

以̂
て
.增
產
に
依
つ
て
得
た
る
餘
力
を
以
て
之
に
充
て
る
と
い
•ふ
こ

と
を
原
則
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo 

若
し
：此
餘
ヵ
以
上
の
摘
：充
が
永
く
行
は
れ
た
り
、
生
虚
ヵ
苒
編
成
上
の
犧
牲
が
い
つ
ま
で
，も
殘
る
樣
な
こ
と
が
あ
.れ
ば
-
そ
れ
は
ひ
い 

•て
經
濟
の
破
壊
へ
至
る
途
を
步
み
續
け
る
こ
と
.に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。 

.

高
度
國
防
國
家
建
設
の
爲
め
、
わ
が
國
民
は
忍
苦
十
年
時
艱
を
克
服
す
，べ
き
こ

と

を

近
銜
內
閣
に
依
つ
て
訓
へ

ら

れ

た

。

ヒ

ト

ラ

ー
 

は
四
年
の
期
間
を
國
民
に
要
求
し
、
以
て
其
間
に
農
民
の
救
濟
、
失
業
勞
働
者
の
救
濟
を
約
し
-
獨
邀
國
民
經
濟
の
繁
榮
を
齎
ら
す
こ
と 

を
^
1つ
て
そ
れ
に
成
功
し
た
0我
々
國
民
も
亦
總
意
を
以
て
國
策
を
奉
じ
、
各
々
其
職
に
任
じ
て
應
分
の
奉
公
を
い
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

九

經

，.濟
：の

指

導

.
金
體
主
義
的
銃
制
經
濟
の
五
#
目
の
特
徵
と
し
て
我
，々
は
經
濟
に
於
け
る
指
導
と
い
..ふ

と

と

を
擧
げ
る
o.

個
人
主
義
の
國
民
經
濟
の
下
兄
於
.て
は
、
各
經
濟
單
位
は
そ
れ
^

-
に
目
的
を
立
て
、
、自
ら
の
責
任
に
於
て
經
濟
的
活
動
を
爲
し
、 

國
民
經
濟
の
_

.と

しV

S
言
嘉
的
に
行
は
れ
た
の
で

.|
。_

に

讓

の

爲

す

經

濟

鍪

窆

に

^ ,
す

る「

干
渉」

と

い

ふ 

形
を
と
つ
た
が
、
，全
體
主
義
の
下
に
於
て
は
、
干
渉
の
.代
り
に
、鞲
成
的
な
性
質
を
持
つ
所
の
國
民
經
濟
の「

指
導」

が
經

濟
政
策
の
主

た 

る
任
務
と
爲
る
で
あ
ら
ぅo 

(

註)

此
處
に
於
て「

指
導」

す
る
人
間
と
其
方
法
に
就
，て
新
た
な
問
題
.が
生
じ
て
く

る

。.

.

(
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參
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.

霞̂ Î

:

'
.資
本
主
8

濟
.の
發
達
は
生
產
單
位
の
耳
大
、
|

期
間
の
.延
長
，
分
業
の
精
密
等
.の
技
術
的
猶
f

齎
ら
し
、
そ
れ
は
社
會
的
相 

S
依
存
關
係
を
深
く
し
、

一
經
濟
堪
位
の
興
廢
は
動
々
も
.す
れ
ば
國
民
經
濟
全
體
に
著
し
い
.影
響
を
與
へ
る
に
至
っ
た
：
個
人
主
義
の 

考
へ
方
に
從
ベ
ば
、
各
人
は
各
人
の
利
害
の
み
，に
關
心
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
各
經
濟
單
位
の
行
動
が
小
部
分
の
影
響
を 

及
ぼ
す
の
み
で
.
*國
民
經
濟
全
體
に
些
し
た
る
變
動
を
與
へ
ぬ
樣
な
、
資
本
主
義
雲
の
高
度
に
達
せ
ざ
る
時
代
に
通
用
す
る
原
則
で 

あ
る
。
今
日
の
等
態
は
、
撕
く
の
如
き
自
甶
主
_
的
態
度
を
.許
さ
な
い
。
個
々
の
企
業
は
全
體
に
對
し
て
役
に
立
っ
と
い
.ふ
意
識
が
必 

要
で
あ
り
、
炎
業
家
は
.國
民
經
濟
全
體
の
爲
に
有
利
に
な
る
樣
に
事
業
を
經
營
す
る
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
る
。
.換
言
す
れ
ば
、
各
企
業 

經
營
者
は
全
體
に
對
し
て
或
實
任
を
負
ふ
の
で
あ
っ
て
、
其
企
業
の
'經
營
を
ば
、r

全
體」

か
ら
受
託
さ
れ
る
と
.い
ふ
風
に
見
直
さ
ね
ば 

な
ら
ぬ
。

.

'

.
•
 

' 

.

,

.全
體
主
義
の
經
濟
の
指
導
と
は
此
精
神
に
則
っ
て
爲
す
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

. 

. 

•

自
技
主
義
の
企
業
家
達
は
、
自
己
自
身
と
神
怫
に
の
.み
責
任
を
負
ひ
、
危
險
を
一
身
に
引
受
け
て
行
動
し
た
。
然
か
も
之
は
彼
等
に 

敢
爲
と
自
信
を
與
へ
、
其
能
力
を
充
分
に
振
舞
は
し
む
る
を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る.o 

•

.

.

.
 

'
 

,

-

今
全
體
主
義
の
經
濟
指
導
が
行
は
れ
る
に
當
っV.

も
、此
利
益
丈
け
は
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
.
0
が
、營
利
的
行
動
を
以
て
本
務
と
し
て
居 

っ
.た
企
業
家
に
参
し
て
献
し
い
經
營
精
神
を
求
め
.る
/

J.

と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
要
は
營
利
精
神
の
活
動
し
得
る
範
圍
を
限
定
し 

て
、
-
其

範

圍

朽

に

於

て

自

由

に

活

動

せ

し
め
る
と
同
時
に
、
藥
利
精
神
と
全
體
精
神
と
の
自
ら
一
致
す
る
樣
な
機
構
を
作
り
上
げ
る
こ 

と
で
あ
る
o
:而
し
て
他
方
全
體H

對
す
る
責
任
感
を
企
業
家
に
植
ぇ
っ
け
る
努
力
が
必
要
で
あ
.る
.が
、‘
そ
れ
は
'正
に
べ
.
ン

テ

の

指

摘

す 

經
濟
の
政
治
化，.

， 
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2
1
1

九 
3
.

,る
.通
^
法

律

に

侬

づ

：
て
：
無

數

;0
命
令
や
禁
令
を
以
て
爲
し
_

■
又
'は
全

：<:
屛
息
せ
し
め
、
加
ふ
る
に
尊
重
し
よ
う
と
ず
る
當
の
も
の
、
經
濟
す
る
者
の
責
任
感
を
殺
し
-て
し
ま
ぶ
.で
あ
ら
う
。
即
ち
固 

人
は
責
任
を
_

し
、
命
令
や
禁
令
を
發
す
る
行
政
官
廳
に
そ
れ
.が
移
る
で
あ
ら
う
。
之
が
爲
め
.當
局
の
吏
配
領
或
は
過
®
に
膨
脹
し
、 

丁
度

'

過
去
に
於
て
個
入
の
過
度
の
膨
腺
の
結
果
と
同
樣
_に
結
局
崩
潰
が
來
る
で：

あ
ら
5
。.

經
濟
す
.
る
者
の
國
民
責
任
感
は
必
ず
や
敎 

■
■W

.

啓

蒙

.
及
ひ
虎
吿
に
.依
.り
て
創
り
出
す
ぺ
く
、
.
.立
法
に
依
る
も
の
で
：_は
.な
い
.
0

」
(

独
3
.
. 

.

\

 

(

裁)
B
e
n
t
e
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前

揭

書

八

九

裒
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：

.!
-
'

'
個
人
の
.全
體
に
對
す
る
責
任
亦
強
調
さ
れ
る
と
同
時
.に
、
全
歡
の
個
人
に
對
す
る
責
伍
も
亦
之
に
..相
應
し
て
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。
自
己
の
'責
任
に
於
て
經
濟
，上
の
失
敗
を
爲
し
た
人
々
は
國
f
.
し
て
之
を
救
ふ
_

が
な
い
と
い
ふ
樣
尨
自
皇
義
的
讓
は
.
 

棑
斥
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
國
家
は
原
則
^J

し
て
各
人
，に
勞
働
を
與
ベ
,
生
活
の
一
：
定
水
準
.を
保
證
す
る
と
と
を
以
て
當
然
の
責
務
と 

す

.ベ

きで
あ
る
o
.從
.つ
て
經
濟
'の
指
導
の
地
位
に
立

つ
も
の
X
責
任
は
1
官
民
を
問
は
ず
頗
る
重
大
と
い
ふ
べ
き
で
あ
るO

唯

.
々

國

家 

的
の
指
導
は
.專
ら
精
刺
的
.に

,a
つ
又
.國
家
の
最
高
目
的
に
關
し
て
大
所
高
所
ょ
せ
る
腺
則
的
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o'
個
 々

.の
企
業
に
立
入
つ
て
私
的
經
營
を
も
國
營
に
代
べ
ん
と
す
る
が
如
き
は
大
い
な
る
行
過
き
.で
あ
る
。
自
由
な
る
創
意
に
代
る
官
廳
の
杓 

子
定
規
は
決
し
て
活
動
的
な
猶
濟
を
一
層
進
步
發
達
せ
し
む
る
所
以
で
な
い
？
全
體
生
義
の
經
ぜ
_
造
は
今
猶
ほ
形
成
の
途
中
に
在 

•
f
の
で
あ
つ
V

實
際
上Q

指
導Q

方
法
は
今
後
猶
ほ
經
験
に
依
？

敎
へ
ら
れ
る
所Q

#

い
も
の
が
あ
るp

あ
，ら
う
。
肇

に

熱 

す
る
の
餘
り
、
理
想
を
追
ひ
形
式
に
走
る
と
-a
:
.は
嚴
に
戒
め
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
名
。
以
下
に
於
て
、
指
導
の
根
本
方
針
に
關
し
私
見
.

を
述
.ベ

V

大
方
の
參
考
に
供
し
た
い
。

，

._ 

' , 

:

■

, 

.

，.
.惟
.ふ
に
、
國
家
が
、
其
全
體
目
的
.の
爲
に
爲
す
べ
き
极
本
的
.な
る
經
濟
的
指
導
は
、
第

一

に
-
各
人
の
消
費
の
自
由
を
制
限
し
、
议 

て
國
民
經
濟
全
體
と
し
てQ

塞
の
方
向
を
變
ぜ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
■

も
述
べ
た
通
り
、
全
體
主
義
は
、
現
下
の
日
本
の
情
勢 

の
下
に
於
て
.
殘
念
な
が
ら
國
民
的
厚
生
の
.向
上
を
後
に
し
て
.先
づ
直
接
の
國
防
力
の
.充
實
と
い
ふ
點
'に
向
け
ら
れ
て
居
る
0さ
1
ぱ
、
 

今
人
々
の
消
費e

自
由
為
限
し
て
、
特
定
財
貨
例
へ
ば
專
ら
奢
侈
的
欲
望
の
充
足
.に
向
け
ら
れ
る
財
貨
の
消
費
を
禁
止
し
た
り
、
或 

は

斯

種

財

貨

の

消

費

を

切

符

制

度

や

，割

.當
制
度
に
依
つ
で
制
限
す
る
こ
と
は
、.
.，延
ひ
て
之
が
生
糜
を
中
止
又
は
縮
小
せ
し
む
，る
昕
以
と 

な
り
、
此
方
面
に
使
用
さ
れ
て
居
た
勞
カ
並
びh

資
本
は
之
ょ
り
解
放
せ
ら
れ
て
他
の
國
防
產
業
に
轉
用
し
，得
る
こ
と
に
な
る
。
國
家 

■
は
猶
ほ
必
要
に
依
つ
て
は
、
單
に
奢
.侈
品
の
，み
な
ら
ず
；
生
活
上
の
便
宜
品
乃
至
必
要
品
に
就
て
す
ら
、
，或
程
度
の
消
費
制
限
を
實
行 

し
、
以
て
勞
カ
資
本
の
轉
用
を
劃
す
る
^
と
も
で
ぎ
る
で
あ
ら
ぅ
o

W
し
、
斯
る
制
限
.は
必
ず
一
般
國
民
の
內
に
不
滿
、
不
安
の
念
を 

惹
起
しv

其
影
響
す
る
所
は
單
に
經
濟
的
方
面
に
止
ま
ら
ず〜

精
神
的
に
.も
頗
る
深
い
も
の
が
.あ
，る
：で
あ
ら
ぅ
，か
ら
し
て
、
國
家
と
し 

て
ゼ
成
る
べ
.く
之
を
避
.け
、
止
む
を
得
ぬ
場
合
に
は
ょ
く
愼
童
.に
行
動
し
、
國
民
に
充
分
政
府
の
意
圖
す
る
所
を
了
酵
せ
し
め
て
、
卞

•
 

滿
•木
安

の

念

を

惹

起

さ

せ

ぬ

様

に

努

め

ね

ぼ

.な

ら

ぬ

,0
加
ふ
る
把
勞
力
と
資
本
の
轉
用
を
.望
.ん
で
も
、其
際
に
生
ず
る
摩
擦
や
障
害
は 

之
を
避
け
名
こ
.と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
つ
て
、
.冬
れ
は
個
人
的
に
^
國
民
經
濟
的
に
も
根
當
多 

1大の
損
害
と
な
る
の
で
あ
る

■か
ら
、
國 

■

家
は

.
1方
に

於

て

，
消

費
.の
禁
止
*制
限
を
徐
々
に
實
行
に
.移
す
と
同
時
に
、他
方
之
が
爲
に
生
ず
る
轉
業
者
や
失
業
者
の
對
策
、
失
は
れ 

:る
資
沐
補
償
％
方
策
鑫
備
レ
て
か
1

苕

な

ら

.ぬ
0
.
.
著
國
に
於
て
は
§

侈
品
藥
製
造
販
賨
制
限
規
則」

畜

，棘濟
の
耿
治
化
：

 

V 
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公
布
翌
七
.日
施
行
し
て
\
朵
產
ヵ
の
#
編
成
扣
決
定
的
な
.
1
.步
を
爽
ん
だ
が
/此
規
則
た
.る
や
規
瘼
廣
汎
嚴
格
に
す
ぎ
、'
^

旦
づ
徹
底
的
で
あ
つ
.た

爲

め

、
同

規

- 0
の
犠
私
餘
り
.に
多

く

、
意

圖

に

於

.て
は
正
し
く
と
.も

*
方

法

に

於

て
失

敗

し

た
と
評
す
べ
き
も

$

あ

つ

た

,0
後
に
至
つ
て
.同
規
則
が一

部
緩
和
さ
'る
V
.に
至
つ
た
と
.と
に
依
つ
て
^
、
：其
過
激
に
過
ぎ
た
こ
と
が
推
し
測
ら
れ
る
で

あ
ら
.う
。

.

.
f 

,
,

• 

.
.
.

-...、

.

:.
.

 

一
.
.
：
.
：

■

■,

■
.

: 

-

/'.
.

.

.國
家
は
、
消
費
の
制
限
ょ
^
ひ
い
て
.は
生
產
の
制
限
に
依
'つ
5

部
の
勞
カ
や
寶
本
を
解
放
す
る
と
同
時
に
、
別
に
國
家
目
的
の
達 

成
に
：-必
要
な
名
財
貨
生
產
.の
途
:を
柘
き
且
つ
指
導
せ
：ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
國
家
は
、
.第
一
一
，
に
.
、

私

人

の

資

本

の

投

下

並

び

に

蓄

積

に

干
 

渉
し
•
.國
家
が
必
要
と
認
め
.た
る
產
業
に
之
を
誘
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
.

 

.

'

. 

'

從
來
資
本
の
蓄
積
は
專
ち
私
的
企
業
の
配
當
す
る
利
潤
に
依
存
し
、
人
々
の
勞
働
收
入
の
節
約
部
分
に
依
つ
て
補
は
れ
て
害
つ
^
^

.

で
あ
る
が
、
此
形
式
は
之
を
其
儘
繼
續
せ
し
む
る
と
し
て
、利
潤
の
.

1.

部
分
を
し
.て
國
家
.の
公
債
に
投
入
せ
し
め
、
，

一

部
分
を
しV

阈
策

的
事
業
に
融
通
せ
し
め
.''
.一
部
分
：を
*
親

：と

し

て

國

家

に.献
納
す
る
：が

如

き

方

策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
略

言

す

れ

ず

、

蓄

漬
さ

'
 

ベ

.<■
 

.

.

.

. 

. 
'

.る
资
本
を
.私

^

の

自

11
1
處
分
に
.委

す

，る
を
制
限
し
、
國

家

に

其

處

‘分

を

委

す

る

の

で

あ

る

0
之

に

依

.つ
て
國
家
は
、
多
額
の
資
本
處
分 

權

を

得

て

、
» -
民

經

濟

の

國

策

的

苒

編

成

に

支

配

的

な

る

指

導

カ

を

得

る

こ

と

が

で

き

る

_で
あ
ら
ぅ
.
0.
利

潤

の

處
分
に
國
家
が
廣

範
圍 

.に
參

與

す

る

i

は
ノ
私
的
企
業
家
に
多
大
の
影
響
を
與
べ
る
こ
と
.勿
論
で
あ
る

.か

ら
し
.て
、

之

が

實

行

に

は

兩

者

の

間

£

分
の
意 

思

の

疏

通

が

あ

り

•
協

力

的

精

神

を

以V

行
は
.る

べ
き
.

A
M
J

言
を
^

た

ぬ

o
: • 

.

•
,■

:
國

家

は

：

此

程

度

ょ

り

徐
>
に
^
本
蓄
積
の
步
$:
:進
.め
*
若
し
國
營
.に
依
つ
て
、
'民
營
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
程
能
率
的
に
事
業
經
營

.

.の

.確
信

あ

る

..に
至
；
.る
な

ら.ば
、

其

時

：に
至
っ
.て
、.民
間

命

業

を

國

營

化

す

；
を

可

.と
，す
：べ.く
>
之
'に
依
っ.て
生
產
の§

的

再

編

成

.を 

.
1

層
容
易
に
成
し
.遂
げ
る
.；

J

と
が
で
ぎ
る
で
あ
ら
う
；0

'，
..：

■

，■
國
家
は
經
濟
指
導
<p
l -
'

一一
 
の
原
則
と
し
て
»
ホ
の
.蓄
積
を
民
間
に
委
.ね
、
.之
を
獎
勵
す
る
方
策
を
と
.ら
ね
，ば
な
ら
ぬ
？

.各
人
に
勞
働

•

 

.

 

.

收
入
の
r

r
を
獎
め
る
こ
'と
は

勿
論
有
效
な
る
—
方
策
た
る
こ
と
.を
疑
は
ぬ
0
.
.
.銀
行
貯

蓄

、
保
險
の

獎
歐
に
も
；大
い
fc
努
む
ベ
く•
而 

し

て

增

加

せ

る

預

金

や

保

險

料

の

使

途

に

關

し

て

ば

前

述

の

利

潤

と

同

樣

.に
、
_國

家

0
爲

.に

提
供

さ
る

べ
き
部
分
を
多
く
す
名
：こ
と

が

. 

必
要
.で
あ
る
o 

▲漏

.溜
は
、.
國
民
練
濟
の
擴
張
再
生
產
の
爲
.の
資
本
を
蓄
積
す
る
源
f

.し

.て
最
重

要

の

も

の

で

あ
り
、
資

本

義 

經

濟

と

は

實

に

利

潤

追

求

の

，爲

.に
都
合
よ
く
權
成
さ
れ
た
る
經
濟
と
い
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
が
、
庇
利
潤
を
禁
止
し
た
り
無
暗
と
.制
炅 

•，す
る
の
.は
、
實
に
資
本
の
蓄
積
を
減
退
せ
し

-t
f
名

所

以

.で

あ

っ

て

、
輕
々
.
に

爲

す

べ
き

こ
.と
で
'な

い
'0
'
.
寧

ろ

利

潤

の

追

求

は

成

る

ベ

く 

之

を

認

め

て.
,，以
て
生.產
を

刺

戟

し

且

っ

將

來

に

於

け

；
る
擴
張

'の
.蓮
礎
を
作
り
出
す
こ
と
が
良
策
で
あ
るO

如
何
教
る
企
業
に
も
或
程 

度
の
危
險
は
づ
.き

も

の

であ
り
-
經
營
者
の
嫌
、
不
敏
は
企
業
成
績
に
影
饗
す
る
所
多
大
で
.あ
る
以
上
、
'此
危
險
を
.負
檐
す
る
投
資
家
.
 

や
直
接
經
營
の
責
任
を
負
ふ
企
業
家
に
對
し
.て
.普
通
の
利
潤
.を
認
め
る
.ヒ
.と
は
、效
果
と
い
ふ
點
か
ら
見
て
も
是
認
さ
る
べ
き
で
あ
る
0 

.
唯
.々
特
定
財
紫
の
稀
少
に
乘
じ
て
耳
額
の
稀
少
性
地
代
を
狙
ふ
_

家
と
か
、
好
ん
.で
.危

險

な

る

投

機

思

惑

に

ょ

っ

.て
宜

利

を

博

す

る

S

家

等

量

經

濟|

暮

し

、l

i

l

す
る
.f

 
I

い
I

取

締
I

I

ら
，

醫

適
正
な
る
和
潤
と
不
適
.正
な
る
そ
れ
と
如
何
に
.見
分
け
る
か
で
：あ
^
0
;其

判

定

は

實

行

上

多

大

の

©-
-
難

が

洛

る

で

あ

ら

う

が

其

不

適

正
 

な
る
，

1' 
面
の
.み
を
見
て
炎
業
家
の
著
利
主
義
全
體
を
否
淀

し

た

技罪
惡
視
L
た
り
.す
，る

の
.は
、實
.
に
認
識
不
足
と

い

ふ

べき
で
あ

ら

う

。 

..

餐

の
.

政

灌

： 

.V'
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經
濟
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政
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■

パ
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'

.

七

八
.

(

一.

i
 六)

私
の
見
る
所
を
以
て
.す
れ
ば
、
現
代
§
人

間

の

性

情

を

以

，
て

.し
て
’い
：'營
利
生
義
を
否
定
レ
、
：.資
本
主
義
を
1

か
ら
排
斥
す
る
の
は
、
 

正
に
空
想
以
外
の
何
も
.の
で
も
^'
く
、
A
々Q

利
a ：
-
心
乃
至
營
利
心：

を
利
用
し
な
い
經
濟
社
會
を
作
る
に
ぬ
、
先
づ
敎
育
ゃ
命
令
に
依 

っ
.て

人

々

の

性

情

を

變

更

せ

し

め

て

か
ら
後
の
こ

と

で
あ
る
'。
全
體
主
義
は
、
各
人
を
し
て
全
體
に
奉
仕
.す
る
一
員
た
る
It
'
#
的
地
位 

を
自
覺
せ
し
め
、
公
益
優
先
の
觀
念
に
依
っ
て
人
の
あ
ら
ゅ
る
社
會
的
活
動
を
指
導
必
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
完
全
に
、

理
想
的
に
實
現
せ
も
れ
る
の
は
.、
餘
り
近
い
將
來
に
期
待
で
き
る
か
ど
ぅ
か
.疑
は
し
い
0

、
 

• 

* 

，
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.附
記
、
.，昭
和
十
五
年
十
一
一
月
七
日
に
政
府
ょ
り「

經
濟
新
體
制
要
綱」

が
發
表
さ
れ
^'
右
要
綱
は
今
後
の
我
國
全
’體
主
義
的
銃
制
經

• 

-
 

•
 
•

濟
の
方
針
を
示
す
も

の
と
し
.て
頗
る
重
.
要

な

意

義

を

持

，
，っ

も
の
で
あ
.る
o

此
發
表
に
至
る
ま
で
種
々
な
る
憶
測
が
世
間
に
行
は
れ
、
政 

府
の
方
針
は
理
想
を
追
ふ
て
過
激
に
走
f

の
で
は
友
い
か
と
い
ふ
危
惧
.

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

今
此
發
表
を
見
れ
ば
、.
心
配
は
祀 

憂
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
-
な̂
っ
た
0
字
句
の一

つ
A
々
に
拘
泥
し
て
穿
馨
す
れ
.

ば
、
幾
多
の
时
題
と
す
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
全
體
と
し
て 

該
綱
要
に
盛
ら
れ
て
ゐ
る
精
神
は
穩
當
で
あ
る
。
然
か
も
大
體
に
於
て
、
そ
れ
が
本
稿
に
於
て
筆
者
の
述
ベ
た
M

旨
に
合
致
せ
る
こ
と 

は

私
ヵ
に
筆
者
の
喜
.び
と
す

-^
所
で
あ
る
。
今
極
■め
て
簡
單
に
其
內
容
を
檢
せ
ん

、̂
'
.

 

'

即
ち
要
綱
は
、
第
一
に
、
基
本
方
針
と
し
■てr

官
民
協
力
の
下
に
綜
合
的
計
畫
經
濟
を
遂
行
し
て
軍
備
の
充
實
國
民
生
活
の
安
定
國 

民
經
濟
の
恒
久
的
繁
榮
を
圖
ら
ん
と
す」

と
.述
べ
て
、居
る
の
は
如
何
に
も
妥
當
で
何
人
に
も
異
言
は
あ
る
ま
い
。、
次
に
最
も
注
意
の
的 

と
：な

つ

た

企

業
(o
'.
新
體
制
に
就

て「

資
本
、
'經
營
、
勞
務
办
有
機
的
.一
體
た
る
企
業
を
し
て
、
.國
家
綜
合
計
.書ー
.の
下
に
國
民
經
濟
.の
1

.成

部

分

と

し

て
"
企
業
搶
當
者
'の
創
意
と
責
任
と
に
於
，て
自
主
的
濰
營
に
任
ぜ
し
む」

と
定
め
た
の
は
我
が
意
を
得
た
所
.で
あ
る
。
各 

企

業

が

國

家

.の

計

畫

の

卞

に

其

支

配

を

受

け

る

の

.は

當

然

：で

あ

る

が

、
，
其

經

營

指

導

に

至

る

ま

で

國

家

が

干

渉

し

；
.企
業

家

の
活
動
を 

一
々
拘
束
す
る
の
は
、
前

.節
に
も
述
べ
た
通
り
經
濟
的
生
產
力
を
增
强
せ
し
む
る
所
以
で
は
な
いo 

.要
綱
發
表
と
同
日
、

一
般
財
界
の 

意
見
と
し
て
近
衛
首
相
に
呈
出
せ
ら
れ
た
る
意
見
書
の一

節
に
日
く
、「

政
府
が
企
業
體
內
の
組
織
に
ま
で
干
渉
す
る
は
決
し
て
生
產 

增

强

の

實

績

；を

擧

ぐ

る

所

以

に

非

ざ

.る
べ
し
0
過
去
の
實
績
に
ょ
る
に
*\
無
用
な
る
統
制
‘
例
へ
ば一

業1

社
主
義
の
如
き
，
又
合
併

に
依
り
成
れ
る
.民
有
國
營
會
社
そ
の
佌
の
國
策
會
社
の
經
營
の
實
績
は
果
し
て
如
何
、
國
家
最
高
總
力
の
發
揮
は
結
司
.單
位
企
業
の
能

-

.

. 

+■

カ
發
揮
に
在
り
、
舉
位
金
業
の
邂
營
は
之
を
活
潑
敏
捷
な
る
民
間
企
業
に
委
し
、
•そ
.
の

創

意

と

責

任

に

ょ

り

十

一

一
分
の.成
績
を
擧
げ
し
.
 

む

：る
こ
：と

、

現

下

に

於

て

最

も

策

'の
得
：た
る
も
の
な
.り」

.と
0
:之
.は
，正
'に
，
其

通

り

で

あ

つ

て

、

政

府

と

し

て

も

，過

去

の

統

制

の

失

敗

を 

顧
る
な
ら
ば
、
財
界
意
見
書
を
承
認
せ
•.ね
ば
：な
ら
ぬ
で
あ
ら
•ぅ
。
さ
れ
ば
此
處
に
記
さ
れ
於
通
り
、
.

「

企
業
擔
當
者
の
.創
意
と
責
任
と
に 

於

て

自

由

的

經

營

に

」

任

す

と

し

：た
：
の
は
.藎
し
當
然
.の
.
で

と£
百
は
ね
ば
.な
ら
ぬ-
0今
命
業
家
の
創
意
と
.責
任
と
を
重
ん
ず
る
な
ら
i
、

.當
然
.の
次

第

と

し

て

企

業

の

，利

潤

.を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
要
綱
は
此
點
に
關
しr

國
民
經
濟
の
秩
序
保
持
に
障
害
あ
る
投
機
的
印

..•••.. 

V

 

.

潤
^
び
獨
占
的
利
潤
の
發
生
を
防
止
す
る
と
^
に
、
、適
.正
散
る
_

利
潤
，

v

認
め
、
特
に
國
家
生
產
の
增
强
に
冀
し
た
る
者
に
對
し 

.

て
は

.

其
の

利
潤

の

增
加
を
認
む」

と
述
べ
て
居
る
。
嘗
て
は
左
翼
思
想
に
か
ぶ
れ
て
、
利
®
を
ば
資
本
主
重
產

OD
-最
大
罪
惡
か
の
如 

く
議
論
す
：る
#
も
あ
つ
，た
樣
.で
あ
る
が
*
今
利
濶
.の
正
し
き
意
_
を
瓶
し
て
、
申
直

に「

適
疋
な
る
企
業
利
潤
を
認
む
1_
.
と
し
た
の
.は 

ょ
い
0
'刹
_
の

獲

得

は

今

日

あ

ら

ゅ

る

企

業

：の
.原

動

カ

^.
:
も
い
ふ
.べ
ぐ
、.經
濟
的
發
展
も
亦
利
潤
办
灌
保
增
尤
に
ょ
つ
tr
の
み
期
し
得

■

_

.
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濟
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の

政

治

化
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^
れ
る
の
‘で
あ
る
か
ら
*
之
を
否
^
し
.て
生

產

カ

の

；
增

大

を

計

る

；
こ
丨
と
は
疋
に
；
石

を

報

酬

.：に

與

へ

て

勞

働

を

期

待

す

る

の

類

で

あ

る

-°

.

.唯

:̂
問

題

は

-
a
正

な

る

利

潤

」

と
獨
占
田
心
惑
に
、よ

：る
利
潤
と

.を

.如
何
.に
區
別
す
べ
き
か
で
あ
.る
o 

'
實
際
の
間
題
と
し
て
兩
者
の
判
定
^

.

.

.

l

o

i

l

l
 

卜 

V 

へ
'

'

'

-ハ 

' :

;

要
綱
は「

主
要
物
資
の
價
格
を
公
定
す
る
に
當
り
.て
は
中
庸
生
產
費
金
基
礎
.と
，し
適
'芷
利
潤
を
^
 

如
何 

.な
る
极
據
.か
ら
中
庸
生
產
費
を
基
礎
と
す
る
か
、
叉
そ
^
-は
一
體
何
.を
.以
.て
測
定
^-
る

か

ヒ

明

瞭

で

な

.
い

;.
0
'
:不
明
險
な
標
準
に
睽
‘つ
-
て 

.乐
潤
の
逾
1£
ィ

適

正

を̂
ら
ぅ
と
す
る
の
：で
あ
る
か
ら
、
其
結
银
も
亦
頗
る
漠
然
と
し
た
捉
£.
難
\^
-
も
の
^
な
る
に
^
違

な

要

荷

•'
.■の
趣

旨

は

頗

る

.穩

當

で

あ

る

が

、

實

際

上

の

運

營

如

侗

に

よ

.つ
て
、

V

趣

#

が

趣

旨

通

り

：に

實

現

さ

れ

.る

と

は

限

ら

ぬ

o

今

後

の

問

題

は

IE
に

其

處

.に

在.る

.0

.

'
.
、
.
■
:
:;

■,
.

.:
•....

ヶ

ィ

^

ズ

0
:.

長

斯

«

想

趣

論

^

, 

1

~

資
本
の
限
界
效
率
理
論
を
中
、L >
V

J
b -
H

■V 

. : 

.
 

.'

.

千

種

義

人

マ

豫

想

の

瓶

念

.

.ニ
、
資

本

の

限

思

效

率
.

三
、
長
期
豫
想
の
狀
態 

-
-

H

,

. 

、

證
の
方
法
を
理
論
經
濟
S

中
•に
と
り
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
•今
日
、
最
早
i

の
餘
地
な
き
と
こ
ろ
と
さ
h
て
ゐ
る
。
.ト」

|

を
a 

何
な
ろ
形
式
に
お
い
て
と
灵
れ
る
か
I

題
で
ぁ
る
°

|

の
理
論
結
に
I

ャ
ル
、
ワ
ル
ラ
ス
、
v

f
、
ナ
イ
ト
、
フ
イ
v
r
% 

f s
m

I I
ら
i

の
て
ぁ
る
' 
最
近
、
'ミ
ル
f

ル
、
リ
ン
f

ル
、
或
は
ヒ
ッ
ク
.ス
、
ヶ
ィ
ン
ズ
等
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
こ
の
方

お 

|

、
|

 

?霞

{

蒙

る

が

、

.

:
r
.

豫
想
の
概
念
：

-

._

ケ
イ
ンK

は

そ
.の

著

貨

'f
l」

s

い
て
、
、
證

の

，
問

題

を

全

く

無

視

し

た

の

で

は

な

い

け

れ

ど

も

、V

の
考
察
が
不
充
分
で
ぁ

•ケ
イ
ン
ズ
の
長
期
豫
想
理
詭
1
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